
 

 

令和 5 年 8 月 30 日 

 

関係団体 各位 

 

 

改正政令等の公布について 

（ラベル表示・SDS 交付等の義務対象物質の追加関係） 

 

厚生労働省労働基準局安全衛生部 

化学物質対策課化学物質評価室 

 

平素より労働安全衛生行政の推進に御理解を賜り誠にありがとうございます。 

厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質対策課化学物質評価室です。 

  

標記について、本日付けで「労働安全衛生法施行令の一部を改正する政令（令和

５年政令第 265 号）」を公布いたしましたので、傘下の会員事業場等に周知いただき

ますよう何卒よろしくお願い申し上げます。 

  

【化学物質による労働災害防止のための新たな規制について】 

制定した政令・省令のほか、施行通達等は以下のページに掲載しております。 

新たに掲載した箇所は以下です。（すべて本紙に添付しています） 

〇「関係法令」中の「改正政令及び改正省令（令和５年８月 30 日公布）」（リンク

３つ） 

〇「関係通達等」中の「改正政省令の施行通達」の２つ目のリンク 

〇「関係通達等」中の「パブリックコメントで寄せられたご意見等について」の

一番下のリンク  

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000099121_00005.html 

  

  

※なお、改正政令に基づきラベル・SDS 対象物質を列挙した省令については、  

9 月下旬頃公布予定です。 

今後ともよろしくお願いします。 

 

 

以 上 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000099121_00005.html


政
令
第
二
百
六
十
五
号

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
五
十
七
条
第
一
項
、
第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
及
び

第
百
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

第
一
条

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
九
第
四
十
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四
十
七

削
除

別
表
第
九
第
百
八
十
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

百
八
十
九

削
除

別
表
第
九
第
三
百
二
十
号
の
二
を
削
り
、
同
表
第
三
百
二
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
百
二
十
四

削
除

別
表
第
九
第
三
百
六
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
百
六
十

削
除



別
表
第
九
第
五
百
四
十
五
号
の
二
を
削
り
、
同
表
第
五
百
九
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五
百
九
十
四

削
除

第
二
条

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
一
号
中
「
、
白
金
」
、
「
、
フ
ェ
ロ
バ
ナ
ジ
ウ
ム
」
及
び
「
、
モ
リ
ブ
デ
ン
」
を
削
り
、
同
条
第
三
号
を
同

条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
号
中
「
別
表
第
九
」
を
「
前
二
号
」
に
、
「
で
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
」
を
「
（
前

二
号
に
掲
げ
る
物
の
含
有
量
が
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
未
満
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第

三
号
と
し
、
同
条
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

国
が
行
う
化
学
品
の
分
類
（
産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
Ｚ

七
二
五
二
（
Ｇ
Ｈ
Ｓ
に
基
づ
く
化
学
品
の
分
類
方
法
）
に
定
め
る
方
法
に
よ
る
化
学
物
質
の
危
険
性
及
び
有
害
性
の
分

類
を
い
う
。
）
の
結
果
、
危
険
性
又
は
有
害
性
が
あ
る
も
の
と
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
区
分
さ
れ
た
物
（
次

条
第
二
号
に
お
い
て
「
特
定
危
険
性
有
害
性
区
分
物
質
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
物
以
外
の
も
の
で
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

イ

別
表
第
三
第
一
号
１
か
ら
７
ま
で
に
掲
げ
る
物



ロ

前
号
に
掲
げ
る
物

ハ

危
険
性
が
あ
る
も
の
と
区
分
さ
れ
て
い
な
い
物
で
あ
つ
て
、
粉
じ
ん
の
吸
入
に
よ
り
じ
ん
肺
そ
の
他
の
呼
吸
器
の

健
康
障
害
を
生
ず
る
有
害
性
の
み
が
あ
る
も
の
と
区
分
さ
れ
た
も
の

第
十
八
条
の
二
第
三
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
号
中
「
別
表
第
九
」
を
「
前
二
号
」
に
、
「
で
、
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
も
の
」
を
「
（
前
二
号
に
掲
げ
る
物
の
含
有
量
が
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
未
満
で
あ
る
も
の
を
除

く
。
）
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

特
定
危
険
性
有
害
性
区
分
物
質
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
物
以
外
の
も
の
で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

イ

別
表
第
三
第
一
号
１
か
ら
７
ま
で
に
掲
げ
る
物

ロ

前
号
に
掲
げ
る
物

ハ

危
険
性
が
あ
る
も
の
と
区
分
さ
れ
て
い
な
い
物
で
あ
つ
て
、
粉
じ
ん
の
吸
入
に
よ
り
じ
ん
肺
そ
の
他
の
呼
吸
器
の

健
康
障
害
を
生
ず
る
有
害
性
の
み
が
あ
る
も
の
と
区
分
さ
れ
た
も
の

別
表
第
九
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
九

名
称
等
を
表
示
し
、
又
は
通
知
す
べ
き
危
険
物
及
び
有
害
物
（
第
十
八
条
、
第
十
八
条
の
二
関
係
）



一

ア
リ
ル
水
銀
化
合
物

二

ア
ル
キ
ル
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
化
合
物

三

ア
ル
キ
ル
水
銀
化
合
物

四

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
及
び
そ
の
水
溶
性
塩

五

ア
ン
チ
モ
ン
及
び
そ
の
化
合
物

六

イ
ッ
ト
リ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物

七

イ
ン
ジ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物

八

ウ
ラ
ン
及
び
そ
の
化
合
物

九

カ
ド
ミ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物

十

銀
及
び
そ
の
水
溶
性
化
合
物

十
一

ク
ロ
ム
及
び
そ
の
化
合
物

十
二

コ
バ
ル
ト
及
び
そ
の
化
合
物

十
三

ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
化
合
物



十
四

水
銀
及
び
そ
の
無
機
化
合
物

十
五

す
ず
及
び
そ
の
化
合
物

十
六

セ
レ
ン
及
び
そ
の
化
合
物

十
七

タ
リ
ウ
ム
及
び
そ
の
水
溶
性
化
合
物

十
八

タ
ン
グ
ス
テ
ン
及
び
そ
の
水
溶
性
化
合
物

十
九

タ
ン
タ
ル
及
び
そ
の
酸
化
物

二
十

鉄
水
溶
性
塩

二
十
一

テ
ル
ル
及
び
そ
の
化
合
物

二
十
二

銅
及
び
そ
の
化
合
物

二
十
三

鉛
及
び
そ
の
無
機
化
合
物

二
十
四

ニ
ッ
ケ
ル
及
び
そ
の
化
合
物

二
十
五

白
金
及
び
そ
の
水
溶
性
塩

二
十
六

ハ
フ
ニ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物



二
十
七

バ
リ
ウ
ム
及
び
そ
の
水
溶
性
化
合
物

二
十
八

砒
素
及
び
そ
の
化
合
物

ひ

二
十
九

弗
素
及
び
そ
の
水
溶
性
無
機
化
合
物

ふ

つ

三
十

マ
ン
ガ
ン
及
び
そ
の
無
機
化
合
物

三
十
一

モ
リ
ブ
デ
ン
及
び
そ
の
化
合
物

三
十
二

沃
素
及
び
そ
の
化
合
物

よ

う

三
十
三

ロ
ジ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
及
び
附
則
第
四
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日

か
ら
施
行
す
る
。

（
名
称
等
の
表
示
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。
）
第
十
八
条
第
一
号
か
ら



第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
物
（
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第

十
八
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
物
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
有
害
性
が
相
対
的
に
高
い
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
高
有
害
性
区
分
物
質
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
に
お
い
て
現
に

存
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
五

十
七
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

２

新
令
第
十
八
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
物
（
旧
令
第
十
八
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
物
並
び
に
高
有

害
性
区
分
物
質
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
法
第
五
十
七
条
の
規
定
は
、
適
用
し

な
い
。

３

前
項
に
規
定
す
る
物
で
あ
っ
て
、
令
和
八
年
四
月
一
日
に
お
い
て
現
に
存
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
令
和
九
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
は
、
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
名
称
等
の
通
知
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

新
令
第
十
八
条
の
二
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
物
（
旧
令
第
十
八
条
の
二
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る

物
並
び
に
有
害
性
が
相
対
的
に
高
い
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
物
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
令
和
八
年
三
月



三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
法
第
五
十
七
条
の
二
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
四
年
政
令
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
表
第
九
中
第
五
百
四
十
五
号
の
二
を
第
五
百
四
十
五
号
の
三
と
し
、
第
五
百
四
十
五
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規

定
中
「
別
表
第
九
中
第
五
百
四
十
五
号
の
二
を
第
五
百
四
十
五
号
の
三
と
し
、
第
五
百
四
十
五
号
」
を
「
別
表
第
九
第
五
百

四
十
五
号
」
に
改
め
る
。

別
表
第
九
第
五
百
九
十
三
号
の
次
に
三
号
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
三
号
を
」
を
「
二
号
を
」
に
改
め
、
「
五
百
九
十
三

の
四

Ｎ
―
メ
チ
ル
ホ
ル
ム
ア
ミ
ド
」
を
削
り
、
同
改
正
規
定
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
九
第
五
百
九
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五
百
九
十
四

Ｎ
―
メ
チ
ル
ホ
ル
ム
ア
ミ
ド



労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案

新
旧
対
照
条
文
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・
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○

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
）
【
公
布
の
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

別
表
第
九

名
称
等
を
表
示
し
、
又
は
通
知
す
べ
き
危
険
物
及
び
有
害
物
（
第

別
表
第
九

名
称
等
を
表
示
し
、
又
は
通
知
す
べ
き
危
険
物
及
び
有
害
物
（
第

十
八
条
、
第
十
八
条
の
二
関
係
）

十
八
条
、
第
十
八
条
の
二
関
係
）

一
～
四
十
六

（
略
）

一
～
四
十
六

（
略
）

四
十
七

削
除

四
十
七

―
イ
ソ
プ
ロ
ポ
キ
シ
―
二
―
ト
リ
フ
ル
オ
ロ
メ
チ
ル
ベ
ン
ズ
ア

三′

ニ
リ
ド
（
別
名
フ
ル
ト
ラ
ニ
ル
）

四
十
八
～
百
八
十
八

（
略
）

四
十
八
～
百
八
十
八

（
略
）

百
八
十
九

削
除

百
八
十
九

酸
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

百
九
十
～
三
百
二
十

（
略
）

百
九
十
～
三
百
二
十

（
略
）

（
削
る
）

三
百
二
十
の
二

水
素
化
ビ
ス
（
二
―
メ
ト
キ
シ
エ
ト
キ
シ
）
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
ナ
ト
リ
ウ
ム

三
百
二
十
一
～
三
百
二
十
三

（
略
）

三
百
二
十
一
～
三
百
二
十
三

（
略
）

三
百
二
十
四

削
除

三
百
二
十
四

ス
テ
ア
リ
ン
酸
亜
鉛

三
百
二
十
五
～
三
百
五
十
九

（
略
）

三
百
二
十
五
～
三
百
五
十
九

（
略
）

三
百
六
十

削
除

三
百
六
十

四
・
五
・
六
・
七
―
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
―
一
・
三
―
ジ
ヒ
ド
ロ
ベ

ン
ゾ
［
ｃ
］
フ
ラ
ン
―
二
―
オ
ン
（
別
名
フ
サ
ラ
イ
ド
）

三
百
六
十
一
～
五
百
四
十
五

（
略
）

三
百
六
十
一
～
五
百
四
十
五

（
略
）

（
削
る
）

五
百
四
十
五
の
二

ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト

五
百
四
十
六
～
五
百
九
十
三

（
略
）

五
百
四
十
六
～
五
百
九
十
三

（
略
）

五
百
九
十
四

削
除

五
百
九
十
四

二
―
メ
チ
ル
―
Ｎ
―
［
三
―
（
一
―
メ
チ
ル
エ
ト
キ
シ
）
フ

ェ
ニ
ル
］
ベ
ン
ズ
ア
ミ
ド
（
別
名
メ
プ
ロ
ニ
ル
）

五
百
九
十
五
～
六
百
三
十
三

（
略
）

五
百
九
十
五
～
六
百
三
十
三

（
略
）
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○

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
抄
）
（
第
二
条
関
係
）
【
令
和
七
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
名
称
等
を
表
示
す
べ
き
危
険
物
及
び
有
害
物
）

（
名
称
等
を
表
示
す
べ
き
危
険
物
及
び
有
害
物
）

第
十
八
条

法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
物
は
、
次
の
と
お
り
と

第
十
八
条

法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
物
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

す
る
。

一

別
表
第
九
に
掲
げ
る
物
（
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
イ
ッ
ト
リ
ウ
ム
、
イ
ン
ジ

一

別
表
第
九
に
掲
げ
る
物
（
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
イ
ッ
ト
リ
ウ
ム
、
イ
ン
ジ

ウ
ム
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
銀
、
ク
ロ
ム
、
コ
バ
ル
ト
、
す
ず
、
タ
リ
ウ
ム
、

ウ
ム
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
銀
、
ク
ロ
ム
、
コ
バ
ル
ト
、
す
ず
、
タ
リ
ウ
ム
、

タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
タ
ン
タ
ル
、
銅
、
鉛
、
ニ
ッ
ケ
ル
、
ハ
フ
ニ
ウ
ム
、
マ

タ
ン
グ
ス
テ
ン
、
タ
ン
タ
ル
、
銅
、
鉛
、
ニ
ッ
ケ
ル
、
白
金
、
ハ
フ
ニ
ウ

ン
ガ
ン
又
は
ロ
ジ
ウ
ム
に
あ
つ
て
は
、
粉
状
の
も
の
に
限
る
。
）

ム
、
フ
ェ
ロ
バ
ナ
ジ
ウ
ム
、
マ
ン
ガ
ン
、
モ
リ
ブ
デ
ン
又
は
ロ
ジ
ウ
ム
に

あ
つ
て
は
、
粉
状
の
も
の
に
限
る
。
）

二

国
が
行
う
化
学
品
の
分
類
（
産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

（
新
設
）

百
八
十
五
号
）
に
基
づ
く
日
本
産
業
規
格
Ｚ
七
二
五
二
（
Ｇ
Ｈ
Ｓ
に
基
づ

く
化
学
品
の
分
類
方
法
）
に
定
め
る
方
法
に
よ
る
化
学
物
質
の
危
険
性
及

び
有
害
性
の
分
類
を
い
う
。
）
の
結
果
、
危
険
性
又
は
有
害
性
が
あ
る
も

の
と
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
区
分
さ
れ
た
物
（
次
条
第
二
号
に

お
い
て
「
特
定
危
険
性
有
害
性
区
分
物
質
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
次
に

掲
げ
る
物
以
外
の
も
の
で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

イ

別
表
第
三
第
一
号
１
か
ら
７
ま
で
に
掲
げ
る
物

ロ

前
号
に
掲
げ
る
物

ハ

危
険
性
が
あ
る
も
の
と
区
分
さ
れ
て
い
な
い
物
で
あ
つ
て
、
粉
じ
ん

の
吸
入
に
よ
り
じ
ん
肺
そ
の
他
の
呼
吸
器
の
健
康
障
害
を
生
ず
る
有
害

性
の
み
が
あ
る
も
の
と
区
分
さ
れ
た
も
の

三

前
二
号
に
掲
げ
る
物
を
含
有
す
る
製
剤
そ
の
他
の
物
（
前
二
号
に
掲
げ

二

別
表
第
九
に
掲
げ
る
物
を
含
有
す
る
製
剤
そ
の
他
の
物
で
、
厚
生
労
働

る
物
の
含
有
量
が
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
未
満
で
あ
る
も
の
を
除

省
令
で
定
め
る
も
の

く
。
）

四

別
表
第
三
第
一
号
１
か
ら
７
ま
で
に
掲
げ
る
物
を
含
有
す
る
製
剤
そ
の

三

別
表
第
三
第
一
号
１
か
ら
７
ま
で
に
掲
げ
る
物
を
含
有
す
る
製
剤
そ
の

他
の
物
（
同
号
８
に
掲
げ
る
物
を
除
く
。
）
で
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

他
の
物
（
同
号
８
に
掲
げ
る
物
を
除
く
。
）
で
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
も
の

る
も
の
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（
名
称
等
を
通
知
す
べ
き
危
険
物
及
び
有
害
物
）

（
名
称
等
を
通
知
す
べ
き
危
険
物
及
び
有
害
物
）

第
十
八
条
の
二

法
第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
物
は
、
次
の

第
十
八
条
の
二

法
第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
物
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

と
お
り
と
す
る
。

一

別
表
第
九
に
掲
げ
る
物

一

別
表
第
九
に
掲
げ
る
物

二

特
定
危
険
性
有
害
性
区
分
物
質
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
物
以
外
の
も
の

（
新
設
）

で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

イ

別
表
第
三
第
一
号
１
か
ら
７
ま
で
に
掲
げ
る
物

ロ

前
号
に
掲
げ
る
物

ハ

危
険
性
が
あ
る
も
の
と
区
分
さ
れ
て
い
な
い
物
で
あ
つ
て
、
粉
じ
ん

の
吸
入
に
よ
り
じ
ん
肺
そ
の
他
の
呼
吸
器
の
健
康
障
害
を
生
ず
る
有
害

性
の
み
が
あ
る
も
の
と
区
分
さ
れ
た
も
の

三

前
二
号
に
掲
げ
る
物
を
含
有
す
る
製
剤
そ
の
他
の
物
（
前
二
号
に
掲
げ

二

別
表
第
九
に
掲
げ
る
物
を
含
有
す
る
製
剤
そ
の
他
の
物
で
、
厚
生
労
働

る
物
の
含
有
量
が
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
未
満
で
あ
る
も
の
を
除

省
令
で
定
め
る
も
の

く
。
）

四

別
表
第
三
第
一
号
１
か
ら
７
ま
で
に
掲
げ
る
物
を
含
有
す
る
製
剤
そ
の

三

別
表
第
三
第
一
号
１
か
ら
７
ま
で
に
掲
げ
る
物
を
含
有
す
る
製
剤
そ
の

他
の
物
（
同
号
８
に
掲
げ
る
物
を
除
く
。
）
で
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

他
の
物
（
同
号
８
に
掲
げ
る
物
を
除
く
。
）
で
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
も
の

る
も
の

別
表
第
九

名
称
等
を
表
示
し
、
又
は
通
知
す
べ
き
危
険
物
及
び
有
害
物
（
第

別
表
第
九

名
称
等
を
表
示
し
、
又
は
通
知
す
べ
き
危
険
物
及
び
有
害
物
（
第

十
八
条
、
第
十
八
条
の
二
関
係
）

十
八
条
、
第
十
八
条
の
二
関
係
）

一

ア
リ
ル
水
銀
化
合
物

一

ア
ク
リ
ル
ア
ミ
ド

二

ア
ル
キ
ル
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
化
合
物

二

ア
ク
リ
ル
酸

三

ア
ル
キ
ル
水
銀
化
合
物

三

ア
ク
リ
ル
酸
エ
チ
ル

四

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
及
び
そ
の
水
溶
性
塩

三
の
二

ア
ク
リ
ル
酸
二
―
（
ジ
メ
チ
ル
ア
ミ
ノ
）
エ
チ
ル

五

ア
ン
チ
モ
ン
及
び
そ
の
化
合
物

四

ア
ク
リ
ル
酸
ノ
ル
マ
ル
―
ブ
チ
ル

六

イ
ッ
ト
リ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物

五

ア
ク
リ
ル
酸
二
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
プ
ロ
ピ
ル

七

イ
ン
ジ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物

六

ア
ク
リ
ル
酸
メ
チ
ル

八

ウ
ラ
ン
及
び
そ
の
化
合
物

七

ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル

九

カ
ド
ミ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物

八

ア
ク
ロ
レ
イ
ン

十

銀
及
び
そ
の
水
溶
性
化
合
物

八
の
二

ア
ザ
チ
オ
プ
リ
ン
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十
一

ク
ロ
ム
及
び
そ
の
化
合
物

九

ア
ジ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

十
二

コ
バ
ル
ト
及
び
そ
の
化
合
物

十

ア
ジ
ピ
ン
酸

十
三

ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
化
合
物

十
一

ア
ジ
ポ
ニ
ト
リ
ル

十
四

水
銀
及
び
そ
の
無
機
化
合
物

十
一
の
二

亜
硝
酸
イ
ソ
ブ
チ
ル

十
五

す
ず
及
び
そ
の
化
合
物

十
一
の
三

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

十
六

セ
レ
ン
及
び
そ
の
化
合
物

十
一
の
四

ア
セ
タ
ゾ
ラ
ミ
ド
（
別
名
ア
セ
タ
ゾ
ー
ル
ア
ミ
ド
）

十
七

タ
リ
ウ
ム
及
び
そ
の
水
溶
性
化
合
物

十
一
の
五

ア
セ
チ
ル
ア
セ
ト
ン

十
八

タ
ン
グ
ス
テ
ン
及
び
そ
の
水
溶
性
化
合
物

十
二

ア
セ
チ
ル
サ
リ
チ
ル
酸
（
別
名
ア
ス
ピ
リ
ン
）

十
九

タ
ン
タ
ル
及
び
そ
の
酸
化
物

十
三

ア
セ
ト
ア
ミ
ド

二
十

鉄
水
溶
性
塩

十
四

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド

二
十
一

テ
ル
ル
及
び
そ
の
化
合
物

十
五

ア
セ
ト
ニ
ト
リ
ル

二
十
二

銅
及
び
そ
の
化
合
物

十
六

ア
セ
ト
フ
ェ
ノ
ン

二
十
三

鉛
及
び
そ
の
無
機
化
合
物

十
七

ア
セ
ト
ン

二
十
四

ニ
ッ
ケ
ル
及
び
そ
の
化
合
物

十
八

ア
セ
ト
ン
シ
ア
ノ
ヒ
ド
リ
ン

二
十
五

白
金
及
び
そ
の
水
溶
性
塩

十
八
の
二

ア
セ
ト
ン
チ
オ
セ
ミ
カ
ル
バ
ゾ
ン

二
十
六

ハ
フ
ニ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物

十
九

ア
ニ
リ
ン

二
十
七

バ
リ
ウ
ム
及
び
そ
の
水
溶
性
化
合
物

十
九
の
二

ア
ニ
リ
ン
と
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
重
縮
合
物

二
十
八

砒
素
及
び
そ
の
化
合
物

十
九
の
三

ア
フ
ラ
ト
キ
シ
ン

ひ

二
十
九

弗
素
及
び
そ
の
水
溶
性
無
機
化
合
物

二
十

ア
ミ
ド
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム

ふ
つ

三
十

マ
ン
ガ
ン
及
び
そ
の
無
機
化
合
物

二
十
一

二
―
ア
ミ
ノ
エ
タ
ノ
ー
ル

三
十
一

モ
リ
ブ
デ
ン
及
び
そ
の
化
合
物

二
十
一
の
二

二
―
ア
ミ
ノ
エ
タ
ン
チ
オ
ー
ル
（
別
名
シ
ス
テ
ア
ミ
ン
）

三
十
二

沃
素
及
び
そ
の
化
合
物

二
十
一
の
三

Ｎ
―
（
二
―
ア
ミ
ノ
エ
チ
ル
）
―
二
―
ア
ミ
ノ
エ
タ
ノ
ー
ル

よ
う

三
十
三

ロ
ジ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物

二
十
一
の
四

三
―
ア
ミ
ノ
―
Ｎ
―
エ
チ
ル
カ
ル
バ
ゾ
ー
ル

二
十
二

四
―
ア
ミ
ノ
―
六
―
タ
ー
シ
ャ
リ
―
ブ
チ
ル
―
三
―
メ
チ
ル
チ
オ

―
一
・
二
・
四
―
ト
リ
ア
ジ
ン
―
五
（
四
Ｈ
）
―
オ
ン
（
別
名
メ
ト
リ
ブ

ジ
ン
）

二
十
三

三
―
ア
ミ
ノ
―
一
Ｈ
―
一
・
二
・
四
―
ト
リ
ア
ゾ
ー
ル
（
別
名
ア

ミ
ト
ロ
ー
ル
）

二
十
四

四
―
ア
ミ
ノ
―
三
・
五
・
六
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
ピ
リ
ジ
ン
―
二
―
カ

ル
ボ
ン
酸
（
別
名
ピ
ク
ロ
ラ
ム
）

二
十
四
の
二

（
Ｓ
）
―
二
―
ア
ミ
ノ
―
三
―
［
四
―
［
ビ
ス
（
二
―
ク
ロ
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ロ
エ
チ
ル
）
ア
ミ
ノ
］
フ
ェ
ニ
ル
］
プ
ロ
パ
ン
酸
（
別
名
メ
ル
フ
ァ
ラ
ン

）
二
十
四
の
三

二
―
ア
ミ
ノ
―
四
―
［
ヒ
ド
ロ
キ
シ
（
メ
チ
ル
）
ホ
ス
ホ
リ

ル
］
ブ
タ
ン
酸
及
び
そ
の
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
塩

二
十
五

二
―
ア
ミ
ノ
ピ
リ
ジ
ン

二
十
五
の
二

三
―
ア
ミ
ノ
―
一
―
プ
ロ
ペ
ン

二
十
五
の
三

四
―
ア
ミ
ノ
―
一
―
ベ
ー
タ
―
Ｄ
―
リ
ボ
フ
ラ
ノ
シ
ル
―
一

・
三
・
五
―
ト
リ
ア
ジ
ン
―
二
（
一
Ｈ
）
―
オ
ン

二
十
六

亜
硫
酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム

二
十
七

ア
リ
ル
ア
ル
コ
ー
ル

二
十
八

一
―
ア
リ
ル
オ
キ
シ
―
二
・
三
―
エ
ポ
キ
シ
プ
ロ
パ
ン

二
十
八
の
二

四
―
ア
リ
ル
―
一
・
二
―
ジ
メ
ト
キ
シ
ベ
ン
ゼ
ン

二
十
九

ア
リ
ル
水
銀
化
合
物

三
十

ア
リ
ル
―
ノ
ル
マ
ル
―
プ
ロ
ピ
ル
ジ
ス
ル
フ
ィ
ド

三
十
一

亜
り
ん
酸
ト
リ
メ
チ
ル

三
十
二

ア
ル
キ
ル
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
化
合
物

三
十
三

ア
ル
キ
ル
水
銀
化
合
物

三
十
三
の
二

十
七
ア
ル
フ
ァ
―
ア
セ
チ
ル
オ
キ
シ
―
六
―
ク
ロ
ロ
―
プ
レ

グ
ナ
―
四
・
六
―
ジ
エ
ン
―
三
・
二
十
―
ジ
オ
ン

三
十
四

三
―
（
ア
ル
フ
ァ
―
ア
セ
ト
ニ
ル
ベ
ン
ジ
ル
）
―
四
―
ヒ
ド
ロ
キ

シ
ク
マ
リ
ン
（
別
名
ワ
ル
フ
ァ
リ
ン
）

三
十
五

ア
ル
フ
ァ
・
ア
ル
フ
ァ
―
ジ
ク
ロ
ロ
ト
ル
エ
ン

三
十
六

ア
ル
フ
ァ
―
メ
チ
ル
ス
チ
レ
ン

三
十
七

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
及
び
そ
の
水
溶
性
塩

三
十
八

ア
ン
チ
モ
ン
及
び
そ
の
化
合
物

三
十
八
の
二

ア
ン
ト
ラ
セ
ン

三
十
九

ア
ン
モ
ニ
ア

三
十
九
の
二

石
綿
（
第
十
六
条
第
一
項
第
四
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る

物
で
同
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

四
十

三
―
イ
ソ
シ
ア
ナ
ト
メ
チ
ル
―
三
・
五
・
五
―
ト
リ
メ
チ
ル
シ
ク
ロ

ヘ
キ
シ
ル
＝
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
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四
十
の
二

イ
ソ
シ
ア
ン
酸
三
・
四
―
ジ
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ニ
ル

四
十
一

イ
ソ
シ
ア
ン
酸
メ
チ
ル

四
十
二

イ
ソ
プ
レ
ン

四
十
二
の
二

四
・

―
イ
ソ
プ
ロ
ピ
リ
デ
ン
ジ
フ
ェ
ノ
ー
ル
（
別
名
ビ
ス

四′

フ
ェ
ノ
ー
ル
Ａ
）

四
十
三

Ｎ
―
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
ア
ニ
リ
ン

四
十
四

Ｎ
―
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
ア
ミ
ノ
ホ
ス
ホ
ン
酸
Ｏ
―
エ
チ
ル
―
Ｏ
―
（

三
―
メ
チ
ル
―
四
―
メ
チ
ル
チ
オ
フ
ェ
ニ
ル
）
（
別
名
フ
ェ
ナ
ミ
ホ
ス
）

四
十
五

イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
ア
ミ
ン

四
十
六

イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
エ
ー
テ
ル

四
十
七

削
除

四
十
八

イ
ソ
ペ
ン
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
（
別
名
イ
ソ
ア
ミ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
）

四
十
九

イ
ソ
ホ
ロ
ン

五
十

一
塩
化
硫
黄

五
十
一

一
酸
化
炭
素

五
十
二

一
酸
化
窒
素

五
十
三

一
酸
化
二
窒
素

五
十
四

イ
ッ
ト
リ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物

五
十
五

イ
プ
シ
ロ
ン
―
カ
プ
ロ
ラ
ク
タ
ム

五
十
五
の
二

イ
ブ
プ
ロ
フ
ェ
ン

五
十
六

二
―
イ
ミ
ダ
ゾ
リ
ジ
ン
チ
オ
ン

五
十
七

四
・

―
（
四
―
イ
ミ
ノ
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
―
二
・
五
―
ジ
エ
ニ
リ

四′

デ
ン
メ
チ
ル
）
ジ
ア
ニ
リ
ン
塩
酸
塩
（
別
名
Ｃ
Ｉ
ベ
イ
シ
ッ
ク
レ
ッ
ド
九

）
五
十
八

イ
ン
ジ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物

五
十
九

イ
ン
デ
ン

五
十
九
の
二

ウ
ラ
ン

六
十

ウ
レ
タ
ン

六
十
一

エ
タ
ノ
ー
ル

六
十
二

エ
タ
ン
チ
オ
ー
ル

六
十
三

エ
チ
リ
デ
ン
ノ
ル
ボ
ル
ネ
ン
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六
十
四

エ
チ
ル
ア
ミ
ン

六
十
四
の
二

Ｏ
―
エ
チ
ル
―
Ｏ
―
（
二
―
イ
ソ
プ
ロ
ポ
キ
シ
カ
ル
ボ
ニ
ル

フ
ェ
ニ
ル
）
―
Ｎ
―
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
チ
オ
ホ
ス
ホ
ル
ア
ミ
ド
（
別
名
イ
ソ

フ
ェ
ン
ホ
ス
）

六
十
五

エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル

六
十
五
の
二

Ｏ
―
エ
チ
ル
＝
Ｓ
・
Ｓ
―
ジ
プ
ロ
ピ
ル
＝
ホ
ス
ホ
ロ
ジ
チ
オ

ア
ー
ト
（
別
名
エ
ト
プ
ロ
ホ
ス
）

六
十
六

エ
チ
ル
―
セ
カ
ン
ダ
リ
―
ペ
ン
チ
ル
ケ
ト
ン

六
十
六
の
二

Ｎ
―
エ
チ
ル
―
Ｎ
―
ニ
ト
ロ
ソ
尿
素

六
十
七

エ
チ
ル
―
パ
ラ
―
ニ
ト
ロ
フ
ェ
ニ
ル
チ
オ
ノ
ベ
ン
ゼ
ン
ホ
ス
ホ
ネ

イ
ト
（
別
名
Ｅ
Ｐ
Ｎ
）

六
十
七
の
二

一
―
エ
チ
ル
ピ
ロ
リ
ジ
ン
―
二
―
オ
ン

六
十
八

Ｏ
―
エ
チ
ル
―
Ｓ
―
フ
ェ
ニ
ル
＝
エ
チ
ル
ホ
ス
ホ
ノ
チ
オ
ロ
チ
オ

ナ
ー
ト
（
別
名
ホ
ノ
ホ
ス
）

六
十
八
の
二

五
―
エ
チ
ル
―
五
―
フ
ェ
ニ
ル
バ
ル
ビ
ツ
ル
酸
（
別
名
フ
ェ

ノ
バ
ル
ビ
タ
ー
ル
）

六
十
八
の
三

Ｓ
―
エ
チ
ル
＝
ヘ
キ
サ
ヒ
ド
ロ
―
一
Ｈ
―
ア
ゼ
ピ
ン
―
一
―

カ
ル
ボ
チ
オ
ア
ー
ト
（
別
名
モ
リ
ネ
ー
ト
）

六
十
九

二
―
エ
チ
ル
ヘ
キ
サ
ン
酸

七
十

エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン

七
十
の
二

（
三
Ｓ
・
四
Ｒ
）
―
三
―
エ
チ
ル
―
四
―
［
（
一
―
メ
チ
ル
―

一
Ｈ
―
イ
ミ
ダ
ゾ
ー
ル
―
五
―
イ
ル
）
メ
チ
ル
］
オ
キ
ソ
ラ
ン
―
二
―
オ

ン
（
別
名
ピ
ロ
カ
ル
ピ
ン
）

七
十
一

エ
チ
ル
メ
チ
ル
ケ
ト
ン
ペ
ル
オ
キ
シ
ド

七
十
一
の
二

Ｏ
―
エ
チ
ル
＝
Ｓ
―
一
―
メ
チ
ル
プ
ロ
ピ
ル
＝
（
二
―
オ
キ

ソ
―
三
―
チ
ア
ゾ
リ
ジ
ニ
ル
）
ホ
ス
ホ
ノ
チ
オ
ア
ー
ト
（
別
名
ホ
ス
チ
ア

ゼ
ー
ト
）

七
十
二

Ｎ
―
エ
チ
ル
モ
ル
ホ
リ
ン

七
十
二
の
二

エ
チ
レ
ン

七
十
三

エ
チ
レ
ン
イ
ミ
ン

七
十
四

エ
チ
レ
ン
オ
キ
シ
ド
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七
十
五

エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル

七
十
五
の
二

エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
ジ
エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
（
別
名
一
・
二

―
ジ
エ
ト
キ
シ
エ
タ
ン
）

七
十
六

エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ
ノ
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
エ
ー
テ
ル

七
十
七

エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ
ノ
エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
（
別
名
セ
ロ
ソ
ル

ブ
）

七
十
八

エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ
ノ
エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
ア
セ
テ
ー
ト
（
別

名
セ
ロ
ソ
ル
ブ
ア
セ
テ
ー
ト
）

七
十
九

エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ
ノ
―
ノ
ル
マ
ル
―
ブ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
（

別
名
ブ
チ
ル
セ
ロ
ソ
ル
ブ
）

七
十
九
の
二

エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ
ノ
ブ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
ア
セ
タ
ー
ト

八
十

エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ
ノ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
（
別
名
メ
チ
ル
セ
ロ

ソ
ル
ブ
）

八
十
一

エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ
ノ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
ア
セ
テ
ー
ト

八
十
二

エ
チ
レ
ン
ク
ロ
ロ
ヒ
ド
リ
ン

八
十
三

エ
チ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン

八
十
三
の
二

Ｎ
・

―
エ
チ
レ
ン
ビ
ス
（
ジ
チ
オ
カ
ル
バ
ミ
ン
酸
）
マ
ン

Ｎ′

ガ
ン
（
別
名
マ
ン
ネ
ブ
）

八
十
四

一
・

―
エ
チ
レ
ン
―
二
・

―
ビ
ピ
リ
ジ
ニ
ウ
ム
＝
ジ
ブ
ロ
ミ

一′

二′

ド
（
別
名
ジ
ク
ア
ッ
ト
）

八
十
五

二
―
エ
ト
キ
シ
―
二
・
二
―
ジ
メ
チ
ル
エ
タ
ン

八
十
六

二
―
（
四
―
エ
ト
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）
―
二
―
メ
チ
ル
プ
ロ
ピ
ル
＝

三
―
フ
ェ
ノ
キ
シ
ベ
ン
ジ
ル
エ
ー
テ
ル
（
別
名
エ
ト
フ
ェ
ン
プ
ロ
ッ
ク
ス

）
八
十
七

エ
ピ
ク
ロ
ロ
ヒ
ド
リ
ン

八
十
七
の
二

エ
フ
ェ
ド
リ
ン

八
十
八

一
・
二
―
エ
ポ
キ
シ
―
三
―
イ
ソ
プ
ロ
ポ
キ
シ
プ
ロ
パ
ン

八
十
九

二
・
三
―
エ
ポ
キ
シ
―
一
―
プ
ロ
パ
ナ
ー
ル

九
十

二
・
三
―
エ
ポ
キ
シ
―
一
―
プ
ロ
パ
ノ
ー
ル

九
十
一

二
・
三
―
エ
ポ
キ
シ
プ
ロ
ピ
ル
＝
フ
ェ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル

九
十
二

エ
メ
リ
ー
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九
十
三

エ
リ
オ
ナ
イ
ト

九
十
四

塩
化
亜
鉛

九
十
四
の
二

塩
化
ア
ク
リ
ロ
イ
ル

九
十
五

塩
化
ア
リ
ル

九
十
六

塩
化
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム

九
十
七

塩
化
シ
ア
ン

九
十
八

塩
化
水
素

九
十
九

塩
化
チ
オ
ニ
ル

百

塩
化
ビ
ニ
ル

百
一

塩
化
ベ
ン
ジ
ル

百
二

塩
化
ベ
ン
ゾ
イ
ル

百
三

塩
化
ホ
ス
ホ
リ
ル

百
三
の
二

塩
基
性
フ
タ
ル
酸
鉛

百
四

塩
素

百
五

塩
素
化
カ
ン
フ
ェ
ン
（
別
名
ト
キ
サ
フ
ェ
ン
）

百
六

塩
素
化
ジ
フ
ェ
ニ
ル
オ
キ
シ
ド

百
七

黄
り
ん

百
八

四
・

―
オ
キ
シ
ビ
ス
（
二
―
ク
ロ
ロ
ア
ニ
リ
ン
）

四′

百
九

オ
キ
シ
ビ
ス
（
チ
オ
ホ
ス
ホ
ン
酸
）
Ｏ
・
Ｏ
・

・

―
テ
ト
ラ
エ

Ｏ′

Ｏ′

チ
ル
（
別
名
ス
ル
ホ
テ
ッ
プ
）

百
十

四
・

―
オ
キ
シ
ビ
ス
ベ
ン
ゼ
ン
ス
ル
ホ
ニ
ル
ヒ
ド
ラ
ジ
ド

四′

百
十
の
二

一
・

―
オ
キ
シ
ビ
ス
（
二
・
三
・
四
・
五
・
六
―
ペ
ン
タ
ブ

一′

ロ
モ
ベ
ン
ゼ
ン
）
（
別
名
デ
カ
ブ
ロ
モ
ジ
フ
ェ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル
）

百
十
一

オ
キ
シ
ビ
ス
ホ
ス
ホ
ン
酸
四
ナ
ト
リ
ウ
ム

百
十
一
の
二

オ
キ
シ
ラ
ン
―
二
―
カ
ル
ボ
キ
サ
ミ
ド

百
十
一
の
三

オ
ク
タ
ク
ロ
ル
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
メ
タ
ノ
フ
タ
ラ
ン

百
十
二

オ
ク
タ
ク
ロ
ロ
ナ
フ
タ
レ
ン

百
十
三

一
・
二
・
四
・
五
・
六
・
七
・
八
・
八
―
オ
ク
タ
ク
ロ
ロ
―
二
・

三
・
三
ａ
・
四
・
七
・
七
ａ
―
ヘ
キ
サ
ヒ
ド
ロ
―
四
・
七
―
メ
タ
ノ
―
一

Ｈ
―
イ
ン
デ
ン
（
別
名
ク
ロ
ル
デ
ン
）

百
十
四

二
―
オ
ク
タ
ノ
ー
ル
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百
十
四
の
二

オ
ク
タ
ブ
ロ
モ
ジ
フ
ェ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル

百
十
四
の
三

オ
ク
タ
メ
チ
ル
ピ
ロ
ホ
ス
ホ
ル
ア
ミ
ド
（
別
名
シ
ュ
ラ
ー
ダ

ン
）

百
十
五

オ
ク
タ
ン

百
十
五
の
二

オ
ク
チ
ル
ア
ミ
ン
（
別
名
モ
ノ
オ
ク
チ
ル
ア
ミ
ン
）

百
十
六

オ
ゾ
ン

百
十
七

オ
メ
ガ
―
ク
ロ
ロ
ア
セ
ト
フ
ェ
ノ
ン

百
十
八

オ
ー
ラ
ミ
ン

百
十
九

オ
ル
ト
―
ア
ニ
シ
ジ
ン

百
二
十

オ
ル
ト
―
ク
ロ
ロ
ス
チ
レ
ン

百
二
十
一

オ
ル
ト
―
ク
ロ
ロ
ト
ル
エ
ン

百
二
十
二

オ
ル
ト
―
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

百
二
十
三

オ
ル
ト
―
セ
カ
ン
ダ
リ
―
ブ
チ
ル
フ
ェ
ノ
ー
ル

百
二
十
四

オ
ル
ト
―
ニ
ト
ロ
ア
ニ
ソ
ー
ル

百
二
十
五

オ
ル
ト
―
フ
タ
ロ
ジ
ニ
ト
リ
ル

百
二
十
五
の
二

過
酢
酸

百
二
十
六

過
酸
化
水
素

百
二
十
七

ガ
ソ
リ
ン

百
二
十
八

カ
テ
コ
ー
ル

百
二
十
九

カ
ド
ミ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物

百
三
十

カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ
ク

百
三
十
一

カ
ル
シ
ウ
ム
シ
ア
ナ
ミ
ド

百
三
十
二

ぎ
酸

百
三
十
三

ぎ
酸
エ
チ
ル

百
三
十
四

ぎ
酸
メ
チ
ル

百
三
十
五

キ
シ
リ
ジ
ン

百
三
十
六

キ
シ
レ
ン

百
三
十
六
の
二

キ
ノ
リ
ン
及
び
そ
の
塩
酸
塩

百
三
十
七

銀
及
び
そ
の
水
溶
性
化
合
物

百
三
十
八

ク
メ
ン

百
三
十
九

グ
ル
タ
ル
ア
ル
デ
ヒ
ド
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百
四
十

ク
レ
オ
ソ
ー
ト
油

百
四
十
一

ク
レ
ゾ
ー
ル

百
四
十
二

ク
ロ
ム
及
び
そ
の
化
合
物

百
四
十
三

ク
ロ
ロ
ア
セ
チ
ル
＝
ク
ロ
リ
ド

百
四
十
四

ク
ロ
ロ
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド

百
四
十
五

ク
ロ
ロ
ア
セ
ト
ン

百
四
十
六

ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
（
別
名
塩
化
エ
チ
ル
）

百
四
十
六
の
二

二
―
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
ス
ル
ホ
ニ
ル
＝
ク
ロ
リ
ド

百
四
十
七

二
―
ク
ロ
ロ
―
四
―
エ
チ
ル
ア
ミ
ノ
―
六
―
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
ア

ミ
ノ
―
一
・
三
・
五
―
ト
リ
ア
ジ
ン
（
別
名
ア
ト
ラ
ジ
ン
）

百
四
十
七
の
二

Ｎ
―
（
二
―
ク
ロ
ロ
エ
チ
ル
）
―

―
シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル

Ｎ′

―
Ｎ
―
ニ
ト
ロ
ソ
尿
素

百
四
十
七
の
三

Ｎ
―
（
二
―
ク
ロ
ロ
エ
チ
ル
）
―
Ｎ
―
ニ
ト
ロ
ソ
―

―
Ｎ′

［
（
二
Ｒ
・
三
Ｒ
・
四
Ｓ
・
五
Ｒ
）
―
三
・
四
・
五
・
六
―
テ
ト
ラ
ヒ
ド

ロ
キ
シ
―
一
―
オ
キ
ソ
ヘ
キ
サ
ン
―
二
―
イ
ル
］
尿
素

百
四
十
七
の
四

Ｎ
―
（
二
―
ク
ロ
ロ
エ
チ
ル
）
―

―
（
四
―
メ
チ
ル
シ

Ｎ′

ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル
）
―
Ｎ
―
ニ
ト
ロ
ソ
尿
素

百
四
十
七
の
五

二
―
ク
ロ
ロ
―
Ｎ
―
（
エ
ト
キ
シ
メ
チ
ル
）
―
Ｎ
―
（
二

―
エ
チ
ル
―
六
―
メ
チ
ル
フ
ェ
ニ
ル
）
ア
セ
ト
ア
ミ
ド

百
四
十
八

四
―
ク
ロ
ロ
―
オ
ル
ト
―
フ
ェ
ニ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン

百
四
十
八
の
二

ク
ロ
ロ
ぎ
酸
エ
チ
ル
（
別
名
ク
ロ
ロ
炭
酸
エ
チ
ル
）

百
四
十
八
の
三

三
―
ク
ロ
ロ
―
Ｎ
―
（
三
―
ク
ロ
ロ
―
五
―
ト
リ
フ
ル
オ

ロ
メ
チ
ル
―
二
―
ピ
リ
ジ
ル
）
―
ア
ル
フ
ァ
・
ア
ル
フ
ァ
・
ア
ル
フ
ァ
―

ト
リ
フ
ル
オ
ロ
―
二
・
六
―
ジ
ニ
ト
ロ
―
パ
ラ
―
ト
ル
イ
ジ
ン
（
別
名
フ

ル
ア
ジ
ナ
ム
）

百
四
十
八
の
四

ク
ロ
ロ
酢
酸

百
四
十
九

ク
ロ
ロ
ジ
フ
ル
オ
ロ
メ
タ
ン
（
別
名
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
―
二
二
）

百
四
十
九
の
二

ク
ロ
ロ
炭
酸
フ
ェ
ニ
ル
エ
ス
テ
ル

百
五
十

二
―
ク
ロ
ロ
―
六
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
メ
チ
ル
ピ
リ
ジ
ン
（
別
名
ニ
ト

ラ
ピ
リ
ン
）

百
五
十
の
二

一
―
ク
ロ
ロ
―
四
―
（
ト
リ
ク
ロ
ロ
メ
チ
ル
）
ベ
ン
ゼ
ン
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百
五
十
の
三

ク
ロ
ロ
ト
リ
フ
ル
オ
ロ
エ
タ
ン
（
別
名
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
―
一
三
三

）
百
五
十
一

二
―
ク
ロ
ロ
―
一
・
一
・
二
―
ト
リ
フ
ル
オ
ロ
エ
チ
ル
ジ
フ
ル

オ
ロ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
（
別
名
エ
ン
フ
ル
ラ
ン
）

百
五
十
二

一
―
ク
ロ
ロ
―
一
―
ニ
ト
ロ
プ
ロ
パ
ン

百
五
十
二
の
二

二
―
ク
ロ
ロ
ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

百
五
十
三

ク
ロ
ロ
ピ
ク
リ
ン

百
五
十
三
の
二

三
―
（
六
―
ク
ロ
ロ
ピ
リ
ジ
ン
―
三
―
イ
ル
メ
チ
ル
）
―

一
・
三
―
チ
ア
ゾ
リ
ジ
ン
―
二
―
イ
リ
デ
ン
シ
ア
ナ
ミ
ド
（
別
名
チ
ア
ク

ロ
プ
リ
ド
）

百
五
十
三
の
三

四
―
［
四
―
（
四
―
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
―
四
―
ヒ
ド
ロ

キ
シ
ピ
ペ
リ
ジ
ン
―
一
―
イ
ル
］
―
一
―
（
四
―
フ
ル
オ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）

ブ
タ
ン
―
一
―
オ
ン
（
別
名
ハ
ロ
ペ
リ
ド
ー
ル
）

百
五
十
四

ク
ロ
ロ
フ
ェ
ノ
ー
ル

百
五
十
五

二
―
ク
ロ
ロ
―
一
・
三
―
ブ
タ
ジ
エ
ン

百
五
十
五
の
二

一
―
ク
ロ
ロ
―
二
―
プ
ロ
パ
ノ
ー
ル

百
五
十
五
の
三

二
―
ク
ロ
ロ
―
一
―
プ
ロ
パ
ノ
ー
ル

百
五
十
五
の
四

三
―
ク
ロ
ロ
―
一
・
二
―
プ
ロ
パ
ン
ジ
オ
ー
ル

百
五
十
六

二
―
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸

百
五
十
七

二
―
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ジ
リ
デ
ン
マ
ロ
ノ
ニ
ト
リ
ル

百
五
十
八

ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

百
五
十
九

ク
ロ
ロ
ペ
ン
タ
フ
ル
オ
ロ
エ
タ
ン
（
別
名
Ｃ
Ｆ
Ｃ
―
一
一
五
）

百
六
十

ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム

百
六
十
一

ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
（
別
名
塩
化
メ
チ
ル
）

百
六
十
二

四
―
ク
ロ
ロ
―
二
―
メ
チ
ル
ア
ニ
リ
ン
及
び
そ
の
塩
酸
塩

百
六
十
二
の
二

Ｏ
―
三
―
ク
ロ
ロ
―
四
―
メ
チ
ル
―
二
―
オ
キ
ソ
―
二
Ｈ

―
ク
ロ
メ
ン
―
七
―
イ
ル
＝

―
ジ
エ
チ
ル
＝
ホ
ス
ホ
ロ
チ
オ
ア
ー
ト

Ｏ′
Ｏ″

百
六
十
二
の
三

一
―
ク
ロ
ロ
―
二
―
メ
チ
ル
―
一
―
プ
ロ
ペ
ン
（
別
名
一

―
ク
ロ
ロ
イ
ソ
ブ
チ
レ
ン
）

百
六
十
三

ク
ロ
ロ
メ
チ
ル
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル

百
六
十
四

軽
油
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百
六
十
五

け
つ
岩
油

百
六
十
五
の
二

結
晶
質
シ
リ
カ

百
六
十
六

ケ
テ
ン

百
六
十
七

ゲ
ル
マ
ン

百
六
十
八

鉱
油

百
六
十
九

五
塩
化
り
ん

百
七
十

固
形
パ
ラ
フ
ィ
ン

百
七
十
一

五
酸
化
バ
ナ
ジ
ウ
ム

百
七
十
二

コ
バ
ル
ト
及
び
そ
の
化
合
物

百
七
十
三

五
弗
化
臭
素

ふ
つ

百
七
十
四

コ
ー
ル
タ
ー
ル

百
七
十
五

コ
ー
ル
タ
ー
ル
ナ
フ
サ

百
七
十
五
の
二

コ
レ
カ
ル
シ
フ
ェ
ロ
ー
ル
（
別
名
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
三
）

百
七
十
六

酢
酸

百
七
十
七

酢
酸
エ
チ
ル

百
七
十
八

酢
酸
一
・
三
―
ジ
メ
チ
ル
ブ
チ
ル

百
七
十
九

酢
酸
鉛

百
八
十

酢
酸
ビ
ニ
ル

百
八
十
一

酢
酸
ブ
チ
ル

百
八
十
二

酢
酸
プ
ロ
ピ
ル

百
八
十
三

酢
酸
ベ
ン
ジ
ル

百
八
十
四

酢
酸
ペ
ン
チ
ル
（
別
名
酢
酸
ア
ミ
ル
）

百
八
十
四
の
二

酢
酸
マ
ン
ガ
ン
（
Ⅱ
）

百
八
十
五

酢
酸
メ
チ
ル

百
八
十
六

サ
チ
ラ
イ
シ
ン

百
八
十
六
の
二

三
塩
化
ほ
う
素

百
八
十
七

三
塩
化
り
ん

百
八
十
八

酸
化
亜
鉛

百
八
十
九

削
除

百
九
十

酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム

百
九
十
一

酸
化
チ
タ
ン
（
Ⅳ
）
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百
九
十
二

酸
化
鉄

百
九
十
三

一
・
二
―
酸
化
ブ
チ
レ
ン

百
九
十
四

酸
化
プ
ロ
ピ
レ
ン

百
九
十
五

酸
化
メ
シ
チ
ル

百
九
十
六

三
酸
化
二
ほ
う
素

百
九
十
七

三
臭
化
ほ
う
素

百
九
十
七
の
二

三
弗
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

百
九
十
八

三
弗
化
塩
素

百
九
十
九

三
弗
化
ほ
う
素

二
百

次
亜
塩
素
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

二
百
一

Ｎ
・

―
ジ
ア
セ
チ
ル
ベ
ン
ジ
ジ
ン

Ｎ′

二
百
一
の
二

ジ
ア
セ
ト
キ
シ
プ
ロ
ペ
ン

二
百
二

ジ
ア
セ
ト
ン
ア
ル
コ
ー
ル

二
百
三

ジ
ア
ゾ
メ
タ
ン

二
百
四

シ
ア
ナ
ミ
ド

二
百
五

二
―
シ
ア
ノ
ア
ク
リ
ル
酸
エ
チ
ル

二
百
六

二
―
シ
ア
ノ
ア
ク
リ
ル
酸
メ
チ
ル

二
百
七

二
・
四
―
ジ
ア
ミ
ノ
ア
ニ
ソ
ー
ル

二
百
八

四
・

―
ジ
ア
ミ
ノ
ジ
フ
ェ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル

四′

二
百
九

四
・

―
ジ
ア
ミ
ノ
ジ
フ
ェ
ニ
ル
ス
ル
フ
ィ
ド

四′

二
百
十

四
・

―
ジ
ア
ミ
ノ
―
三
・

―
ジ
メ
チ
ル
ジ
フ
ェ
ニ
ル
メ
タ
ン

四′

三′

二
百
十
一

二
・
四
―
ジ
ア
ミ
ノ
ト
ル
エ
ン

二
百
十
二

四
ア
ル
キ
ル
鉛

二
百
十
三

シ
ア
ン
化
カ
リ
ウ
ム

二
百
十
四

シ
ア
ン
化
カ
ル
シ
ウ
ム

二
百
十
五

シ
ア
ン
化
水
素

二
百
十
六

シ
ア
ン
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

二
百
十
六
の
二

（
Ｓ
Ｐ
―
四
―
二
）
―
ジ
ア
ン
ミ
ン
ジ
ク
ロ
リ
ド
白
金
（

別
名
シ
ス
プ
ラ
チ
ン
）

二
百
十
六
の
三

ジ
イ
ソ
ブ
チ
ル
ア
ミ
ン

二
百
十
七

ジ
イ
ソ
ブ
チ
ル
ケ
ト
ン
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二
百
十
七
の
二

二
・
三
：
四
・
五
―
ジ
―
Ｏ
―
イ
ソ
プ
ロ
ピ
リ
デ
ン
―
一

―
Ｏ
―
ス
ル
フ
ァ
モ
イ
ル
―
ベ
ー
タ
―
Ｄ
―
フ
ル
ク
ト
ピ
ラ
ノ
ー
ス

二
百
十
八

ジ
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
ア
ミ
ン

二
百
十
八
の
二

ジ
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
―
Ｓ
―
（
エ
チ
ル
ス
ル
フ
ィ
ニ
ル
メ
チ

ル
）
―
ジ
チ
オ
ホ
ス
フ
ェ
イ
ト

二
百
十
九

ジ
エ
タ
ノ
ー
ル
ア
ミ
ン

二
百
十
九
の
二

Ｎ
・
Ｎ
―
ジ
エ
チ
ル
亜
硝
酸
ア
ミ
ド

二
百
二
十

二
―
（
ジ
エ
チ
ル
ア
ミ
ノ
）
エ
タ
ノ
ー
ル

二
百
二
十
一

ジ
エ
チ
ル
ア
ミ
ン

二
百
二
十
一
の
二

ジ
エ
チ
ル
―
四
―
ク
ロ
ル
フ
ェ
ニ
ル
メ
ル
カ
プ
ト
メ
チ

ル
ジ
チ
オ
ホ
ス
フ
ェ
イ
ト

二
百
二
十
二

ジ
エ
チ
ル
ケ
ト
ン

二
百
二
十
二
の
二

ジ
エ
チ
ル
―
一
―
（

・

―
ジ
ク
ロ
ル
フ
ェ
ニ
ル
）

二′

四′

―
二
―
ク
ロ
ル
ビ
ニ
ル
ホ
ス
フ
ェ
イ
ト

二
百
二
十
二
の
三

ジ
エ
チ
ル
―
（
一
・
三
―
ジ
チ
オ
シ
ク
ロ
ペ
ン
チ
リ
デ

ン
）
―
チ
オ
ホ
ス
ホ
ル
ア
ミ
ド

二
百
二
十
二
の
四

ジ
エ
チ
ル
ス
チ
ル
ベ
ス
ト
ロ
ー
ル
（
別
名
ス
チ
ル
ベ
ス

ト
ロ
ー
ル
）

二
百
二
十
三

ジ
エ
チ
ル
―
パ
ラ
―
ニ
ト
ロ
フ
ェ
ニ
ル
チ
オ
ホ
ス
フ
ェ
イ
ト

（
別
名
パ
ラ
チ
オ
ン
）

二
百
二
十
四

一
・
二
―
ジ
エ
チ
ル
ヒ
ド
ラ
ジ
ン

二
百
二
十
四
の
二

Ｎ
・
Ｎ
―
ジ
エ
チ
ル
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ル
ア
ミ
ン

二
百
二
十
四
の
三

ジ
エ
チ
ル
ホ
ス
ホ
ロ
ク
ロ
リ
ド
チ
オ
ネ
ー
ト

二
百
二
十
四
の
四

ジ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ
ノ
ブ
チ
ル
エ
ー
テ
ル

二
百
二
十
四
の
五

ジ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ
ノ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
（
別

名
メ
チ
ル
カ
ル
ビ
ト
ー
ル
）

二
百
二
十
五

ジ
エ
チ
レ
ン
ト
リ
ア
ミ
ン

二
百
二
十
六

四
塩
化
炭
素

二
百
二
十
七

一
・
四
―
ジ
オ
キ
サ
ン

二
百
二
十
八

一
・
四
―
ジ
オ
キ
サ
ン
―
二
・
三
―
ジ
イ
ル
ジ
チ
オ
ビ
ス
（

チ
オ
ホ
ス
ホ
ン
酸
）
Ｏ
・
Ｏ
・

・

―
テ
ト
ラ
エ
チ
ル
（
別
名
ジ
オ
キ

Ｏ′

Ｏ′
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サ
チ
オ
ン
）

二
百
二
十
九

一
・
三
―
ジ
オ
キ
ソ
ラ
ン

二
百
二
十
九
の
二

二
―
（
一
・
三
―
ジ
オ
キ
ソ
ラ
ン
―
二
―
イ
ル
）
―
フ

ェ
ニ
ル
―
Ｎ
―
メ
チ
ル
カ
ル
バ
メ
ー
ト

二
百
二
十
九
の
三

シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン

二
百
三
十

シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ノ
ー
ル

二
百
三
十
一

シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ノ
ン

二
百
三
十
二

シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン

二
百
三
十
二
の
二

シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
ミ
ド

二
百
三
十
三

シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル
ア
ミ
ン

二
百
三
十
四

二
―
シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル
ビ
フ
ェ
ニ
ル

二
百
三
十
五

シ
ク
ロ
ヘ
キ
セ
ン

二
百
三
十
六

シ
ク
ロ
ペ
ン
タ
ジ
エ
ニ
ル
ト
リ
カ
ル
ボ
ニ
ル
マ
ン
ガ
ン

二
百
三
十
七

シ
ク
ロ
ペ
ン
タ
ジ
エ
ン

二
百
三
十
八

シ
ク
ロ
ペ
ン
タ
ン

二
百
三
十
八
の
二

シ
ク
ロ
ホ
ス
フ
ァ
ミ
ド
及
び
そ
の
一
水
和
物

二
百
三
十
八
の
三

二
・
四
―
ジ
ク
ロ
ル
フ
ェ
ニ
ル

―
ニ
ト
ロ
フ
ェ
ニ
ル

四′

エ
ー
テ
ル
（
別
名
Ｎ
Ｉ
Ｐ
）

二
百
三
十
九

ジ
ク
ロ
ロ
ア
セ
チ
レ
ン

二
百
四
十

ジ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

二
百
四
十
の
二

四
・

―
（
二
・
二
―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
―
一
・
一
―
ジ

四′

イ
ル
）
ジ
（
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
）

二
百
四
十
の
三

ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
ル
ホ
ル
マ
ー
ル

二
百
四
十
一

ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

二
百
四
十
一
の
二

四
・

―
（
二
・
二
―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
テ
ン
―
一
・
一
―

四′

ジ
イ
ル
）
ジ
（
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
）

二
百
四
十
一
の
三

ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸

二
百
四
十
二

三
・

―
ジ
ク
ロ
ロ
―
四
・

―
ジ
ア
ミ
ノ
ジ
フ
ェ
ニ
ル
メ

三′

四′

タ
ン

二
百
四
十
三

ジ
ク
ロ
ロ
ジ
フ
ル
オ
ロ
メ
タ
ン
（
別
名
Ｃ
Ｆ
Ｃ
―
一
二
）

二
百
四
十
四

一
・
三
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
五
・
五
―
ジ
メ
チ
ル
イ
ミ
ダ
ゾ
リ
ジ
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ン
―
二
・
四
―
ジ
オ
ン

二
百
四
十
五

三
・
五
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
二
・
六
―
ジ
メ
チ
ル
―
四
―
ピ
リ
ジ

ノ
ー
ル
（
別
名
ク
ロ
ピ
ド
ー
ル
）

二
百
四
十
六

ジ
ク
ロ
ロ
テ
ト
ラ
フ
ル
オ
ロ
エ
タ
ン
（
別
名
Ｃ
Ｆ
Ｃ
―
一
一

四
）

二
百
四
十
七

二
・
二
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
一
・
一
・
一
―
ト
リ
フ
ル
オ
ロ
エ
タ

ン
（
別
名
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
―
一
二
三
）

二
百
四
十
八

一
・
一
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
一
―
ニ
ト
ロ
エ
タ
ン

二
百
四
十
八
の
二

一
・
四
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
二
―
ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

二
百
四
十
八
の
三

二
・
四
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
一
―
ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

二
百
四
十
八
の
四

二
・
二
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
Ｎ
―
［
二
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
―
一

―
（
ヒ
ド
ロ
キ
シ
メ
チ
ル
）
―
二
―
（
四
―
ニ
ト
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
エ
チ
ル

］
ア
セ
ト
ア
ミ
ド
（
別
名
ク
ロ
ラ
ム
フ
ェ
ニ
コ
ー
ル
）

二
百
四
十
九

三
―
（
三
・
四
―
ジ
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
―
一
・
一
―
ジ
メ

チ
ル
尿
素
（
別
名
ジ
ウ
ロ
ン
）

二
百
四
十
九
の
二

（
Ｒ
Ｓ
）
―
三
―
（
三
・
五
―
ジ
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）

―
五
―
メ
チ
ル
―
五
―
ビ
ニ
ル
―
一
・
三
―
オ
キ
サ
ゾ
リ
ジ
ン
―
二
・
四

―
ジ
オ
ン
（
別
名
ビ
ン
ク
ロ
ゾ
リ
ン
）

二
百
四
十
九
の
三

三
―
（
三
・
四
―
ジ
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
―
一
―
メ
ト

キ
シ
―
一
―
メ
チ
ル
尿
素
（
別
名
リ
ニ
ュ
ロ
ン
）

二
百
五
十

二
・
四
―
ジ
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ノ
キ
シ
エ
チ
ル
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

二
百
五
十
一

二
・
四
―
ジ
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ノ
キ
シ
酢
酸

二
百
五
十
一
の
二

（
Ｒ
Ｓ
）
―
二
―
（
二
・
四
―
ジ
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ノ
キ
シ

）
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
（
別
名
ジ
ク
ロ
ル
プ
ロ
ッ
プ
）

二
百
五
十
二

一
・
四
―
ジ
ク
ロ
ロ
―
二
―
ブ
テ
ン

二
百
五
十
三

ジ
ク
ロ
ロ
フ
ル
オ
ロ
メ
タ
ン
（
別
名
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
―
二
一
）

二
百
五
十
四

一
・
二
―
ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
パ
ン

二
百
五
十
五

二
・
二
―
ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸

二
百
五
十
六

一
・
三
―
ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ペ
ン

二
百
五
十
七

ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
（
別
名
二
塩
化
メ
チ
レ
ン
）

二
百
五
十
八

四
酸
化
オ
ス
ミ
ウ
ム
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二
百
五
十
八
の
二

ジ
シ
ア
ノ
メ
タ
ン
（
別
名
マ
ロ
ノ
ニ
ト
リ
ル
）

二
百
五
十
九

ジ
シ
ア
ン

二
百
六
十

ジ
シ
ク
ロ
ペ
ン
タ
ジ
エ
ニ
ル
鉄

二
百
六
十
一

ジ
シ
ク
ロ
ペ
ン
タ
ジ
エ
ン

二
百
六
十
二

二
・
六
―
ジ
―
タ
ー
シ
ャ
リ
―
ブ
チ
ル
―
四
―
ク
レ
ゾ
ー
ル

二
百
六
十
三

一
・
三
―
ジ
チ
オ
ラ
ン
―
二
―
イ
リ
デ
ン
マ
ロ
ン
酸
ジ
イ
ソ

プ
ロ
ピ
ル
（
別
名
イ
ソ
プ
ロ
チ
オ
ラ
ン
）

二
百
六
十
四

ジ
チ
オ
り
ん
酸
Ｏ
―
エ
チ
ル
―
Ｏ
―
（
四
―
メ
チ
ル
チ
オ
フ

ェ
ニ
ル
）
―
Ｓ
―
ノ
ル
マ
ル
―
プ
ロ
ピ
ル
（
別
名
ス
ル
プ
ロ
ホ
ス
）

二
百
六
十
五

ジ
チ
オ
り
ん
酸
Ｏ
・
Ｏ
―
ジ
エ
チ
ル
―
Ｓ
―
（
二
―
エ
チ
ル

チ
オ
エ
チ
ル
）
（
別
名
ジ
ス
ル
ホ
ト
ン
）

二
百
六
十
六

ジ
チ
オ
り
ん
酸
Ｏ
・
Ｏ
―
ジ
エ
チ
ル
―
Ｓ
―
エ
チ
ル
チ
オ
メ

チ
ル
（
別
名
ホ
レ
ー
ト
）

二
百
六
十
六
の
二

ジ
チ
オ
り
ん
酸
Ｏ
・
Ｏ
―
ジ
エ
チ
ル
―
Ｓ
―
（
タ
ー
シ

ャ
リ
―
ブ
チ
ル
チ
オ
メ
チ
ル
）
（
別
名
テ
ル
ブ
ホ
ス
）

二
百
六
十
七

ジ
チ
オ
り
ん
酸
Ｏ
・
Ｏ
―
ジ
メ
チ
ル
―
Ｓ
―
［
（
四
―
オ
キ

ソ
―
一
・
二
・
三
―
ベ
ン
ゾ
ト
リ
ア
ジ
ン
―
三
（
四
Ｈ
）
―
イ
ル
）
メ
チ

ル
］
（
別
名
ア
ジ
ン
ホ
ス
メ
チ
ル
）

二
百
六
十
八

ジ
チ
オ
り
ん
酸
Ｏ
・
Ｏ
―
ジ
メ
チ
ル
―
Ｓ
―
一
・
二
―
ビ
ス

（
エ
ト
キ
シ
カ
ル
ボ
ニ
ル
）
エ
チ
ル
（
別
名
マ
ラ
チ
オ
ン
）

二
百
六
十
八
の
二

ジ
ナ
ト
リ
ウ
ム
＝
四
―
ア
ミ
ノ
―
三
―
［

―
（
二
・

四′

四
―
ジ
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ニ
ル
ア
ゾ
）
―
一
・

―
ビ
フ
ェ
ニ
ル
―
四
―
イ
ル

一′

ア
ゾ
］
―
五
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
―
六
―
フ
ェ
ニ
ル
ア
ゾ
―
二
・
七
―
ナ
フ
タ

レ
ン
ジ
ス
ル
ホ
ナ
ー
ト
（
別
名
Ｃ
Ｉ
ダ
イ
レ
ク
ト
ブ
ラ
ッ
ク
三
十
八
）

二
百
六
十
九

ジ
ナ
ト
リ
ウ
ム
＝
四
―
［
（
二
・
四
―
ジ
メ
チ
ル
フ
ェ
ニ
ル

）
ア
ゾ
］
―
三
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
―
二
・
七
―
ナ
フ
タ
レ
ン
ジ
ス
ル
ホ
ナ
ー

ト
（
別
名
ポ
ン
ソ
ー
Ｍ
Ｘ
）

二
百
七
十

ジ
ナ
ト
リ
ウ
ム
＝
八
―
［
［
三
・

―
ジ
メ
チ
ル
―

―
［
［

三′

四′

四
―
［
［
（
四
―
メ
チ
ル
フ
ェ
ニ
ル
）
ス
ル
ホ
ニ
ル
］
オ
キ
シ
］
フ
ェ
ニ

ル
］
ア
ゾ
］
［
一
・

―
ビ
フ
ェ
ニ
ル
］
―
四
―
イ
ル
］
ア
ゾ
］
―
七
―

一′

ヒ
ド
ロ
キ
シ
―
一
・
三
―
ナ
フ
タ
レ
ン
ジ
ス
ル
ホ
ナ
ー
ト
（
別
名
Ｃ
Ｉ
ア
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シ
ッ
ド
レ
ッ
ド
百
十
四
）

二
百
七
十
一

ジ
ナ
ト
リ
ウ
ム
＝
三
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
―
四
―
［
（
二
・
四
・

五
―
ト
リ
メ
チ
ル
フ
ェ
ニ
ル
）
ア
ゾ
］
―
二
・
七
―
ナ
フ
タ
レ
ン
ジ
ス
ル

ホ
ナ
ー
ト
（
別
名
ポ
ン
ソ
ー
三
Ｒ
）

二
百
七
十
二

二
・
四
―
ジ
ニ
ト
ロ
ト
ル
エ
ン

二
百
七
十
二
の
二

二
・
六
―
ジ
ニ
ト
ロ
ト
ル
エ
ン

二
百
七
十
二
の
三

二
・
四
―
ジ
ニ
ト
ロ
フ
ェ
ノ
ー
ル

二
百
七
十
三

ジ
ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

二
百
七
十
三
の
二

二
・
四
―
ジ
ニ
ト
ロ
―
六
―
（
一
―
メ
チ
ル
プ
ロ
ピ
ル

）
―
フ
ェ
ノ
ー
ル

二
百
七
十
四

二
―
（
ジ
―
ノ
ル
マ
ル
―
ブ
チ
ル
ア
ミ
ノ
）
エ
タ
ノ
ー
ル

二
百
七
十
五

ジ
―
ノ
ル
マ
ル
―
プ
ロ
ピ
ル
ケ
ト
ン

二
百
七
十
五
の
二

ジ
ビ
ニ
ル
ス
ル
ホ
ン
（
別
名
ビ
ニ
ル
ス
ル
ホ
ン
）

二
百
七
十
六

ジ
ビ
ニ
ル
ベ
ン
ゼ
ン

二
百
七
十
六
の
二

二
―
ジ
フ
ェ
ニ
ル
ア
セ
チ
ル
―
一
・
三
―
イ
ン
ダ
ン
ジ

オ
ン

二
百
七
十
七

ジ
フ
ェ
ニ
ル
ア
ミ
ン

二
百
七
十
七
の
二

五
・
五
―
ジ
フ
ェ
ニ
ル
―
二
・
四
―
イ
ミ
ダ
ゾ
リ
ジ
ン

ジ
オ
ン

二
百
七
十
八

ジ
フ
ェ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル

二
百
七
十
八
の
二

ジ
プ
ロ
ピ
ル
―
四
―
メ
チ
ル
チ
オ
フ
ェ
ニ
ル
ホ
ス
フ
ェ

イ
ト

二
百
七
十
九

一
・
二
―
ジ
ブ
ロ
モ
エ
タ
ン
（
別
名
Ｅ
Ｄ
Ｂ
）

二
百
八
十

一
・
二
―
ジ
ブ
ロ
モ
―
三
―
ク
ロ
ロ
プ
ロ
パ
ン

二
百
八
十
一

ジ
ブ
ロ
モ
ジ
フ
ル
オ
ロ
メ
タ
ン

二
百
八
十
一
の
二

ジ
ベ
ン
ゾ
［
ａ
・
ｊ
］
ア
ク
リ
ジ
ン

二
百
八
十
一
の
三

ジ
ベ
ン
ゾ
［
ａ
・
ｈ
］
ア
ン
ト
ラ
セ
ン
（
別
名
一
・
二

：
五
・
六
―
ジ
ベ
ン
ゾ
ア
ン
ト
ラ
セ
ン
）

二
百
八
十
二

ジ
ベ
ン
ゾ
イ
ル
ペ
ル
オ
キ
シ
ド

二
百
八
十
三

ジ
ボ
ラ
ン

二
百
八
十
四

Ｎ
・
Ｎ
―
ジ
メ
チ
ル
ア
セ
ト
ア
ミ
ド
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二
百
八
十
五

Ｎ
・
Ｎ
―
ジ
メ
チ
ル
ア
ニ
リ
ン

二
百
八
十
六

［
四
―
［
［
四
―
（
ジ
メ
チ
ル
ア
ミ
ノ
）
フ
ェ
ニ
ル
］
［
四

―
［
エ
チ
ル
（
三
―
ス
ル
ホ
ベ
ン
ジ
ル
）
ア
ミ
ノ
］
フ
ェ
ニ
ル
］
メ
チ
リ

デ
ン
］
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
―
二
・
五
―
ジ
エ
ン
―
一
―
イ
リ
デ
ン
］
（
エ

チ
ル
）
（
三
―
ス
ル
ホ
ナ
ト
ベ
ン
ジ
ル
）
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩

（
別
名
ベ
ン
ジ
ル
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
四
Ｂ
）

二
百
八
十
六
の
二

（
四
―
［
［
四
―
（
ジ
メ
チ
ル
ア
ミ
ノ
）
フ
ェ
ニ
ル
］

（
フ
ェ
ニ
ル
）
メ
チ
リ
デ
ン
］
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
―
二
・
五
―
ジ
エ
ン
―
一

―
イ
リ
デ
ン
）
（
ジ
メ
チ
ル
）
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
＝
ク
ロ
リ
ド
（
別
名
マ
ラ

カ
イ
ト
グ
リ
ー
ン
塩
酸
塩
）

二
百
八
十
七

ジ
メ
チ
ル
ア
ミ
ン

二
百
八
十
七
の
二

Ｎ
・
Ｎ
―
ジ
メ
チ
ル
エ
チ
ル
ア
ミ
ン

二
百
八
十
八

ジ
メ
チ
ル
エ
チ
ル
メ
ル
カ
プ
ト
エ
チ
ル
チ
オ
ホ
ス
フ
ェ
イ
ト

（
別
名
メ
チ
ル
ジ
メ
ト
ン
）

二
百
八
十
九

ジ
メ
チ
ル
エ
ト
キ
シ
シ
ラ
ン

二
百
九
十

ジ
メ
チ
ル
カ
ル
バ
モ
イ
ル
＝
ク
ロ
リ
ド

二
百
九
十
の
二

三
・
七
―
ジ
メ
チ
ル
キ
サ
ン
チ
ン
（
別
名
テ
オ
ブ
ロ
ミ
ン

）
二
百
九
十
一

ジ
メ
チ
ル
―
二
・
二
―
ジ
ク
ロ
ロ
ビ
ニ
ル
ホ
ス
フ
ェ
イ
ト
（

別
名
Ｄ
Ｄ
Ｖ
Ｐ
）

二
百
九
十
二

ジ
メ
チ
ル
ジ
ス
ル
フ
ィ
ド

二
百
九
十
二
の
二

Ｎ
・
Ｎ
―
ジ
メ
チ
ル
チ
オ
カ
ル
バ
ミ
ン
酸
Ｓ
―
四
―
フ

ェ
ノ
キ
シ
ブ
チ
ル
（
別
名
フ
ェ
ノ
チ
オ
カ
ル
ブ
）

二
百
九
十
二
の
三

Ｏ
・
Ｏ
―
ジ
メ
チ
ル
―
チ
オ
ホ
ス
ホ
リ
ル
＝
ク
ロ
リ
ド

二
百
九
十
二
の
四

ジ
メ
チ
ル
＝
二
・
二
・
二
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
―
一
―
ヒ
ド

ロ
キ
シ
エ
チ
ル
ホ
ス
ホ
ナ
ー
ト
（
別
名
Ｄ
Ｅ
Ｐ
）

二
百
九
十
三

Ｎ
・
Ｎ
―
ジ
メ
チ
ル
ニ
ト
ロ
ソ
ア
ミ
ン

二
百
九
十
四

ジ
メ
チ
ル
―
パ
ラ
―
ニ
ト
ロ
フ
ェ
ニ
ル
チ
オ
ホ
ス
フ
ェ
イ
ト

（
別
名
メ
チ
ル
パ
ラ
チ
オ
ン
）

二
百
九
十
五

ジ
メ
チ
ル
ヒ
ド
ラ
ジ
ン

二
百
九
十
六

一
・

―
ジ
メ
チ
ル
―
四
・

―
ビ
ピ
リ
ジ
ニ
ウ
ム
塩

一′

四′
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二
百
九
十
七

二
―
（
四
・
六
―
ジ
メ
チ
ル
―
二
―
ピ
リ
ミ
ジ
ニ
ル
ア
ミ
ノ

カ
ル
ボ
ニ
ル
ア
ミ
ノ
ス
ル
フ
ォ
ニ
ル
）
安
息
香
酸
メ
チ
ル
（
別
名
ス
ル
ホ

メ
チ
ュ
ロ
ン
メ
チ
ル
）

二
百
九
十
八

Ｎ
・
Ｎ
―
ジ
メ
チ
ル
ホ
ル
ム
ア
ミ
ド

二
百
九
十
九

（
一
Ｒ
・
三
Ｒ
）
―
二
・
二
―
ジ
メ
チ
ル
―
三
―
（
二
―
メ

チ
ル
―
一
―
プ
ロ
ペ
ニ
ル
）
シ
ク
ロ
プ
ロ
パ
ン
カ
ル
ボ
ン
酸
（
五
―
フ
ェ

ニ
ル
メ
チ
ル
―
三
―
フ
ラ
ニ
ル
）
メ
チ
ル

二
百
九
十
九
の
二

一
・
二
―
ジ
メ
ト
キ
シ
エ
タ
ン

三
百

一
―
［
（
二
・
五
―
ジ
メ
ト
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）
ア
ゾ
］
―
二
―
ナ
フ

ト
ー
ル
（
別
名
シ
ト
ラ
ス
レ
ッ
ド
ナ
ン
バ
ー
二
）

三
百
一

臭
化
エ
チ
ル

三
百
二

臭
化
水
素

三
百
三

臭
化
メ
チ
ル

三
百
四

し
ゆ
う
酸

三
百
四
の
二

十
三
酸
化
八
ほ
う
素
二
ナ
ト
リ
ウ
ム
四
水
和
物

三
百
五

臭
素

三
百
六

臭
素
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル

三
百
七

硝
酸

三
百
八

硝
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム

三
百
九

硝
酸
ノ
ル
マ
ル
―
プ
ロ
ピ
ル

三
百
十

硝
酸
リ
チ
ウ
ム

三
百
十
一

し
よ
う
脳

三
百
十
二

シ
ラ
ン

三
百
十
三

ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
化
合
物

三
百
十
四

人
造
鉱
物
繊
維

三
百
十
五

水
銀
及
び
そ
の
無
機
化
合
物

三
百
十
六

水
酸
化
カ
リ
ウ
ム

三
百
十
七

水
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム

三
百
十
八

水
酸
化
セ
シ
ウ
ム

三
百
十
九

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

三
百
二
十

水
酸
化
リ
チ
ウ
ム
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三
百
二
十
一

水
素
化
リ
チ
ウ
ム

三
百
二
十
二

す
ず
及
び
そ
の
化
合
物

三
百
二
十
三

ス
チ
レ
ン

三
百
二
十
四

削
除

三
百
二
十
五

ス
テ
ア
リ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

三
百
二
十
六

ス
テ
ア
リ
ン
酸
鉛

三
百
二
十
七

ス
テ
ア
リ
ン
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

三
百
二
十
八

ス
ト
リ
キ
ニ
ー
ネ

三
百
二
十
九

石
油
エ
ー
テ
ル

三
百
三
十

石
油
ナ
フ
サ

三
百
三
十
一

石
油
ベ
ン
ジ
ン

三
百
三
十
二

セ
ス
キ
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

三
百
三
十
二
の
二

Ｌ
―
セ
リ
ル
―
Ｌ
―
バ
リ
ル
―
Ｌ
―
セ
リ
ル
―
Ｌ
―
グ

ル
タ
ミ
ル
―
Ｌ
―
イ
ソ
ロ
イ
シ
ル
―
Ｌ
―
グ
ル
タ
ミ
ニ
ル
―
Ｌ
―
ロ
イ
シ

ル
―
Ｌ
―
メ
チ
オ
ニ
ル
―
Ｌ
―
ヒ
ス
チ
ジ
ル
―
Ｌ
―
ア
ス
パ
ラ
ギ
ニ
ル
―

Ｌ
―
ロ
イ
シ
ル
グ
リ
シ
ル
―
Ｌ
―
リ
シ
ル
―
Ｌ
―
ヒ
ス
チ
ジ
ル
―
Ｌ
―
ロ

イ
シ
ル
―
Ｌ
―
ア
ス
パ
ラ
ギ
ニ
ル
―
Ｌ
―
セ
リ
ル
―
Ｌ
―
メ
チ
オ
ニ
ル
―

Ｌ
―
グ
ル
タ
ミ
ル
―
Ｌ
―
ア
ル
ギ
ニ
ル
―
Ｌ
―
バ
リ
ル
―
Ｌ
―
グ
ル
タ
ミ

ル
―
Ｌ
―
ト
リ
プ
ト
フ
ィ
ル
―
Ｌ
―
ロ
イ
シ
ル
―
Ｌ
―
ア
ル
ギ
ニ
ル
―
Ｌ

―
リ
シ
ル
―
Ｌ
―
リ
シ
ル
―
Ｌ
―
ロ
イ
シ
ル
―
Ｌ
―
グ
ル
タ
ミ
ニ
ル
―
Ｌ

―
ア
ス
パ
ル
チ
ル
―
Ｌ
―
バ
リ
ル
―
Ｌ
―
ヒ
ス
チ
ジ
ル
―
Ｌ
―
ア
ス
パ
ラ

ギ
ニ
ル
―
Ｌ
―
フ
ェ
ニ
ル
ア
ラ
ニ
ン
（
別
名
テ
リ
パ
ラ
チ
ド
）

三
百
三
十
三

セ
レ
ン
及
び
そ
の
化
合
物

三
百
三
十
三
の
二

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
（
別
表
第
三
第
一
号
３
に
掲
げ
る
物

に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

三
百
三
十
四

二
―
タ
ー
シ
ャ
リ
―
ブ
チ
ル
イ
ミ
ノ
―
三
―
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル

―
五
―
フ
ェ
ニ
ル
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
―
四
Ｈ
―
一
・
三
・
五
―
チ
ア
ジ
ア
ジ

ン
―
四
―
オ
ン
（
別
名
ブ
プ
ロ
フ
ェ
ジ
ン
）

三
百
三
十
四
の
二

三
―
（
四
―
タ
ー
シ
ャ
リ
―
ブ
チ
ル
フ
ェ
ニ
ル
）
―
二

―
メ
チ
ル
プ
ロ
パ
ナ
ー
ル

三
百
三
十
五

タ
リ
ウ
ム
及
び
そ
の
水
溶
性
化
合
物
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三
百
三
十
六

炭
化
け
い
素

三
百
三
十
七

タ
ン
グ
ス
テ
ン
及
び
そ
の
水
溶
性
化
合
物

三
百
三
十
七
の
二

炭
酸
リ
チ
ウ
ム

三
百
三
十
八

タ
ン
タ
ル
及
び
そ
の
酸
化
物

三
百
三
十
八
の
二

二
―
（
一
・
三
―
チ
ア
ゾ
ー
ル
―
四
―
イ
ル
）
―
一
Ｈ

―
ベ
ン
ゾ
イ
ミ
ダ
ゾ
ー
ル

三
百
三
十
八
の
三

二
―
チ
オ
キ
ソ
―
三
・
五
―
ジ
メ
チ
ル
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ

―
二
Ｈ
―
一
・
三
・
五
―
チ
ア
ジ
ア
ジ
ン
（
別
名
ダ
ゾ
メ
ッ
ト
）

三
百
三
十
九

チ
オ
ジ
（
パ
ラ
―
フ
ェ
ニ
レ
ン
）
―
ジ
オ
キ
シ
―
ビ
ス
（
チ

オ
ホ
ス
ホ
ン
酸
）
Ｏ
・
Ｏ
・

・

―
テ
ト
ラ
メ
チ
ル
（
別
名
テ
メ
ホ
ス

Ｏ′

Ｏ′

）
三
百
四
十

チ
オ
尿
素

三
百
四
十
一

四
・

―
チ
オ
ビ
ス
（
六
―
タ
ー
シ
ャ
リ
―
ブ
チ
ル
―
三
―

四′

メ
チ
ル
フ
ェ
ノ
ー
ル
）

三
百
四
十
二

チ
オ
フ
ェ
ノ
ー
ル

三
百
四
十
三

チ
オ
り
ん
酸
Ｏ
・
Ｏ
―
ジ
エ
チ
ル
―
Ｏ
―
（
二
―
イ
ソ
プ
ロ

ピ
ル
―
六
―
メ
チ
ル
―
四
―
ピ
リ
ミ
ジ
ニ
ル
）
（
別
名
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
）

三
百
四
十
四

チ
オ
り
ん
酸
Ｏ
・
Ｏ
―
ジ
エ
チ
ル
―
エ
チ
ル
チ
オ
エ
チ
ル
（

別
名
ジ
メ
ト
ン
）

三
百
四
十
五

チ
オ
り
ん
酸
Ｏ
・
Ｏ
―
ジ
エ
チ
ル
―
Ｏ
―
（
六
―
オ
キ
ソ
―

一
―
フ
ェ
ニ
ル
―
一
・
六
―
ジ
ヒ
ド
ロ
―
三
―
ピ
リ
ダ
ジ
ニ
ル
）
（
別
名

ピ
リ
ダ
フ
ェ
ン
チ
オ
ン
）

三
百
四
十
六

チ
オ
り
ん
酸
Ｏ
・
Ｏ
―
ジ
エ
チ
ル
―
Ｏ
―
（
三
・
五
・
六
―

ト
リ
ク
ロ
ロ
―
二
―
ピ
リ
ジ
ル
）
（
別
名
ク
ロ
ル
ピ
リ
ホ
ス
）

三
百
四
十
六
の
二

チ
オ
り
ん
酸
Ｏ
・
Ｏ
―
ジ
エ
チ
ル
―
Ｏ
―
（
二
―
ピ
ラ

ジ
ニ
ル
）
（
別
名
チ
オ
ナ
ジ
ン
）

三
百
四
十
七

チ
オ
り
ん
酸
Ｏ
・
Ｏ
―
ジ
エ
チ
ル
―
Ｏ
―
［
四
―
（
メ
チ
ル

ス
ル
フ
ィ
ニ
ル
）
フ
ェ
ニ
ル
］
（
別
名
フ
ェ
ン
ス
ル
ホ
チ
オ
ン
）

三
百
四
十
八

チ
オ
り
ん
酸
Ｏ
・
Ｏ
―
ジ
メ
チ
ル
―
Ｏ
―
（
二
・
四
・
五
―

ト
リ
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
（
別
名
ロ
ン
ネ
ル
）

三
百
四
十
九

チ
オ
り
ん
酸
Ｏ
・
Ｏ
―
ジ
メ
チ
ル
―
Ｏ
―
（
三
―
メ
チ
ル
―
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四
―
ニ
ト
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
（
別
名
フ
ェ
ニ
ト
ロ
チ
オ
ン
）

三
百
五
十

チ
オ
り
ん
酸
Ｏ
・
Ｏ
―
ジ
メ
チ
ル
―
Ｏ
―
（
三
―
メ
チ
ル
―
四

―
メ
チ
ル
チ
オ
フ
ェ
ニ
ル
）
（
別
名
フ
ェ
ン
チ
オ
ン
）

三
百
五
十
一

デ
カ
ボ
ラ
ン

三
百
五
十
一
の
二

デ
キ
ス
ト
ラ
ン
鉄

三
百
五
十
二

鉄
水
溶
性
塩

三
百
五
十
三

一
・
四
・
七
・
八
―
テ
ト
ラ
ア
ミ
ノ
ア
ン
ト
ラ
キ
ノ
ン
（
別

名
ジ
ス
パ
ー
ス
ブ
ル
ー
一
）

三
百
五
十
四

テ
ト
ラ
エ
チ
ル
チ
ウ
ラ
ム
ジ
ス
ル
フ
ィ
ド
（
別
名
ジ
ス
ル
フ

ィ
ラ
ム
）

三
百
五
十
五

テ
ト
ラ
エ
チ
ル
ピ
ロ
ホ
ス
フ
ェ
イ
ト
（
別
名
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｐ
）

三
百
五
十
六

テ
ト
ラ
エ
ト
キ
シ
シ
ラ
ン

三
百
五
十
七

一
・
一
・
二
・
二
―
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
（
別
名
四
塩
化

ア
セ
チ
レ
ン
）

三
百
五
十
八

Ｎ
―
（
一
・
一
・
二
・
二
―
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
ル
チ
オ
）

―
一
・
二
・
三
・
六
―
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
フ
タ
ル
イ
ミ
ド
（
別
名
キ
ャ
プ
タ

フ
ォ
ル
）

三
百
五
十
九

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
（
別
名
パ
ー
ク
ロ
ル
エ
チ
レ
ン
）

三
百
六
十

削
除

三
百
六
十
一

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
ジ
フ
ル
オ
ロ
エ
タ
ン
（
別
名
Ｃ
Ｆ
Ｃ
―
一
一

二
）

三
百
六
十
二

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
ナ
フ
タ
レ
ン

三
百
六
十
三

一
・
二
・
三
・
四
―
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

三
百
六
十
四

テ
ト
ラ
ナ
ト
リ
ウ
ム
＝
三
・

―
［
（
三
・

―
ジ
メ
チ
ル

三′

三′

―
四
・

―
ビ
フ
ェ
ニ
リ
レ
ン
）
ビ
ス
（
ア
ゾ
）
］
ビ
ス
［
五
―
ア
ミ
ノ

四′

―
四
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
―
二
・
七
―
ナ
フ
タ
レ
ン
ジ
ス
ル
ホ
ナ
ー
ト
］
（
別

名
ト
リ
パ
ン
ブ
ル
ー
）

三
百
六
十
五

テ
ト
ラ
ナ
ト
リ
ウ
ム
＝
三
・

―
［
（
三
・

―
ジ
メ
ト
キ

三′

三′

シ
―
四
・

―
ビ
フ
ェ
ニ
リ
レ
ン
）
ビ
ス
（
ア
ゾ
）
］
ビ
ス
［
五
―
ア
ミ

四′

ノ
―
四
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
―
二
・
七
―
ナ
フ
タ
レ
ン
ジ
ス
ル
ホ
ナ
ー
ト
］
（

別
名
Ｃ
Ｉ
ダ
イ
レ
ク
ト
ブ
ル
ー
十
五
）
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三
百
六
十
六

テ
ト
ラ
ニ
ト
ロ
メ
タ
ン

三
百
六
十
七

テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
フ
ラ
ン

三
百
六
十
七
の
二

テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
メ
チ
ル
無
水
フ
タ
ル
酸

三
百
六
十
八

テ
ト
ラ
フ
ル
オ
ロ
エ
チ
レ
ン

三
百
六
十
八
の
二

二
・
三
・
五
・
六
―
テ
ト
ラ
フ
ル
オ
ロ
―
四
―
メ
チ
ル

ベ
ン
ジ
ル
＝
（
Ｚ
）
―
三
―
（
二
―
ク
ロ
ロ
―
三
・
三
・
三
―
ト
リ
フ
ル

オ
ロ
―
一
―
プ
ロ
ペ
ニ
ル
）
―
二
・
二
―
ジ
メ
チ
ル
シ
ク
ロ
プ
ロ
パ
ン
カ

ル
ボ
キ
シ
ラ
ー
ト
（
別
名
テ
フ
ル
ト
リ
ン
）

三
百
六
十
九

一
・
一
・
二
・
二
―
テ
ト
ラ
ブ
ロ
モ
エ
タ
ン

三
百
七
十

テ
ト
ラ
ブ
ロ
モ
メ
タ
ン

三
百
七
十
一

テ
ト
ラ
メ
チ
ル
こ
は
く
酸
ニ
ト
リ
ル

三
百
七
十
二

テ
ト
ラ
メ
チ
ル
チ
ウ
ラ
ム
ジ
ス
ル
フ
ィ
ド
（
別
名
チ
ウ
ラ
ム

）
三
百
七
十
二
の
二

テ
ト
ラ
メ
チ
ル
尿
素

三
百
七
十
三

テ
ト
ラ
メ
ト
キ
シ
シ
ラ
ン

三
百
七
十
四

テ
ト
リ
ル

三
百
七
十
五

テ
ル
フ
ェ
ニ
ル

三
百
七
十
六

テ
ル
ル
及
び
そ
の
化
合
物

三
百
七
十
七

テ
レ
ビ
ン
油

三
百
七
十
八

テ
レ
フ
タ
ル
酸

三
百
七
十
九

銅
及
び
そ
の
化
合
物

三
百
八
十

灯
油

三
百
八
十
の
二

（

Ｓ
―
ト
ラ
ン
ス
）
―
七
―
ク
ロ
ロ
―

・
四
・
六
―

一′

二′

ト
リ
メ
ト
キ
シ
―

―
メ
チ
ル
ス
ピ
ロ
［
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン
―
二
（
三
Ｈ
）

六′

・

―
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
―

―
エ
ン
］
―
三
・

―
ジ
オ
ン
（
別
名
グ
リ

一′

二′

四′

セ
オ
フ
ル
ビ
ン
）

三
百
八
十
の
三

ト
リ
ウ
ム
＝
ビ
ス
（
エ
タ
ン
ジ
オ
ア
ー
ト
）

三
百
八
十
一

ト
リ
エ
タ
ノ
ー
ル
ア
ミ
ン

三
百
八
十
二

ト
リ
エ
チ
ル
ア
ミ
ン

三
百
八
十
二
の
二

ト
リ
エ
チ
レ
ン
チ
オ
ホ
ス
ホ
ル
ア
ミ
ド
（
別
名
チ
オ
テ

パ
）
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三
百
八
十
二
の
三

ト
リ
ク
ロ
ロ
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
（
別
名
ク
ロ
ラ
ー
ル

）
三
百
八
十
三

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

三
百
八
十
三
の
二

二
・
二
・
二
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
―
一
・
一
―
エ
タ
ン
ジ
オ

ー
ル
（
別
名
抱
水
ク
ロ
ラ
ー
ル
）

三
百
八
十
四

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

三
百
八
十
五

ト
リ
ク
ロ
ロ
酢
酸

三
百
八
十
六

一
・
一
・
二
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
―
一
・
二
・
二
―
ト
リ
フ
ル
オ

ロ
エ
タ
ン

三
百
八
十
七

ト
リ
ク
ロ
ロ
ナ
フ
タ
レ
ン

三
百
八
十
八

一
・
一
・
一
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
―
二
・
二
―
ビ
ス
（
四
―
ク
ロ

ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
エ
タ
ン
（
別
名
Ｄ
Ｄ
Ｔ
）

三
百
八
十
九

一
・
一
・
一
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
―
二
・
二
―
ビ
ス
（
四
―
メ
ト

キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）
エ
タ
ン
（
別
名
メ
ト
キ
シ
ク
ロ
ル
）

三
百
八
十
九
の
二

ト
リ
ク
ロ
ロ
（
フ
ェ
ニ
ル
）
シ
ラ
ン

三
百
九
十

二
・
四
・
五
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ノ
キ
シ
酢
酸

三
百
九
十
一

ト
リ
ク
ロ
ロ
フ
ル
オ
ロ
メ
タ
ン
（
別
名
Ｃ
Ｆ
Ｃ
―
一
一
）

三
百
九
十
二

一
・
二
・
三
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
パ
ン

三
百
九
十
三

一
・
二
・
四
―
ト
リ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

三
百
九
十
四

ト
リ
ク
ロ
ロ
メ
チ
ル
ス
ル
フ
ェ
ニ
ル
＝
ク
ロ
リ
ド

三
百
九
十
五

Ｎ
―
（
ト
リ
ク
ロ
ロ
メ
チ
ル
チ
オ
）
―
一
・
二
・
三
・
六
―

テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
フ
タ
ル
イ
ミ
ド
（
別
名
キ
ャ
プ
タ
ン
）

三
百
九
十
六

ト
リ
シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル
す
ず
＝
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ド

三
百
九
十
七

一
・
三
・
五
―
ト
リ
ス
（
二
・
三
―
エ
ポ
キ
シ
プ
ロ
ピ
ル
）

―
一
・
三
・
五
―
ト
リ
ア
ジ
ン
―
二
・
四
・
六
（
一
Ｈ
・
三
Ｈ
・
五
Ｈ
）

―
ト
リ
オ
ン

三
百
九
十
八

ト
リ
ス
（
Ｎ
・
Ｎ
―
ジ
メ
チ
ル
ジ
チ
オ
カ
ル
バ
メ
ー
ト
）
鉄

（
別
名
フ
ァ
ー
バ
ム
）

三
百
九
十
九

ト
リ
ニ
ト
ロ
ト
ル
エ
ン

三
百
九
十
九
の
二

ト
リ
ニ
ト
ロ
レ
ゾ
ル
シ
ン
鉛

四
百

ト
リ
フ
ェ
ニ
ル
ア
ミ
ン
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四
百
の
二

ト
リ
ブ
チ
ル
ア
ミ
ン

四
百
一

ト
リ
ブ
ロ
モ
メ
タ
ン

四
百
二

二
―
ト
リ
メ
チ
ル
ア
セ
チ
ル
―
一
・
三
―
イ
ン
ダ
ン
ジ
オ
ン

四
百
二
の
二

二
・
四
・
六
―
ト
リ
メ
チ
ル
ア
ニ
リ
ン
（
別
名
メ
シ
ジ
ン
）

四
百
三

ト
リ
メ
チ
ル
ア
ミ
ン

四
百
三
の
二

一
・
三
・
七
―
ト
リ
メ
チ
ル
キ
サ
ン
チ
ン
（
別
名
カ
フ
ェ
イ

ン
）

四
百
四

ト
リ
メ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン

四
百
四
の
二

一
・
一
・
一
―
ト
リ
メ
チ
ロ
ー
ル
プ
ロ
パ
ン
ト
リ
ア
ク
リ
ル

酸
エ
ス
テ
ル

四
百
四
の
三

五
―
［
（
三
・
四
・
五
―
ト
リ
メ
ト
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）
メ
チ

ル
］
ピ
リ
ミ
ジ
ン
―
二
・
四
―
ジ
ア
ミ
ン

四
百
五

ト
リ
レ
ン
ジ
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト

四
百
六

ト
ル
イ
ジ
ン

四
百
七

ト
ル
エ
ン

四
百
七
の
二

ナ
ト
リ
ウ
ム
＝
二
―
プ
ロ
ピ
ル
ペ
ン
タ
ノ
ア
ー
ト

四
百
八

ナ
フ
タ
レ
ン

四
百
八
の
二

ナ
フ
タ
レ
ン
―
一
・
四
―
ジ
オ
ン

四
百
九

一
―
ナ
フ
チ
ル
チ
オ
尿
素

四
百
十

一
―
ナ
フ
チ
ル
―
Ｎ
―
メ
チ
ル
カ
ル
バ
メ
ー
ト
（
別
名
カ
ル
バ
リ

ル
）

四
百
十
一

鉛
及
び
そ
の
無
機
化
合
物

四
百
十
二

二
亜
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

四
百
十
三

ニ
コ
チ
ン

四
百
十
三
の
二

二
酢
酸
ジ
オ
キ
シ
ド
ウ
ラ
ン
（
Ⅵ
）
及
び
そ
の
二
水
和
物

四
百
十
四

二
酸
化
硫
黄

四
百
十
五

二
酸
化
塩
素

四
百
十
六

二
酸
化
窒
素

四
百
十
六
の
二

二
硝
酸
ジ
オ
キ
シ
ド
ウ
ラ
ン
（
Ⅵ
）
六
水
和
物

四
百
十
七

二
硝
酸
プ
ロ
ピ
レ
ン

四
百
十
八

ニ
ッ
ケ
ル
及
び
そ
の
化
合
物
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四
百
十
九

ニ
ト
リ
ロ
三
酢
酸

四
百
二
十

五
―
ニ
ト
ロ
ア
セ
ナ
フ
テ
ン

四
百
二
十
一

ニ
ト
ロ
エ
タ
ン

四
百
二
十
二

ニ
ト
ロ
グ
リ
コ
ー
ル

四
百
二
十
三

ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン

四
百
二
十
三
の
二

六
―
ニ
ト
ロ
ク
リ
セ
ン

四
百
二
十
四

ニ
ト
ロ
セ
ル
ロ
ー
ズ

四
百
二
十
四
の
二

Ｎ
―
ニ
ト
ロ
ソ
フ
ェ
ニ
ル
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ル
ア
ミ
ン
ア
ン

モ
ニ
ウ
ム
塩

四
百
二
十
五

Ｎ
―
ニ
ト
ロ
ソ
モ
ル
ホ
リ
ン

四
百
二
十
六

ニ
ト
ロ
ト
ル
エ
ン

四
百
二
十
六
の
二

一
―
ニ
ト
ロ
ピ
レ
ン

四
百
二
十
六
の
三

一
―
（
四
―
ニ
ト
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
―
三
―
（
三
―
ピ
リ

ジ
ル
メ
チ
ル
）
ウ
レ
ア

四
百
二
十
七

ニ
ト
ロ
プ
ロ
パ
ン

四
百
二
十
八

ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

四
百
二
十
九

ニ
ト
ロ
メ
タ
ン

四
百
二
十
九
の
二

二
ナ
ト
リ
ウ
ム
＝
エ
タ
ン
―
一
・
二
―
ジ
イ
ル
ジ
カ
ル

バ
モ
ジ
チ
オ
ア
ー
ト

四
百
三
十

乳
酸
ノ
ル
マ
ル
―
ブ
チ
ル

四
百
三
十
一

二
硫
化
炭
素

四
百
三
十
二

ノ
ナ
ン

四
百
三
十
三

ノ
ル
マ
ル
―
ブ
チ
ル
ア
ミ
ン

四
百
三
十
四

ノ
ル
マ
ル
―
ブ
チ
ル
エ
チ
ル
ケ
ト
ン

四
百
三
十
五

ノ
ル
マ
ル
―
ブ
チ
ル
―
二
・
三
―
エ
ポ
キ
シ
プ
ロ
ピ
ル
エ
ー

テ
ル

四
百
三
十
六

Ｎ
―
［
一
―
（
Ｎ
―
ノ
ル
マ
ル
―
ブ
チ
ル
カ
ル
バ
モ
イ
ル
）

―
一
Ｈ
―
二
―
ベ
ン
ゾ
イ
ミ
ダ
ゾ
リ
ル
］
カ
ル
バ
ミ
ン
酸
メ
チ
ル
（
別
名

ベ
ノ
ミ
ル
）

四
百
三
十
六
の
二

発
煙
硫
酸

四
百
三
十
七

白
金
及
び
そ
の
水
溶
性
塩
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四
百
三
十
八

ハ
フ
ニ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物

四
百
三
十
九

パ
ラ
―
ア
ニ
シ
ジ
ン

四
百
三
十
九
の
二

パ
ラ
―
エ
ト
キ
シ
ア
セ
ト
ア
ニ
リ
ド
（
別
名
フ
ェ
ナ
セ

チ
ン
）

四
百
四
十

パ
ラ
―
ク
ロ
ロ
ア
ニ
リ
ン

四
百
四
十
の
二

パ
ラ
―
ク
ロ
ロ
―
ア
ル
フ
ァ
・
ア
ル
フ
ァ
・
ア
ル
フ
ァ
―

ト
リ
フ
ル
オ
ロ
ト
ル
エ
ン

四
百
四
十
の
三

パ
ラ
―
ク
ロ
ロ
ト
ル
エ
ン

四
百
四
十
一

パ
ラ
―
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

四
百
四
十
二

パ
ラ
―
ジ
メ
チ
ル
ア
ミ
ノ
ア
ゾ
ベ
ン
ゼ
ン

四
百
四
十
二
の
二

パ
ラ
―
タ
ー
シ
ャ
リ
―
ブ
チ
ル
安
息
香
酸

四
百
四
十
三

パ
ラ
―
タ
ー
シ
ャ
リ
―
ブ
チ
ル
ト
ル
エ
ン

四
百
四
十
四

パ
ラ
―
ニ
ト
ロ
ア
ニ
リ
ン

四
百
四
十
四
の
二

パ
ラ
―
ニ
ト
ロ
安
息
香
酸

四
百
四
十
五

パ
ラ
―
ニ
ト
ロ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

四
百
四
十
六

パ
ラ
―
フ
ェ
ニ
ル
ア
ゾ
ア
ニ
リ
ン

四
百
四
十
七

パ
ラ
―
ベ
ン
ゾ
キ
ノ
ン

四
百
四
十
七
の
二

パ
ラ
―
メ
ト
キ
シ
ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

四
百
四
十
八

パ
ラ
―
メ
ト
キ
シ
フ
ェ
ノ
ー
ル

四
百
四
十
九

バ
リ
ウ
ム
及
び
そ
の
水
溶
性
化
合
物

四
百
四
十
九
の
二

二
・

―
ビ
オ
キ
シ
ラ
ン

二′

四
百
五
十

ピ
ク
リ
ン
酸

四
百
五
十
一

ビ
ス
（
二
・
三
―
エ
ポ
キ
シ
プ
ロ
ピ
ル
）
エ
ー
テ
ル

四
百
五
十
二

一
・
三
―
ビ
ス
［
（
二
・
三
―
エ
ポ
キ
シ
プ
ロ
ピ
ル
）
オ
キ

シ
］
ベ
ン
ゼ
ン

四
百
五
十
二
の
二

四
―
［
四
―
［
ビ
ス
（
二
―
ク
ロ
ロ
エ
チ
ル
）
ア
ミ
ノ

］
フ
ェ
ニ
ル
］
ブ
タ
ン
酸

四
百
五
十
三

ビ
ス
（
二
―
ク
ロ
ロ
エ
チ
ル
）
エ
ー
テ
ル

四
百
五
十
四

ビ
ス
（
二
―
ク
ロ
ロ
エ
チ
ル
）
ス
ル
フ
ィ
ド
（
別
名
マ
ス
タ

ー
ド
ガ
ス
）

四
百
五
十
四
の
二

Ｎ
・
Ｎ
―
ビ
ス
（
二
―
ク
ロ
ロ
エ
チ
ル
）
―
二
―
ナ
フ



- 30 -

チ
ル
ア
ミ
ン

四
百
五
十
四
の
三

Ｎ
・

―
ビ
ス
（
二
―
ク
ロ
ロ
エ
チ
ル
）
―
Ｎ
―
ニ
ト

Ｎ′

ロ
ソ
尿
素

四
百
五
十
四
の
四

ビ
ス
（
二
―
ク
ロ
ロ
エ
チ
ル
）
メ
チ
ル
ア
ミ
ン
（
別
名

Ｈ
Ｎ
二
）

四
百
五
十
五

Ｎ
・
Ｎ
―
ビ
ス
（
二
―
ク
ロ
ロ
エ
チ
ル
）
メ
チ
ル
ア
ミ
ン
―

Ｎ
―
オ
キ
シ
ド

四
百
五
十
五
の
二

ビ
ス
（
三
・
四
―
ジ
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
ジ
ア
ゼ
ン

四
百
五
十
六

ビ
ス
（
ジ
チ
オ
り
ん
酸
）
Ｓ
・

―
メ
チ
レ
ン
―
Ｏ
・
Ｏ
・

Ｓ′

・

―
テ
ト
ラ
エ
チ
ル
（
別
名
エ
チ
オ
ン
）

Ｏ′

Ｏ′

四
百
五
十
七

ビ
ス
（
二
―
ジ
メ
チ
ル
ア
ミ
ノ
エ
チ
ル
）
エ
ー
テ
ル

四
百
五
十
七
の
二

二
・
二
―
ビ
ス
（

―
ハ
イ
ド
ロ
キ
シ
―

・

―
ジ

四′

三′

五′

ブ
ロ
モ
フ
ェ
ニ
ル
）
プ
ロ
パ
ン

四
百
五
十
七
の
三

五
・
八
―
ビ
ス
［
二
―
（
二
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
エ
チ
ル
ア

ミ
ノ
）
エ
チ
ル
ア
ミ
ノ
］
―
一
・
四
―
ア
ン
ト
ラ
キ
ノ
ン
ジ
オ
ー
ル
＝
二

塩
酸
塩

四
百
五
十
七
の
四

三
・
三
―
ビ
ス
（
四
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）
―
一

・
三
―
ジ
ヒ
ド
ロ
イ
ソ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン
―
一
―
オ
ン
（
別
名
フ
ェ
ノ
ー
ル

フ
タ
レ
イ
ン
）

四
百
五
十
七
の
五

Ｓ
・
Ｓ
―
ビ
ス
（
一
―
メ
チ
ル
プ
ロ
ピ
ル
）
＝
Ｏ
―
エ

チ
ル
＝
ホ
ス
ホ
ロ
ジ
チ
オ
ア
ー
ト
（
別
名
カ
ズ
サ
ホ
ス
）

四
百
五
十
八

砒
素
及
び
そ
の
化
合
物

ひ

四
百
五
十
九

ヒ
ド
ラ
ジ
ン
及
び
そ
の
一
水
和
物

四
百
六
十

ヒ
ド
ラ
ジ
ン
チ
オ
カ
ル
ボ
ヒ
ド
ラ
ジ
ド

四
百
六
十
の
二

二
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ア
セ
ト
ニ
ト
リ
ル

四
百
六
十
の
三

三
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
―
一
・
三
・
五
（
十
）
―
エ
ス
ト
ラ
ト

リ
エ
ン
―
十
七
―
オ
ン
（
別
名
エ
ス
ト
ロ
ン
）

四
百
六
十
の
四

八
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
キ
ノ
リ
ン
（
別
名
八
―
キ
ノ
リ
ノ
ー
ル

）
四
百
六
十
の
五

（
五
Ｓ
・
五
ａ
Ｒ
・
八
ａ
Ｒ
・
九
Ｒ
）
―
九
―
（
四
―
ヒ

ド
ロ
キ
シ
―
三
・
五
―
ジ
メ
ト
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）
―
八
―
オ
キ
ソ
―
五
・
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五
ａ
・
六
・
八
・
八
ａ
・
九
―
ヘ
キ
サ
ヒ
ド
ロ
フ
ロ
［

・

：
六
・
七

三′

四′

］
ナ
フ
ト
［
二
・
三
―
ｄ
］
［
一
・
三
］
ジ
オ
キ
ソ
ー
ル
―
五
―
イ
ル
＝

四
・
六
―
Ｏ
―
［
（
Ｒ
）
―
エ
チ
リ
デ
ン
］
―
ベ
ー
タ
―
Ｄ
―
グ
ル
コ
ピ

ラ
ノ
シ
ド
（
別
名
エ
ト
ポ
シ
ド
）

四
百
六
十
の
六

（
五
Ｓ
・
五
ａ
Ｒ
・
八
ａ
Ｒ
・
九
Ｒ
）
―
九
―
（
四
―
ヒ

ド
ロ
キ
シ
―
三
・
五
―
ジ
メ
ト
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）
―
八
―
オ
キ
ソ
―
五
・

五
ａ
・
六
・
八
・
八
ａ
・
九
―
ヘ
キ
サ
ヒ
ド
ロ
フ
ロ
［

・

：
六
・
七

三′

四′

］
ナ
フ
ト
［
二
・
三
―
ｄ
］
［
一
・
三
］
ジ
オ
キ
ソ
ー
ル
―
五
―
イ
ル
＝

四
・
六
―
Ｏ
―
［
（
Ｒ
）
―
二
―
チ
エ
ニ
ル
メ
チ
リ
デ
ン
］
―
ベ
ー
タ
―

Ｄ
―
グ
ル
コ
ピ
ラ
ノ
シ
ド
（
別
名
テ
ニ
ポ
シ
ド
）

四
百
六
十
の
七

Ｎ
―
（
ヒ
ド
ロ
キ
シ
メ
チ
ル
）
ア
ク
リ
ル
ア
ミ
ド

四
百
六
十
一

ヒ
ド
ロ
キ
ノ
ン

四
百
六
十
二

四
―
ビ
ニ
ル
―
一
―
シ
ク
ロ
ヘ
キ
セ
ン

四
百
六
十
三

四
―
ビ
ニ
ル
シ
ク
ロ
ヘ
キ
セ
ン
ジ
オ
キ
シ
ド

四
百
六
十
四

ビ
ニ
ル
ト
ル
エ
ン

四
百
六
十
四
の
二

四
―
ビ
ニ
ル
ピ
リ
ジ
ン

四
百
六
十
四
の
三

Ｎ
―
ビ
ニ
ル
―
二
―
ピ
ロ
リ
ド
ン

四
百
六
十
五

ビ
フ
ェ
ニ
ル

四
百
六
十
六

ピ
ペ
ラ
ジ
ン
二
塩
酸
塩

四
百
六
十
七

ピ
リ
ジ
ン

四
百
六
十
八

ピ
レ
ト
ラ
ム

四
百
六
十
八
の
二

フ
ィ
ゾ
ス
チ
グ
ミ
ン
（
別
名
エ
セ
リ
ン
）

四
百
六
十
八
の
三

フ
ェ
ニ
ル
ア
セ
ト
ニ
ト
リ
ル
（
別
名
シ
ア
ン
化
ベ
ン
ジ

ル
）

四
百
六
十
八
の
四

フ
ェ
ニ
ル
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト

四
百
六
十
九

フ
ェ
ニ
ル
オ
キ
シ
ラ
ン

四
百
六
十
九
の
二

二
―
（
フ
ェ
ニ
ル
パ
ラ
ク
ロ
ル
フ
ェ
ニ
ル
ア
セ
チ
ル
）

―
一
・
三
―
イ
ン
ダ
ン
ジ
オ
ン

四
百
七
十

フ
ェ
ニ
ル
ヒ
ド
ラ
ジ
ン

四
百
七
十
一

フ
ェ
ニ
ル
ホ
ス
フ
ィ
ン

四
百
七
十
二

フ
ェ
ニ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン
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四
百
七
十
三

フ
ェ
ノ
チ
ア
ジ
ン

四
百
七
十
四

フ
ェ
ノ
ー
ル

四
百
七
十
五

フ
ェ
ロ
バ
ナ
ジ
ウ
ム

四
百
七
十
六

一
・
三
―
ブ
タ
ジ
エ
ン

四
百
七
十
七

ブ
タ
ノ
ー
ル

四
百
七
十
七
の
二

フ
タ
ル
酸
ジ
イ
ソ
ブ
チ
ル

四
百
七
十
八

フ
タ
ル
酸
ジ
エ
チ
ル

四
百
七
十
八
の
二

フ
タ
ル
酸
ジ
シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル

四
百
七
十
九

フ
タ
ル
酸
ジ
―
ノ
ル
マ
ル
―
ブ
チ
ル

四
百
七
十
九
の
二

フ
タ
ル
酸
ジ
ヘ
キ
シ
ル

四
百
七
十
九
の
三

フ
タ
ル
酸
ジ
ペ
ン
チ
ル

四
百
八
十

フ
タ
ル
酸
ジ
メ
チ
ル

四
百
八
十
の
二

フ
タ
ル
酸
ノ
ル
マ
ル
―
ブ
チ
ル
＝
ベ
ン
ジ
ル

四
百
八
十
一

フ
タ
ル
酸
ビ
ス
（
二
―
エ
チ
ル
ヘ
キ
シ
ル
）
（
別
名
Ｄ
Ｅ
Ｈ

Ｐ
）

四
百
八
十
二

ブ
タ
ン

四
百
八
十
二
の
二

ブ
タ
ン
―
一
・
四
―
ジ
イ
ル
＝
ジ
メ
タ
ン
ス
ル
ホ
ナ
ー

ト
四
百
八
十
二
の
三

二
・
三
―
ブ
タ
ン
ジ
オ
ン
（
別
名
ジ
ア
セ
チ
ル
）

四
百
八
十
三

一
―
ブ
タ
ン
チ
オ
ー
ル

四
百
八
十
三
の
二

ブ
チ
ル
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト

四
百
八
十
三
の
三

ブ
チ
ル
リ
チ
ウ
ム

四
百
八
十
四

弗
化
カ
ル
ボ
ニ
ル

四
百
八
十
五

弗
化
ビ
ニ
リ
デ
ン

四
百
八
十
六

弗
化
ビ
ニ
ル

四
百
八
十
六
の
二

弗
素
エ
デ
ン
閃
石

せ
ん

四
百
八
十
七

弗
素
及
び
そ
の
水
溶
性
無
機
化
合
物

四
百
八
十
八

二
―
ブ
テ
ナ
ー
ル

四
百
八
十
八
の
二

ブ
テ
ン

四
百
八
十
八
の
三

五
―
フ
ル
オ
ロ
ウ
ラ
シ
ル

四
百
八
十
九

フ
ル
オ
ロ
酢
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
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四
百
九
十

フ
ル
フ
ラ
ー
ル

四
百
九
十
一

フ
ル
フ
リ
ル
ア
ル
コ
ー
ル

四
百
九
十
二

一
・
三
―
プ
ロ
パ
ン
ス
ル
ト
ン

四
百
九
十
二
の
二

プ
ロ
パ
ン
ニ
ト
リ
ル
（
別
名
プ
ロ
ピ
オ
ノ
ニ
ト
リ
ル
）

四
百
九
十
二
の
三

プ
ロ
ピ
オ
ン
ア
ル
デ
ヒ
ド

四
百
九
十
三

プ
ロ
ピ
オ
ン
酸

四
百
九
十
四

プ
ロ
ピ
ル
ア
ル
コ
ー
ル

四
百
九
十
四
の
二

二
―
プ
ロ
ピ
ル
吉
草
酸

四
百
九
十
五

プ
ロ
ピ
レ
ン
イ
ミ
ン

四
百
九
十
六

プ
ロ
ピ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
モ
ノ
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル

四
百
九
十
六
の
二

Ｎ
・

―
プ
ロ
ピ
レ
ン
ビ
ス
（
ジ
チ
オ
カ
ル
バ
ミ
ン
酸

Ｎ′

）
と
亜
鉛
の
重
合
物
（
別
名
プ
ロ
ピ
ネ
ブ
）

四
百
九
十
七

二
―
プ
ロ
ピ
ン
―
一
―
オ
ー
ル

四
百
九
十
七
の
二

プ
ロ
ペ
ン

四
百
九
十
七
の
三

ブ
ロ
ム
ア
セ
ト
ン

四
百
九
十
八

ブ
ロ
モ
エ
チ
レ
ン

四
百
九
十
九

二
―
ブ
ロ
モ
―
二
―
ク
ロ
ロ
―
一
・
一
・
一
―
ト
リ
フ
ル
オ

ロ
エ
タ
ン
（
別
名
ハ
ロ
タ
ン
）

五
百

ブ
ロ
モ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン

五
百
の
二

ブ
ロ
モ
ジ
ク
ロ
ロ
酢
酸

五
百
一

ブ
ロ
モ
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン

五
百
二

五
―
ブ
ロ
モ
―
三
―
セ
カ
ン
ダ
リ
―
ブ
チ
ル
―
六
―
メ
チ
ル
―
一

・
二
・
三
・
四
―
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
ピ
リ
ミ
ジ
ン
―
二
・
四
―
ジ
オ
ン
（
別

名
ブ
ロ
マ
シ
ル
）

五
百
三

ブ
ロ
モ
ト
リ
フ
ル
オ
ロ
メ
タ
ン

五
百
三
の
二

一
―
ブ
ロ
モ
プ
ロ
パ
ン

五
百
四

二
―
ブ
ロ
モ
プ
ロ
パ
ン

五
百
四
の
二

三
―
ブ
ロ
モ
―
一
―
プ
ロ
ペ
ン
（
別
名
臭
化
ア
リ
ル
）

五
百
五

ヘ
キ
サ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン

五
百
六

一
・
二
・
三
・
四
・
十
・
十
―
ヘ
キ
サ
ク
ロ
ロ
―
六
・
七
―
エ
ポ

キ
シ
―
一
・
四
・
四
ａ
・
五
・
六
・
七
・
八
・
八
ａ
―
オ
ク
タ
ヒ
ド
ロ
―
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エ
キ
ソ
―
一
・
四
―
エ
ン
ド
―
五
・
八
―
ジ
メ
タ
ノ
ナ
フ
タ
レ
ン
（
別
名

デ
ィ
ル
ド
リ
ン
）

五
百
七

一
・
二
・
三
・
四
・
十
・
十
―
ヘ
キ
サ
ク
ロ
ロ
―
六
・
七
―
エ
ポ

キ
シ
―
一
・
四
・
四
ａ
・
五
・
六
・
七
・
八
・
八
ａ
―
オ
ク
タ
ヒ
ド
ロ
―

エ
ン
ド
―
一
・
四
―
エ
ン
ド
―
五
・
八
―
ジ
メ
タ
ノ
ナ
フ
タ
レ
ン
（
別
名

エ
ン
ド
リ
ン
）

五
百
八

一
・
二
・
三
・
四
・
五
・
六
―
ヘ
キ
サ
ク
ロ
ロ
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン

（
別
名
リ
ン
デ
ン
）

五
百
九

ヘ
キ
サ
ク
ロ
ロ
シ
ク
ロ
ペ
ン
タ
ジ
エ
ン

五
百
十

ヘ
キ
サ
ク
ロ
ロ
ナ
フ
タ
レ
ン

五
百
十
一

一
・
四
・
五
・
六
・
七
・
七
―
ヘ
キ
サ
ク
ロ
ロ
ビ
シ
ク
ロ
［
二

・
二
・
一
］
―
五
―
ヘ
プ
テ
ン
―
二
・
三
―
ジ
カ
ル
ボ
ン
酸
（
別
名
ク
ロ

レ
ン
ド
酸
）

五
百
十
二

一
・
二
・
三
・
四
・
十
・
十
―
ヘ
キ
サ
ク
ロ
ロ
―
一
・
四
・
四

ａ
・
五
・
八
・
八
ａ
―
ヘ
キ
サ
ヒ
ド
ロ
―
エ
キ
ソ
―
一
・
四
―
エ
ン
ド
―

五
・
八
―
ジ
メ
タ
ノ
ナ
フ
タ
レ
ン
（
別
名
ア
ル
ド
リ
ン
）

五
百
十
三

ヘ
キ
サ
ク
ロ
ロ
ヘ
キ
サ
ヒ
ド
ロ
メ
タ
ノ
ベ
ン
ゾ
ジ
オ
キ
サ
チ
エ

ピ
ン
オ
キ
サ
イ
ド
（
別
名
ベ
ン
ゾ
エ
ピ
ン
）

五
百
十
四

ヘ
キ
サ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

五
百
十
五

ヘ
キ
サ
ヒ
ド
ロ
―
一
・
三
・
五
―
ト
リ
ニ
ト
ロ
―
一
・
三
・
五

―
ト
リ
ア
ジ
ン
（
別
名
シ
ク
ロ
ナ
イ
ト
）

五
百
十
六

ヘ
キ
サ
フ
ル
オ
ロ
ア
セ
ト
ン

五
百
十
六
の
二

ヘ
キ
サ
フ
ル
オ
ロ
ア
ル
ミ
ン
酸
三
ナ
ト
リ
ウ
ム

五
百
十
六
の
三

ヘ
キ
サ
フ
ル
オ
ロ
プ
ロ
ペ
ン

五
百
十
六
の
四

ヘ
キ
サ
ブ
ロ
モ
シ
ク
ロ
ド
デ
カ
ン

五
百
十
六
の
五

ヘ
キ
サ
メ
チ
ル
パ
ラ
ロ
ー
ズ
ア
ニ
リ
ン
ク
ロ
リ
ド
（
別
名

ク
リ
ス
タ
ル
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
）

五
百
十
七

ヘ
キ
サ
メ
チ
ル
ホ
ス
ホ
リ
ッ
ク
ト
リ
ア
ミ
ド

五
百
十
八

ヘ
キ
サ
メ
チ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン

五
百
十
九

ヘ
キ
サ
メ
チ
レ
ン
＝
ジ
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト

五
百
二
十

ヘ
キ
サ
ン
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五
百
二
十
一

一
―
ヘ
キ
セ
ン

五
百
二
十
二

ベ
ー
タ
―
ブ
チ
ロ
ラ
ク
ト
ン

五
百
二
十
三

ベ
ー
タ
―
プ
ロ
ピ
オ
ラ
ク
ト
ン

五
百
二
十
四

一
・
四
・
五
・
六
・
七
・
八
・
八
―
ヘ
プ
タ
ク
ロ
ロ
―
二
・

三
―
エ
ポ
キ
シ
―
二
・
三
・
三
ａ
・
四
・
七
・
七
ａ
―
ヘ
キ
サ
ヒ
ド
ロ
―

四
・
七
―
メ
タ
ノ
―
一
Ｈ
―
イ
ン
デ
ン
（
別
名
ヘ
プ
タ
ク
ロ
ル
エ
ポ
キ
シ

ド
）

五
百
二
十
五

一
・
四
・
五
・
六
・
七
・
八
・
八
―
ヘ
プ
タ
ク
ロ
ロ
―
三
ａ

・
四
・
七
・
七
ａ
―
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
―
四
・
七
―
メ
タ
ノ
―
一
Ｈ
―
イ
ン

デ
ン
（
別
名
ヘ
プ
タ
ク
ロ
ル
）

五
百
二
十
六

ヘ
プ
タ
ン

五
百
二
十
七

ペ
ル
オ
キ
ソ
二
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム

五
百
二
十
八

ペ
ル
オ
キ
ソ
二
硫
酸
カ
リ
ウ
ム

五
百
二
十
九

ペ
ル
オ
キ
ソ
二
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

五
百
三
十

ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
酸
及
び
そ
の
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
塩

五
百
三
十
の
二

ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
（
オ
ク
タ
ン
―
一
―
ス
ル
ホ
ン
酸
）
（
別

名
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
）

五
百
三
十
の
三

ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
ノ
ナ
ン
酸

五
百
三
十
の
四

ベ
ン
ジ
ル
ア
ル
コ
ー
ル

五
百
三
十
一

ベ
ン
ゼ
ン

五
百
三
十
二

一
・
二
・
四
―
ベ
ン
ゼ
ン
ト
リ
カ
ル
ボ
ン
酸
一
・
二
―
無
水

物
五
百
三
十
三

ベ
ン
ゾ
［
ａ
］
ア
ン
ト
ラ
セ
ン

五
百
三
十
四

ベ
ン
ゾ
［
ａ
］
ピ
レ
ン

五
百
三
十
五

ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン

五
百
三
十
六

ベ
ン
ゾ
［
ｅ
］
フ
ル
オ
ラ
セ
ン

五
百
三
十
六
の
二

ペ
ン
タ
カ
ル
ボ
ニ
ル
鉄

五
百
三
十
七

ペ
ン
タ
ク
ロ
ロ
ナ
フ
タ
レ
ン

五
百
三
十
八

ペ
ン
タ
ク
ロ
ロ
ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

五
百
三
十
九

ペ
ン
タ
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ノ
ー
ル
（
別
名
Ｐ
Ｃ
Ｐ
）
及
び
そ
の
ナ

ト
リ
ウ
ム
塩
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五
百
四
十

一
―
ペ
ン
タ
ナ
ー
ル

五
百
四
十
一

一
・
一
・
三
・
三
・
三
―
ペ
ン
タ
フ
ル
オ
ロ
―
二
―
（
ト
リ

フ
ル
オ
ロ
メ
チ
ル
）
―
一
―
プ
ロ
ペ
ン
（
別
名
Ｐ
Ｆ
Ｉ
Ｂ
）

五
百
四
十
二

ペ
ン
タ
ボ
ラ
ン

五
百
四
十
三

ペ
ン
タ
ン

五
百
四
十
三
の
二

ほ
う
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム

五
百
四
十
四

ほ
う
酸
及
び
そ
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩

五
百
四
十
五

ホ
ス
ゲ
ン

五
百
四
十
五
の
二

ポ
リ
［
グ
ア
ニ
ジ
ン
―
Ｎ
・

―
ジ
イ
ル
ヘ
キ
サ
ン
―

Ｎ’

一
・
六
―
ジ
イ
ル
イ
ミ
ノ
（
イ
ミ
ノ
メ
チ
レ
ン
）
］
塩
酸
塩

五
百
四
十
六

（
二
―
ホ
ル
ミ
ル
ヒ
ド
ラ
ジ
ノ
）
―
四
―
（
五
―
ニ
ト
ロ
―

二
―
フ
リ
ル
）
チ
ア
ゾ
ー
ル

五
百
四
十
七

ホ
ル
ム
ア
ミ
ド

五
百
四
十
八

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

五
百
四
十
九

マ
ゼ
ン
タ

五
百
五
十

マ
ン
ガ
ン
及
び
そ
の
無
機
化
合
物

五
百
五
十
一

ミ
ネ
ラ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ト
（
ミ
ネ
ラ
ル
シ
ン
ナ
ー
、
ペ
ト
ロ
リ

ウ
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
、
ホ
ワ
イ
ト
ス
ピ
リ
ッ
ト
及
び
ミ
ネ
ラ
ル
タ
ー
ペ
ン
を

含
む
。
）

五
百
五
十
二

無
水
酢
酸

五
百
五
十
三

無
水
フ
タ
ル
酸

五
百
五
十
四

無
水
マ
レ
イ
ン
酸

五
百
五
十
五

メ
タ
―
キ
シ
リ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン

五
百
五
十
六

メ
タ
ク
リ
ル
酸

五
百
五
十
六
の
二

メ
タ
ク
リ
ル
酸
二
―
イ
ソ
シ
ア
ナ
ト
エ
チ
ル

五
百
五
十
六
の
三

メ
タ
ク
リ
ル
酸
二
・
三
―
エ
ポ
キ
シ
プ
ロ
ピ
ル

五
百
五
十
六
の
四

メ
タ
ク
リ
ル
酸
ク
ロ
リ
ド

五
百
五
十
六
の
五

メ
タ
ク
リ
ル
酸
二
―
（
ジ
エ
チ
ル
ア
ミ
ノ
）
エ
チ
ル

五
百
五
十
七

メ
タ
ク
リ
ル
酸
メ
チ
ル

五
百
五
十
八

メ
タ
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル

五
百
五
十
九

メ
タ
―
ジ
シ
ア
ノ
ベ
ン
ゼ
ン
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五
百
六
十

メ
タ
ノ
ー
ル

五
百
六
十
の
二

メ
タ
バ
ナ
ジ
ン
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム

五
百
六
十
の
三

メ
タ
ン
ス
ル
ホ
ニ
ル
＝
ク
ロ
リ
ド

五
百
六
十
の
四

メ
タ
ン
ス
ル
ホ
ニ
ル
＝
フ
ル
オ
リ
ド

五
百
六
十
一

メ
タ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
エ
チ
ル

五
百
六
十
二

メ
タ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
メ
チ
ル

五
百
六
十
三

メ
チ
ラ
ー
ル

五
百
六
十
四

メ
チ
ル
ア
セ
チ
レ
ン

五
百
六
十
五

Ｎ
―
メ
チ
ル
ア
ニ
リ
ン

五
百
六
十
六

二
・

―
［
［
四
―
（
メ
チ
ル
ア
ミ
ノ
）
―
三
―
ニ
ト
ロ
フ

二′

ェ
ニ
ル
］
ア
ミ
ノ
］
ジ
エ
タ
ノ
ー
ル
（
別
名
Ｈ
Ｃ
ブ
ル
ー
ナ
ン
バ
ー
一
）

五
百
六
十
七

Ｎ
―
メ
チ
ル
ア
ミ
ノ
ホ
ス
ホ
ン
酸
Ｏ
―
（
四
―
タ
ー
シ
ャ
リ

―
ブ
チ
ル
―
二
―
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
―
Ｏ
―
メ
チ
ル
（
別
名
ク
ル
ホ
メ

ー
ト
）

五
百
六
十
八

メ
チ
ル
ア
ミ
ン

五
百
六
十
八
の
二

メ
チ
ル
＝
イ
ソ
チ
オ
シ
ア
ネ
ー
ト

五
百
六
十
九

メ
チ
ル
イ
ソ
ブ
チ
ル
ケ
ト
ン

五
百
六
十
九
の
二

メ
チ
ル
イ
ソ
プ
ロ
ペ
ニ
ル
ケ
ト
ン

五
百
七
十

メ
チ
ル
エ
チ
ル
ケ
ト
ン

五
百
七
十
一

Ｎ
―
メ
チ
ル
カ
ル
バ
ミ
ン
酸
二
―
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
オ
キ
シ
フ

ェ
ニ
ル
（
別
名
プ
ロ
ポ
キ
ス
ル
）

五
百
七
十
二

Ｎ
―
メ
チ
ル
カ
ル
バ
ミ
ン
酸
二
・
三
―
ジ
ヒ
ド
ロ
―
二
・
二

―
ジ
メ
チ
ル
―
七
―
ベ
ン
ゾ
［
ｂ
］
フ
ラ
ニ
ル
（
別
名
カ
ル
ボ
フ
ラ
ン
）

五
百
七
十
三

Ｎ
―
メ
チ
ル
カ
ル
バ
ミ
ン
酸
二
―
セ
カ
ン
ダ
リ
―
ブ
チ
ル
フ

ェ
ニ
ル
（
別
名
フ
ェ
ノ
ブ
カ
ル
ブ
）

五
百
七
十
三
の
二

メ
チ
ル
＝
カ
ル
ボ
ノ
ク
ロ
リ
ダ
ー
ト

五
百
七
十
三
の
三

メ
チ
ル
＝
三
―
ク
ロ
ロ
―
五
―
（
四
・
六
―
ジ
メ
ト
キ

シ
―
二
―
ピ
リ
ミ
ジ
ニ
ル
カ
ル
バ
モ
イ
ル
ス
ル
フ
ァ
モ
イ
ル
）
―
一
―
メ

チ
ル
ピ
ラ
ゾ
ー
ル
―
四
―
カ
ル
ボ
キ
シ
ラ
ー
ト
（
別
名
ハ
ロ
ス
ル
フ
ロ
ン

メ
チ
ル
）

五
百
七
十
四

メ
チ
ル
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ノ
ー
ル
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五
百
七
十
五

メ
チ
ル
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ノ
ン

五
百
七
十
六

メ
チ
ル
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン

五
百
七
十
七

二
―
メ
チ
ル
シ
ク
ロ
ペ
ン
タ
ジ
エ
ニ
ル
ト
リ
カ
ル
ボ
ニ
ル
マ

ン
ガ
ン

五
百
七
十
七
の
二

Ｎ
―
メ
チ
ル
ジ
チ
オ
カ
ル
バ
ミ
ン
酸
（
別
名
カ
ー
バ
ム

）
五
百
七
十
八

二
―
メ
チ
ル
―
四
・
六
―
ジ
ニ
ト
ロ
フ
ェ
ノ
ー
ル

五
百
七
十
九

二
―
メ
チ
ル
―
三
・
五
―
ジ
ニ
ト
ロ
ベ
ン
ズ
ア
ミ
ド
（
別
名

ジ
ニ
ト
ル
ミ
ド
）

五
百
七
十
九
の
二

メ
チ
ル
―

・

―
ジ
メ
チ
ル
―
Ｎ
―
［
（
メ
チ
ル
カ

Ｎ′

Ｎ′

ル
バ
モ
イ
ル
）
オ
キ
シ
］
―
一
―
チ
オ
オ
キ
サ
ム
イ
ミ
デ
ー
ト
（
別
名
オ

キ
サ
ミ
ル
）

五
百
八
十

メ
チ
ル
―
タ
ー
シ
ャ
リ
―
ブ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
（
別
名
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｅ

）
五
百
八
十
一

五
―
メ
チ
ル
―
一
・
二
・
四
―
ト
リ
ア
ゾ
ロ
［
三
・
四
―
ｂ

］
ベ
ン
ゾ
チ
ア
ゾ
ー
ル
（
別
名
ト
リ
シ
ク
ラ
ゾ
ー
ル
）

五
百
八
十
二

二
―
メ
チ
ル
―
四
―
（
二
―
ト
リ
ル
ア
ゾ
）
ア
ニ
リ
ン

五
百
八
十
二
の
二

メ
チ
ル
ナ
フ
タ
レ
ン

五
百
八
十
二
の
三

二
―
メ
チ
ル
―
五
―
ニ
ト
ロ
ア
ニ
リ
ン

五
百
八
十
三

二
―
メ
チ
ル
―
一
―
ニ
ト
ロ
ア
ン
ト
ラ
キ
ノ
ン

五
百
八
十
四

Ｎ
―
メ
チ
ル
―
Ｎ
―
ニ
ト
ロ
ソ
カ
ル
バ
ミ
ン
酸
エ
チ
ル

五
百
八
十
四
の
二

Ｎ
―
メ
チ
ル
―
Ｎ
―
ニ
ト
ロ
ソ
尿
素

五
百
八
十
四
の
三

Ｎ
―
メ
チ
ル
―

―
ニ
ト
ロ
―
Ｎ
―
ニ
ト
ロ
ソ
グ
ア
ニ

Ｎ′

ジ
ン

五
百
八
十
五

メ
チ
ル
―
ノ
ル
マ
ル
―
ブ
チ
ル
ケ
ト
ン

五
百
八
十
六

メ
チ
ル
―
ノ
ル
マ
ル
―
ペ
ン
チ
ル
ケ
ト
ン

五
百
八
十
七

メ
チ
ル
ヒ
ド
ラ
ジ
ン

五
百
八
十
八

メ
チ
ル
ビ
ニ
ル
ケ
ト
ン

五
百
八
十
八
の
二

三
―
（
一
―
メ
チ
ル
―
二
―
ピ
ロ
リ
ジ
ニ
ル
）
ピ
リ
ジ

ン
硫
酸
塩
（
別
名
ニ
コ
チ
ン
硫
酸
塩
）

五
百
八
十
八
の
三

Ｎ
―
メ
チ
ル
―
二
―
ピ
ロ
リ
ド
ン
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五
百
八
十
九

一
―
［
（
二
―
メ
チ
ル
フ
ェ
ニ
ル
）
ア
ゾ
］
―
二
―
ナ
フ
ト

ー
ル
（
別
名
オ
イ
ル
オ
レ
ン
ジ
Ｓ
Ｓ
）

五
百
八
十
九
の
二

三
―
メ
チ
ル
―
一
―
（
プ
ロ
パ
ン
―
二
―
イ
ル
）
―
一

Ｈ
―
ピ
ラ
ゾ
ー
ル
―
五
―
イ
ル
＝
ジ
メ
チ
ル
カ
ル
バ
マ
ー
ト

五
百
九
十

メ
チ
ル
プ
ロ
ピ
ル
ケ
ト
ン

五
百
九
十
の
二

メ
チ
ル
―
（
四
―
ブ
ロ
ム
―
二
・
五
―
ジ
ク
ロ
ル
フ
ェ
ニ

ル
）
―
チ
オ
ノ
ベ
ン
ゼ
ン
ホ
ス
ホ
ネ
イ
ト

五
百
九
十
一

五
―
メ
チ
ル
―
二
―
ヘ
キ
サ
ノ
ン

五
百
九
十
一
の
二

メ
チ
ル
＝
ベ
ン
ゾ
イ
ミ
ダ
ゾ
ー
ル
―
二
―
イ
ル
カ
ル
バ

マ
ー
ト
（
別
名
カ
ル
ベ
ン
ダ
ジ
ム
）

五
百
九
十
二

四
―
メ
チ
ル
―
二
―
ペ
ン
タ
ノ
ー
ル

五
百
九
十
三

二
―
メ
チ
ル
―
二
・
四
―
ペ
ン
タ
ン
ジ
オ
ー
ル

五
百
九
十
三
の
二

メ
チ
ル
ホ
ス
ホ
ン
酸
ジ
ク
ロ
リ
ド

五
百
九
十
三
の
三

メ
チ
ル
ホ
ス
ホ
ン
酸
ジ
メ
チ
ル

五
百
九
十
四

Ｎ
―
メ
チ
ル
ホ
ル
ム
ア
ミ
ド

五
百
九
十
五

Ｓ
―
メ
チ
ル
―
Ｎ
―
（
メ
チ
ル
カ
ル
バ
モ
イ
ル
オ
キ
シ
）
チ

オ
ア
セ
チ
ミ
デ
ー
ト
（
別
名
メ
ソ
ミ
ル
）

五
百
九
十
五
の
二

二
―
メ
チ
ル
―
一
―
［
四
―
（
メ
チ
ル
チ
オ
）
フ
ェ
ニ

ル
］
―
二
―
モ
ル
ホ
リ
ノ
―
一
―
プ
ロ
パ
ノ
ン

五
百
九
十
五
の
三

七
―
メ
チ
ル
―
三
―
メ
チ
レ
ン
―
一
・
六
―
オ
ク
タ
ジ

エ
ン

五
百
九
十
六

メ
チ
ル
メ
ル
カ
プ
タ
ン

五
百
九
十
七

四
・

―
メ
チ
レ
ン
ジ
ア
ニ
リ
ン

四′

五
百
九
十
八

メ
チ
レ
ン
ビ
ス
（
四
・
一
―
シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
レ
ン
）
＝
ジ
イ

ソ
シ
ア
ネ
ー
ト

五
百
九
十
八
の
二

四
・

―
メ
チ
レ
ン
ビ
ス
（
Ｎ
・
Ｎ
―
ジ
メ
チ
ル
ア
ニ

四′

リ
ン
）

五
百
九
十
八
の
三

メ
チ
レ
ン
ビ
ス
チ
オ
シ
ア
ネ
ー
ト

五
百
九
十
九

メ
チ
レ
ン
ビ
ス
（
四
・
一
―
フ
ェ
ニ
レ
ン
）
＝
ジ
イ
ソ
シ
ア

ネ
ー
ト
（
別
名
Ｍ
Ｄ
Ｉ
）

五
百
九
十
九
の
二

四
・

―
メ
チ
レ
ン
ビ
ス
（
二
―
メ
チ
ル
シ
ク
ロ
ヘ
キ

四′
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サ
ン
ア
ミ
ン
）

五
百
九
十
九
の
三

メ
ト
キ
シ
酢
酸

五
百
九
十
九
の
四

四
―
メ
ト
キ
シ
―
七
Ｈ
―
フ
ロ
［
三
・
二
―
ｇ
］
［
一

］
ベ
ン
ゾ
ピ
ラ
ン
―
七
―
オ
ン

五
百
九
十
九
の
五

九
―
メ
ト
キ
シ
―
七
Ｈ
―
フ
ロ
［
三
・
二
―
ｇ
］
［
一

］
ベ
ン
ゾ
ピ
ラ
ン
―
七
―
オ
ン

五
百
九
十
九
の
六

四
―
メ
ト
キ
シ
ベ
ン
ゼ
ン
―
一
・
三
―
ジ
ア
ミ
ン
硫
酸

塩
六
百

二
―
メ
ト
キ
シ
―
五
―
メ
チ
ル
ア
ニ
リ
ン

六
百
一

一
―
（
二
―
メ
ト
キ
シ
―
二
―
メ
チ
ル
エ
ト
キ
シ
）
―
二
―
プ
ロ

パ
ノ
ー
ル

六
百
一
の
二

二
―
メ
ト
キ
シ
―
二
―
メ
チ
ル
ブ
タ
ン
（
別
名
タ
ー
シ
ャ
リ

―
ア
ミ
ル
メ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
）

六
百
二

メ
ル
カ
プ
ト
酢
酸

六
百
二
の
二

六
―
メ
ル
カ
プ
ト
プ
リ
ン

六
百
二
の
三

二
―
メ
ル
カ
プ
ト
ベ
ン
ゾ
チ
ア
ゾ
ー
ル

六
百
二
の
四

モ
ノ
フ
ル
オ
ー
ル
酢
酸

六
百
二
の
五

モ
ノ
フ
ル
オ
ー
ル
酢
酸
ア
ミ
ド

六
百
二
の
六

モ
ノ
フ
ル
オ
ー
ル
酢
酸
パ
ラ
ブ
ロ
ム
ア
ニ
リ
ド

六
百
三

モ
リ
ブ
デ
ン
及
び
そ
の
化
合
物

六
百
四

モ
ル
ホ
リ
ン

六
百
五

沃
素
及
び
そ
の
化
合
物

よ
う

六
百
六

ヨ
ー
ド
ホ
ル
ム

六
百
六
の
二

四
ナ
ト
リ
ウ
ム
＝
六
・

―
［
（
三
・

―
ジ
メ
ト
キ
シ
［

六′

三′

一
・

―
ビ
フ
ェ
ニ
ル
］
―
四
・

―
ジ
イ
ル
）
ビ
ス
（
ジ
ア
ゼ
ニ
ル
）

一′

四′

］
ビ
ス
（
四
―
ア
ミ
ノ
―
五
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ナ
フ
タ
レ
ン
―
一
・
三
―
ジ

ス
ル
ホ
ナ
ー
ト
）

六
百
六
の
三

四
ナ
ト
リ
ウ
ム
＝
六
・

―
［
（
［
一
・

―
ビ
フ
ェ
ニ
ル

六′

一′

］
―
四
・

―
ジ
イ
ル
）
ビ
ス
（
ジ
ア
ゼ
ニ
ル
）
］
ビ
ス
（
四
―
ア
ミ
ノ

四′

―
五
―
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ナ
フ
タ
レ
ン
―
二
・
七
―
ジ
ス
ル
ホ
ナ
ー
ト
）

六
百
六
の
四

ラ
ク
ト
ニ
ト
リ
ル
（
別
名
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
シ
ア
ン
ヒ
ド
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リ
ン
）

六
百
六
の
五

ラ
サ
ロ
シ
ド

六
百
六
の
六

リ
チ
ウ
ム
＝
ビ
ス
（
ト
リ
フ
ル
オ
ロ
メ
タ
ン
ス
ル
ホ
ン
）
イ

ミ
ド

六
百
七

硫
化
カ
リ
ウ
ム

六
百
七
の
二

硫
化
カ
ル
ボ
ニ
ル

六
百
八

硫
化
ジ
メ
チ
ル

六
百
九

硫
化
水
素

六
百
十

硫
化
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム

六
百
十
一

硫
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

六
百
十
二

硫
化
り
ん

六
百
十
三

硫
酸

六
百
十
四

硫
酸
ジ
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル

六
百
十
五

硫
酸
ジ
エ
チ
ル

六
百
十
六

硫
酸
ジ
メ
チ
ル

六
百
十
七

り
ん
化
水
素

六
百
十
八

り
ん
酸

六
百
十
九

り
ん
酸
ジ
―
ノ
ル
マ
ル
―
ブ
チ
ル

六
百
二
十

り
ん
酸
ジ
―
ノ
ル
マ
ル
―
ブ
チ
ル
＝
フ
ェ
ニ
ル

六
百
二
十
一

り
ん
酸
一
・
二
―
ジ
ブ
ロ
モ
―
二
・
二
―
ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
ル

＝
ジ
メ
チ
ル
（
別
名
ナ
レ
ド
）

六
百
二
十
二

り
ん
酸
ジ
メ
チ
ル
＝
（
Ｅ
）
―
一
―
（
Ｎ
・
Ｎ
―
ジ
メ
チ
ル

カ
ル
バ
モ
イ
ル
）
―
一
―
プ
ロ
ペ
ン
―
二
―
イ
ル
（
別
名
ジ
ク
ロ
ト
ホ
ス

）
六
百
二
十
三

り
ん
酸
ジ
メ
チ
ル
＝
（
Ｅ
）
―
一
―
（
Ｎ
―
メ
チ
ル
カ
ル
バ

モ
イ
ル
）
―
一
―
プ
ロ
ペ
ン
―
二
―
イ
ル
（
別
名
モ
ノ
ク
ロ
ト
ホ
ス
）

六
百
二
十
四

り
ん
酸
ジ
メ
チ
ル
＝
一
―
メ
ト
キ
シ
カ
ル
ボ
ニ
ル
―
一
―
プ

ロ
ペ
ン
―
二
―
イ
ル
（
別
名
メ
ビ
ン
ホ
ス
）

六
百
二
十
五

り
ん
酸
ト
リ
ス
（
二
―
ク
ロ
ロ
エ
チ
ル
）

六
百
二
十
六

り
ん
酸
ト
リ
ス
（
二
・
三
―
ジ
ブ
ロ
モ
プ
ロ
ピ
ル
）

六
百
二
十
六
の
二

り
ん
酸
ト
リ
ス
（
ジ
メ
チ
ル
フ
ェ
ニ
ル
）
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六
百
二
十
六
の
三

り
ん
酸
ト
リ
ト
リ
ル

六
百
二
十
七

り
ん
酸
ト
リ
―
ノ
ル
マ
ル
―
ブ
チ
ル

六
百
二
十
八

り
ん
酸
ト
リ
フ
ェ
ニ
ル

六
百
二
十
八
の
二

り
ん
酸
ト
リ
メ
チ
ル

六
百
二
十
九

レ
ソ
ル
シ
ノ
ー
ル

六
百
三
十

六
塩
化
ブ
タ
ジ
エ
ン

六
百
三
十
一

ロ
ジ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物

六
百
三
十
二

ロ
ジ
ン

六
百
三
十
三

ロ
テ
ノ
ン
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○

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
四
年
政
令
第
五
十
一
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
四
条
関
係
）
【
公
布
の
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
の
一
部

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
略
）

（
略
）

別
表
第
九
第
五
百
四
十
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

別
表
第
九
中
第
五
百
四
十
五
号
の
二
を
第
五
百
四
十
五
号
の
三
と
し
、
第
五

百
四
十
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
百
四
十
五
の
二

ポ
リ
［
グ
ア
ニ
ジ
ン
―
Ｎ
・

―
ジ
イ
ル
ヘ
キ
サ
ン
―

五
百
四
十
五
の
二

ポ
リ
［
グ
ア
ニ
ジ
ン
―
Ｎ
・

―
ジ
イ
ル
ヘ
キ
サ
ン
―

Ｎ′

Ｎ′

一
・
六
―
ジ
イ
ル
イ
ミ
ノ
（
イ
ミ
ノ
メ
チ
レ
ン
）
］
塩
酸
塩

一
・
六
―
ジ
イ
ル
イ
ミ
ノ
（
イ
ミ
ノ
メ
チ
レ
ン
）
］
塩
酸
塩

（
略
）

（
略
）

別
表
第
九
第
五
百
九
十
三
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

別
表
第
九
第
五
百
九
十
三
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

五
百
九
十
三
の
二

メ
チ
ル
ホ
ス
ホ
ン
酸
ジ
ク
ロ
リ
ド

五
百
九
十
三
の
二

メ
チ
ル
ホ
ス
ホ
ン
酸
ジ
ク
ロ
リ
ド

五
百
九
十
三
の
三

メ
チ
ル
ホ
ス
ホ
ン
酸
ジ
メ
チ
ル

五
百
九
十
三
の
三

メ
チ
ル
ホ
ス
ホ
ン
酸
ジ
メ
チ
ル

（
削
る
）

五
百
九
十
三
の
四

Ｎ
―
メ
チ
ル
ホ
ル
ム
ア
ミ
ド

別
表
第
九
第
五
百
九
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
新
設
）

五
百
九
十
四

Ｎ
―
メ
チ
ル
ホ
ル
ム
ア
ミ
ド

（
略
）

（
略
）
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○
厚
生
労
働
省
令
第
百
八
号

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
五
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
労
働

安
全
衛
生
規
則
及
び
労
働
安
全
衛
生
規
則
及
び
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
八
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

労
働
安
全
衛
生
規
則
及
び
労
働
安
全
衛
生
規
則
及
び
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

（
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

別
表
第
二
（
第
三
十
条
、
第
三
十
四
条
の
二
関
係
）

別
表
第
二
（
第
三
十
条
、
第
三
十
四
条
の
二
関
係
）

第
三
十
条
に
規
定
す

第
三
十
四
条
の
二
に

第
三
十
条
に
規
定
す

第
三
十
四
条
の
二
に

物

る
含
有
量
（
重
量
パ

規
定
す
る
含
有
量
（

物

る
含
有
量
（
重
量
パ

規
定
す
る
含
有
量
（

ー
セ
ン
ト
）

重
量
パ
ー
セ
ン
ト
）

ー
セ
ン
ト
）

重
量
パ
ー
セ
ン
ト
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
エ
ー
テ

（
略
）

（
略
）

イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
エ
ー
テ

（
略
）

（
略
）

ル

ル

（
削
る
）

（
削
る
）

（
削
る
）

―
イ
ソ
プ
ロ
ポ
キ
シ

一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満

一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満

三′―
二
―
ト
リ
フ
ル
オ
ロ

メ
チ
ル
ベ
ン
ズ
ア
ニ
リ

ド
（
別
名
フ
ル
ト
ラ
ニ

ル
）

イ
ソ
ペ
ン
チ
ル
ア
ル
コ

（
略
）

（
略
）

イ
ソ
ペ
ン
チ
ル
ア
ル
コ

（
略
）

（
略
）

ー
ル
（
別
名
イ
ソ
ア
ミ

ー
ル
（
別
名
イ
ソ
ア
ミ

ル
ア
ル
コ
ー
ル
）

ル
ア
ル
コ
ー
ル
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

酸
化
亜
鉛

（
略
）

（
略
）

酸
化
亜
鉛

（
略
）

（
略
）

（
削
る
）

（
削
る
）

（
削
る
）

酸
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満

一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
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酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム

（
略
）

（
略
）

酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

水
酸
化
リ
チ
ウ
ム

（
略
）

（
略
）

水
酸
化
リ
チ
ウ
ム

（
略
）

（
略
）

（
削
る
）

（
削
る
）

（
削
る
）

水
素
化
ビ
ス
（
二
―
メ

一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満

一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満

ト
キ
シ
エ
ト
キ
シ
）
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
ナ
ト
リ
ウ

ム

水
素
化
リ
チ
ウ
ム

（
略
）

（
略
）

水
素
化
リ
チ
ウ
ム

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

ス
チ
レ
ン

（
略
）

（
略
）

ス
チ
レ
ン

（
略
）

（
略
）

（
削
る
）

（
削
る
）

（
削
る
）

ス
テ
ア
リ
ン
酸
亜
鉛

一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満

一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満

ス
テ
ア
リ
ン
酸
ナ
ト
リ

（
略
）

（
略
）

ス
テ
ア
リ
ン
酸
ナ
ト
リ

（
略
）

（
略
）

ウ
ム

ウ
ム

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

（
略
）

（
略
）

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

（
略
）

（
略
）

ン
（
別
名
パ
ー
ク
ロ
ル

ン
（
別
名
パ
ー
ク
ロ
ル

エ
チ
レ
ン
）

エ
チ
レ
ン
）

（
削
る
）

（
削
る
）

（
削
る
）

四
・
五
・
六
・
七
―
テ

一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満

一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満

ト
ラ
ク
ロ
ロ
―
一
・
三

―
ジ
ヒ
ド
ロ
ベ
ン
ゾ
［
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ｃ
］
フ
ラ
ン
―
二
―
オ

ン
（
別
名
フ
サ
ラ
イ
ド

）

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
ジ
フ
ル

（
略
）

（
略
）

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
ジ
フ
ル

（
略
）

（
略
）

オ
ロ
エ
タ
ン
（
別
名
Ｃ

オ
ロ
エ
タ
ン
（
別
名
Ｃ

Ｆ
Ｃ
―
一
一
二
）

Ｆ
Ｃ
―
一
一
二
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

ホ
ス
ゲ
ン

（
略
）

（
略
）

ホ
ス
ゲ
ン

（
略
）

（
略
）

（
削
る
）

（
削
る
）

（
削
る
）

ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン

一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満

一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満

ト

（
二
―
ホ
ル
ミ
ル
ヒ
ド

（
略
）

（
略
）

（
二
―
ホ
ル
ミ
ル
ヒ
ド

（
略
）

（
略
）

ラ
ジ
ノ
）
―
四
―
（
五

ラ
ジ
ノ
）
―
四
―
（
五

―
ニ
ト
ロ
―
二
―
フ
リ

―
ニ
ト
ロ
―
二
―
フ
リ

ル
）
チ
ア
ゾ
ー
ル

ル
）
チ
ア
ゾ
ー
ル

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
―
メ
チ
ル
―
二
・
四

（
略
）

（
略
）

二
―
メ
チ
ル
―
二
・
四

（
略
）

（
略
）

―
ペ
ン
タ
ン
ジ
オ
ー
ル

―
ペ
ン
タ
ン
ジ
オ
ー
ル

（
削
る
）

（
削
る
）

（
削
る
）

二
―
メ
チ
ル
―
Ｎ
―
［

一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満

一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満

三
―
（
一
―
メ
チ
ル
エ

ト
キ
シ
）
フ
ェ
ニ
ル
］

ベ
ン
ズ
ア
ミ
ド
（
別
名

メ
プ
ロ
ニ
ル
）
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Ｓ
―
メ
チ
ル
―
Ｎ
―
（

（
略
）

（
略
）

Ｓ
―
メ
チ
ル
―
Ｎ
―
（

（
略
）

（
略
）

メ
チ
ル
カ
ル
バ
モ
イ
ル

メ
チ
ル
カ
ル
バ
モ
イ
ル

オ
キ
シ
）
チ
オ
ア
セ
チ

オ
キ
シ
）
チ
オ
ア
セ
チ

ミ
デ
ー
ト
（
別
名
メ
ソ

ミ
デ
ー
ト
（
別
名
メ
ソ

ミ
ル
）

ミ
ル
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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（
労
働
安
全
衛
生
規
則
及
び
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

労
働
安
全
衛
生
規
則
及
び
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
四
年
厚
生
労
働
省
令
第

二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
改
正
前
欄
の
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
別
表
第
二
中

ポ
ル
ト
ラ

（
二
―
ホ
ル
ミ

ン
ド
セ
メ
ン
ト

（
略
）

を

四
―
（
五
―
ニ

）
チ
ア
ゾ
ー
ル

（
新
設
）

二
―
メ
チ
ル
―
Ｎ

ル
ヒ
ド
ラ
ジ
ノ
）
―

（
略
）

メ
チ
ル
エ
ト
キ
シ

ト
ロ
―
二
―
フ
リ
ル

に
、

ン
ズ
ア
ミ
ド
（
別

Ｓ
―
メ
チ
ル
―
Ｎ

バ
モ
イ
ル
オ
キ
シ

デ
ー
ト
（
別
名
メ
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―
［
三
―
（
一
―

（
略
）

（
新
設
）

）
フ
ェ
ニ
ル
］
ベ

名
メ
プ
ロ
ニ
ル
）

を

Ｓ
―
メ
チ
ル
―
Ｎ
―
（

バ
モ
イ
ル
オ
キ
シ
）
チ

―
（
メ
チ
ル
カ
ル

（
略
）

デ
ー
ト
（
別
名
メ
ソ
ミ

）
チ
オ
ア
セ
チ
ミ

ソ
ミ
ル
）

メ
チ
ル
カ
ル

（
略
）

に
改
め
、
同
表
改
正
後
欄
の
労
働
安

オ
ア
セ
チ
ミ

ル
）

全
衛
生
規
則
別
表
第
二
中

ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト

（
略
）

（
二
―
ホ
ル
ミ
ル
ヒ
ド
ラ
ジ
ノ
）
―

（
略
）

を

四
―
（
五
―
ニ
ト
ロ
―
二
―
フ
リ
ル

）
チ
ア
ゾ
ー
ル
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Ｎ
―
メ
チ
ル
ホ
ル
ム
ア
ミ
ド

〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
未
満

〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト

二
―
メ
チ
ル
―
Ｎ
―
［
三
―
（
一
―

（
略
）

メ
チ
ル
エ
ト
キ
シ
）
フ
ェ
ニ
ル
］
ベ

に
、

ン
ズ
ア
ミ
ド
（
別
名
メ
プ
ロ
ニ
ル
）

Ｓ
―
メ
チ
ル
―
Ｎ
―
（
メ
チ
ル
カ
ル

（
略
）

バ
モ
イ
ル
オ
キ
シ
）
チ
オ
ア
セ
チ
ミ

デ
ー
ト
（
別
名
メ
ソ
ミ
ル
）

未
満

Ｎ
―
メ
チ
ル
ホ
ル
ム
ア
ミ
ド

〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
未
満

〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満

を

Ｓ
―
メ
チ
ル
―
Ｎ
―
（
メ
チ
ル
カ
ル

（
略
）

バ
モ
イ
ル
オ
キ
シ
）
チ
オ
ア
セ
チ
ミ

デ
ー
ト
（
別
名
メ
ソ
ミ
ル
）

に
改
め
る
。
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附

則

こ
の
省
令
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
五
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号
）
第
一
条
の
規
定

の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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基 発 0830第 １ 号  

令和５年８月30日 

 

都道府県労働局長  殿 

 

厚生労働省労働基準局長 

（ 公 印 省 略 ）    

 

労働安全衛生法施行令の一部を改正する政令等の施行について 

 

労働安全衛生法施行令の一部を改正する政令（令和５年政令第265号。以下

「改正政令」という。）及び労働安全衛生規則及び労働安全衛生規則及び特定

化学物質障害予防規則の一部を改正する省令の一部を改正する省令（令和５年

厚生労働省令第108号。以下「改正省令」という。）については、令和５年８

月30日に公布され、公布日から施行（一部については、令和７年４月１日から

施行）することとされたところである。その改正の趣旨、内容等については、

下記のとおりであるので、関係者への周知徹底を図るとともに、その運用に遺

漏のなきを期されたい。 

 

記 

 

第１ 改正の趣旨 

労働安全衛生法（昭和47年法律第57号。以下「法」という。）第57条第１項の

規定に基づき、労働安全衛生法施行令（昭和47年政令第318号。以下「令」とい

う。）第18条に定める化学物質については、譲渡又は提供に当たって容器等に名

称等を表示（以下「ラベル表示」という。）しなければならないとされている。

また、法第57条の２第１項の規定に基づき、令第18条の２に定める化学物質につ

いては、譲渡又は提供に当たって名称等を文書の交付等（以下「ＳＤＳ交付等」

という。）により相手方に通知しなければならないとされている。 

今般、化学物質による危険性・有害性に関する情報伝達の仕組みの整備・拡充

を図るため、ラベル・ＳＤＳ対象物質（ラベル表示をしなければならない化学物

質及びＳＤＳ交付等をしなければならない化学物質をいう。以下同じ。）の範囲

について、国が行うＧＨＳ分類（日本産業規格Ｚ7252（ＧＨＳに基づく化学品の

分類方法）に定める方法による化学物質の危険性及び有害性の分類をいう。以下

同じ。）の結果、危険性又は有害性があると区分された全ての化学物質とする考

え方に転換する。 

これに伴い、ラベル・ＳＤＳ対象物質の規定方法を令第18条及び第18条の２の

規定に基づき令別表第９に個々の物質名を列挙する方法から、令において性質
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や基準を包括的に示し、規制対象の外枠を規定した上で、厚生労働省令において

当該性質や基準に基づき個々の物質名を列挙する方法へ改正を行うとともに、

ラベル・ＳＤＳ対象物質の追加等を行うため、令及び労働安全衛生規則（昭和47

年労働省令第32号。以下「安衛則」という。）について、所要の改正を行ったも

のである。 

 

第２ 改正の要点 

１ 改正政令関係 

（１）ラベル・ＳＤＳ対象物質に係る規定方法の変更（令第18条、第18条の２

及び別表第９関係） 

ラベル・ＳＤＳ対象物質を、国が行うＧＨＳ分類の結果、危険性又は有

害性があるものと令和３年３月31日までに区分された物のうち厚生労働省

令で定めるものとし、元素及び当該元素から構成される化合物であって包

括的にラベル・ＳＤＳ対象物質とすべきものについては、改正政令による

改正後の令別表第９で定めたこと。 

 

（２）ラベル・ＳＤＳ対象物質の削除（令別表第９関係） 

（１）の規定方法の変更により、ラベル・ＳＤＳ対象物質から除外され

る７物質について、（１）の施行に先立ってラベル・ＳＤＳ対象物質から

削除したこと。 

 

（３）その他 

 ラベル・ＳＤＳ対象物質を含有する製剤その他の物に関する裾切値を安

衛則別表第２で規定していたところ、告示で定めること、その他所要の改

正を行ったものであること。 

 

（４）施行期日（改正政令附則第１条関係） 

   改正政令は、公布日（（１）については令和７年４月１日）から施行す

ること。 

 

（５）経過措置（改正政令附則第２条及び第３条関係） 

ア 改正政令により新たにラベル・ＳＤＳ対象物質に追加される物質のう

ち、国が行うＧＨＳ分類の結果、有害性の区分が区分１以外と区分され

たものについては、令和８年３月31日までの間は、法第57条及び第57条

の２の規定を適用しないこと。 

イ 改正政令により新たにラベル・ＳＤＳ対象物質に追加される物質のう

ち、令和７年４月１日に施行される物質であって施行の日において現に

存するものについては令和８年３月31日までの間、アの経過措置の対象
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となる物質であって令和８年４月１日において現に存するものについて

は令和９年３月31日までの間は、ラベル表示に係る法第57条第１項の規

定を適用しないこと。 

 

２ 改正省令関係 

（１）ラベル・ＳＤＳ対象物質の削除に伴う裾切値の規定の削除（安衛則別表

第２関係） 

改正政令の施行に伴い、ラベル・ＳＤＳ対象物質から除外される７物質

について、安衛則別表第２より削除したこと。 

 

（２）その他 

その他所要の改正を行ったこと。 

 

（３）施行期日（改正省令附則関係） 

   改正省令は、公布日から施行すること。 

 

第３ 細部事項 

１ 改正政令関係 

（１）ラベル・ＳＤＳ対象物質に係る規定方法の変更（令第18条、第18条の２

及び別表第９関係）    

ア 令第18条第１号及び第18条の２第１号で規定する令別表第９に掲げる

物は、特定の元素から構成される化合物について米国産業衛生専門家会

議（ＡＣＧＩＨ）等の諸機関において職業ばく露限界値が包括的に設定

されていることから、元素及び当該元素から構成される化合物を包括的

にラベル・ＳＤＳ対象物質として規定したものであること。 

イ 令第18条第１号括弧書きで規定する化学物質のうち、改正政令による

改正前の令第18条第１号においてラベル表示の適用対象から除外されて

いた白金、フェロバナジウム、モリブデンについては、国が行うＧＨＳ

分類の結果、皮膚刺激性の区分に該当するものと区分されているため、

ラベル表示の適用の対象としたこと。 

ウ 令第18条第２号の「危険性又は有害性があるものと令和３年３月31日

までに区分された物」とは、令和２年度までに実施された国が行うＧＨ

Ｓ分類の結果、物理化学的危険性又は健康に対する有害性のいずれかの

区分に該当すると区分された物をいうこと。なお、国が行うＧＨＳ分類

の結果については、独立行政法人製品評価技術基盤機構のホームページ

において公表されていること。 

エ 令第18条第２号ハ及び第18条の２第２号ハについては、国が行うＧＨ

Ｓ分類の結果、特定標的臓器毒性（単回ばく露）又は特定標的臓器毒性
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（反復ばく露）の呼吸器又は気道刺激性のいずれかの区分に該当し、か

つ、危険性又はその他の有害性の区分に該当すると区分されていないも

のをいうこと。なお、当該物質は、粉じんとしての有害性のみを有する

物質であり、従来、じん肺法（昭和35年法律第30号）や粉じん障害防止

規則（昭和54年労働省令第18号。以下「粉じん則」という。）において

粉じんとしての物理的な作用による健康障害を防止するために必要な規

制を行っていることから、ラベル・ＳＤＳ対象物質から除外した趣旨で

あること。 

オ 令第18条第２号及び第18条の２第２号の「厚生労働省令で定めるも

の」については、別途厚生労働省令で示される予定であること。 

カ 令第18条第３号及び第18条の２第３号で定める厚生労働大臣の定める

基準（裾切値）については、改正前は安衛則別表第２で規定していたと

ころ、規定方法の見直しを踏まえ、改正後は、告示で定める予定である

こと。 

キ 令別表第９に掲げる物の範囲についての留意事項は以下のとおりであ

ること。 

（ア）令別表第９第１号の「アリル水銀化合物」とは、芳香族環を有する

有機水銀化合物をいうこと。 

（イ）令別表第９第４号のアルミニウムについては、アルミニウム単体又

はアルミニウムを含有する製剤その他の物（以下「アルミニウム等」

という。）であって、サッシ等の最終の用途が限定される製品であ

り、かつ当該製品の労働者による組立て、取付施工等の際の作業によ

ってアルミニウム等が固体以外のものにならずかつ粉状（インハラブ

ル粒子）にならないものは、一般消費者の生活の用に供するものとし

てラベル表示・ＳＤＳ交付等及び危険性又は有害性等の調査等の対象

にならないものとして取り扱って差し支えないこと。 

（ウ）令別表第９第４号の「水溶性」とは、当該物質１グラムを溶かすの

に必要な水の量が100ミリリットル未満であるものをいうこと(令別表

第９第10号、第17号、第18号、第20号、第25号、第27号、第29号にお

いて同じ。)。 

（エ）令別表第９第８号の「ウラン及びその化合物」には、改正政令によ

る改正前の令別表第９第59号の２「ウラン」、第413号の２「二酢酸

ジオキシドウラン（Ⅵ）及びその二水和物」及び第416号の２「二硝

酸ジオキシドウラン（Ⅵ）六水和物」を含むものであること。 

（オ）令別表第９第15号の「すず及びその化合物」には、改正政令による

改正前の令別表第９第396号「トリシクロヘキシルすず＝ヒドロキシ

ド」を含むものであること。 

（カ）令別表第９第32号の「沃
よう

素及びその化合物」のうち、「その化合
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物」とは、沃化物をいうものであること。なお、沃化物とは、沃素と

それより陽性な原子又は基との化合物をいうこと。 

 

（２）ラベル・ＳＤＳ対象物質の削除（令別表第９関係） 

ア 令別表第９から削除された７物質のうち、酸化アルミニウム及びポル

トランドセメント（以下「酸化アルミニウム等」という。）については

令第18条第２号ハ及び令第18条の２第２号ハに該当することから、ラベ

ル・ＳＤＳ対象物質から削除したものであること。酸化アルミニウム等

以外の５物質については、国が行うＧＨＳ分類の結果、危険性又は有害

性があるものと区分されていないことから、ラベル・ＳＤＳ対象物質か

ら削除したものであること。 

ただし、酸化アルミニウム等の取扱い作業については、じん肺法や粉

じん則に規定する措置を適切に講じる必要があること。また、酸化アル

ミニウム等以外の５物質については、ＧＨＳ分類を行うための十分な情

報が得られなかったため、危険性又は有害性があるものと区分されてい

ない場合も含まれていることから、令別表第９から削除された７物質は

危険性又は有害性がないことを理由に令別表第９から削除されたもので

はないことに留意すること。 

なお、ポルトランドセメントについては、その粉じんが皮膚や眼に付

着した場合に水と反応して水酸化カルシウム等が生成され、当該物質に

より皮膚や眼に障害を与えることが報告されていることから、ポルトラ

ンドセメントを皮膚や眼に触れる状態で譲渡又は提供する場合には、安

衛則第24条の14及び第24条の15の規定によるラベル表示及びＳＤＳ交付

等において、水酸化カルシウムの皮膚や眼に触れた場合の有害性につい

て記載することが望ましいこと。 

イ 令別表第９から削除された７物質を含有する製剤その他の物であって

他のラベル・ＳＤＳ対象物質を裾切値以上含有するものについては、令

第18条第３号及び第18条の２第３号の規定に基づき、引き続きラベル表

示・ＳＤＳ交付等の義務対象であること。 

 



1 
 

「「労働安全衛生法施行令の一部を改正する政令案」、「労働安全衛生規則及び労働安全衛生

規則及び特定化学物質障害予防規則の一部を改正する省令の一部を改正する省令案」及び

「労働安全衛生規則の一部を改正する省令案」に関する御意見の募集について」に対して寄

せられた御意見等について 

 

令 和 ５ 年 ８ 月 3 0 日 

厚 生 労 働 省 労 働 基 準 局 安 全 衛 生 部 

化 学 物 質 対 策 課 

 

標記について、令和５年６月 21 日から令和５年７月 20 日までの間、ホームページを通じ

て御意見を募集したところ、計 54件の御意見をいただき、うち 49 件は本件に関する御意

見、残り５件は本件とは関係の無い御意見でした。 

お寄せいただいた本件に関する御意見の要旨とそれに対する厚生労働省の考え方について

は、次のとおりです（取りまとめの都合上、お寄せいただいた御意見のうち、同趣旨のもの

は適宜集約しております。）。 

今回、御意見をお寄せいただきました方々の御協力に厚く御礼申し上げます。 

 

番

号 
御意見の要旨 御意見に対する考え方 

１ 【法令の名称】 

「労働安全衛生規則及び労働安全衛生規則

及び特定化学物質障害予防規則の一部を改

正する省令の一部を改正する省令案」につ

いて、冒頭の「労働安全衛生規則」は、施行

令から削除される７物質関係、続く「労働

安全衛生規則及び特定化学物質障害予防規

則の一部を改正する省令」は、令和４年２

月 24 日に公布された厚生労働省令第 25 号

のことを指すのか。さらに、「労働安全衛生

規則の一部を改正する省令案」は、令和８

年度施行分のことを指すのか。 

「労働安全衛生規則及び労働安全衛生規則

及び特定化学物質障害予防規則の一部を改

正する省令の一部を改正する省令案」は、省

令案概要２（１）について、労働安全衛生規

則（昭和 47 年労働省令第 32号。以下「安衛

則」という。）及び「労働安全衛生規則及び特

定化学物質障害予防規則の一部を改正する

省令（令和４年厚生労働省令第 25号）」の改

正を行うものです。また、「労働安全衛生規則

の一部を改正する省令案」は、省令案概要２

（２）から（４）までについて所要の改正を

行うものです。 

２ 【対象物質の規定方法】 

・令別表第９が削除されることになるが、

これまで対象物質に割り当てられていた通

し番号もなくなるということか。それとも、

新しい番号が割り当てられるのか。その場

合、対象物質が追加されるたびに番号が変

更になるのか。 

本改正案による改正前の労働安全衛生法

施行令（昭和 47年政令第 318 号。以下「令」

という。）別表第９の号番号はなくなり、省

令で番号を示すこととなりますが、当該番

号は一定の法令上のルールに従って付さ

れるため、ラベル表示・ＳＤＳ交付等の義

務対象物質（以下「ラベル・ＳＤＳ対象物

質」という。）の追加等の際に変更される場
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・今回、省令で対象物が指定されるが、対象

物の特定を容易にするための整理番号（省

令の改正による物質の追加があっても番号

が不変であるもの）を付与していただきた

い。同一物質であっても、規制される法令

ごとに名称があり、物質名だけでどの法令

のどの物質に該当するかを示すのは煩雑な

ので、政省令の番号で情報提供を行うこと

があるが、この番号が改正ごとに変化する

と、そのたびに情報提供のやり直しとなる

ので、固定された番号を付与してほしい。 

合があります。なお、ＳＤＳの適用法令欄

には該当する物質の名称を記載すること

とされており、法令上の番号を記載する義

務はありません。 

また、ＣＡＳ番号は法令には記載しません

が、ホームページ等においては参考として

記載する予定です。 

３ 【対象物質の規定方法】 

省令案概要別表 1 の＊６「ＣＡＳ番号は本

省令では規定しないが、参考として示すも

の。・・・ラベル・ＳＤＳ交付等の義務対象

物質の当否の判断は物質名で行う。」となっ

ている。化学物質管理においてＣＡＳでの

法規該当、非該当は非常に重要であり、海

外においてもＣＡＳ番号にて判断を行って

いる。安衛法で定める化学物質で該当の場

合は、ＣＡＳ番号を示すべき。先ずはＣＡ

Ｓ番号を示し、異性体等のＣＡＳ番号違い

がある場合は、相談窓口を設置し判断を示

し、その後、その異性体のＣＡＳ番号を追

加すべき。 

ＣＡＳ番号は日本政府が定めたものでは

ないため、労働安全衛生法令においては、

化学物質の名称で規制対象を規定してお

ります。 

なお、ＣＡＳ番号は法令には記載しません

が、ホームページ等においては参考として

記載する予定です。 

４ 【対象物質の規定方法】 

・省令案概要別表２に、窒素やアルゴン（い

ずれも高圧のガスの状態のものに限る。）が

あるが、当該各ガスはＧＨＳ分類において、

「高圧ガス」の危険有害性クラスのうち、

状態により「圧縮ガス」、「液化ガス」又は

「深冷液化ガス」の区分に該当する。「（高

圧のガスの状態のものに限る。）」の記載は、

「圧縮ガス」の区分のみを指すのか、それ

とも「圧縮ガス」、「液化ガス」及び「深冷液

化ガス」を含む「高圧ガス」の危険有害性ク

ラスに該当する場合に限るという意図なの

か。後者の場合、解釈に齟齬が生じないよ

う記載を修正することを提案する。 

省令案概要のラベル・ＳＤＳ対象物質中、

「高圧のガスの状態のものに限る。」は、国

によるＧＨＳ分類結果で、高圧ガスの危険

性区分のみに該当するものを指します。

JIS Z7252 の高圧ガスの判定基準には、圧

縮ガス、液化ガス、深冷液化ガス、溶解ガ

スが含まれており、これらに該当するもの

も含まれます。 

なお、ラベル・ＳＤＳ対象物質の範囲に係

る解釈の詳細については、施行通達におい

て示すこととしています。 
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・省令案概要別表２のうち、酸素、窒素、ア

ルゴン、ヘリウム（以下「酸素等」という）

に関して、酸素等は「高圧のガスの状態の

ものに限る。」とあるが、“高圧のガスの状

態”の定義は何か。また、酸素等の液化ガス

を貯蔵等している場合、気相部分に高圧の

ガスの状態がある場合は、ラベル表示・Ｓ

ＤＳ交付等の義務対象物質に該当するか。 

５ 【対象物質の規定方法】 

単純窒息性や高圧ガスであることによる健

康障害は、本件の規制対象ではなく、他の

立て付け（酸欠則やボイラー則、高圧ガス

保安法など）で規制すべき。 

本改正案は、令和３年３月 31 日までに実

施された国によるＧＨＳ分類の結果、危険

性又は健康有害性があると区分されたも

のについて、ラベル・ＳＤＳ対象物質とす

るものです。 

なお、他法令において規制されるべき危険

性又は健康有害性を有する物であっても、

労働安全衛生法（昭和 47 年法律第 57 号。

以下「法」という。）第 57 条及び第 57 条の

２に規定するラベル・ＳＤＳ対象物質並び

に法第 57 条の３に規定するリスクアセス

メント対象物となります。 

６ 【対象物質の規定方法】 

・規制対象となる化学物質は危険・有害性

のあるものを対象とすべきであることは大

前提であり、そのためには、規制対象とな

る化学物質に関する一次データが確認でき

るものでなければならない。一次データと

しては、例えば、政府向けＧＨＳ分類ガイ

ダンス「図表 3.1.1 情報源ランクの種類と

定義」「3.2. データ採用基準」を参考に、

次の１から３が考えられる。 

１．規制対象となる化学物質を継続的に使

用しているヒトに発生する疾病で、その

化学物質が原因であることが明らかなも

の 

２．GLP基準で問題のないデータを出す力が

あることを認められた機関がだす規制対

象となる化学物質データに基づくもの 

３．検証可能な形で発行された論文に基づ

き、かつ再現性が確認されたもの 

国によるＧＨＳ分類は、複数の専門家が分

類を実施した時点での最新の基準に従っ

て行い、参照した文献を明示しています。 

さらに、国によるＧＨＳ分類は、政府向け

ＧＨＳ分類ガイダンスに従って複数の専

門家が実施しており、採用する情報源及び

データの基準についても政府向けＧＨＳ

分類ガイダンスに明記しています。また、

各物質の分類の根拠となる情報源につい

ては、（独）製品評価技術基盤機構（以下「Ｎ

ＩＴＥ」という。）のホームページに掲載さ

れた各物質のＧＨＳ分類結果で確認でき

ます。 
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一方、次の４、５は根拠薄弱であり、国が行

う化学品の分類に採用すべきではない。 

４．ＧＬＰを持たない大学や病院等の研究

者が著者である論文のうち、再現性を確認

できないもの 

５．単発の疾病事例の紹介記事 

４や５を含むデータで分類されているよう

に見える国が行う化学品の分類に対する信

頼感はなく、分類に使用した根拠文献の開

示もなく検証できない。 

対象物質の性質や基準を包括的に示し、規

制対象の外枠を規定する方法への変更には

賛成だが、国が行う化学品の分類について

は、参考とする文献の基準を明らかにし、

国が行う化学品ごとに参考文献をつけ、国

民の検証が可能となる環境を整備すべき。 

・今後は国が分類したＧＨＳ分類を法令の

根拠として指定することとなるが、このＧ

ＨＳ分類自体はこれまで意見募集されたも

のではないため、これ自体を改めてパブリ

ックコメントに付すべきではないか。 

・「国のＧＨＳ分類結果」に、一部情報が古

く国際的なエビデンスとの乖離が見られる

ため、今般の改正は見送り、ＧＨＳ分類結

果を見直した後に再度改正を行って欲し

い。参考例として、省令案概要別表２の 535 

「非晶質シリカ（シリカゲル及び沈降シリ

カに限る。）」の国のＧＨＳ分類では、眼に

対する重篤な損傷性／眼刺激性が区分２と

されているが、OECD SIDS (Chemical Name 

Silica gel, crystal-free)では、現在は眼

に対する重篤な損傷性／眼刺激性は無いと

されている。このように、2015 年に行われ

た国のＧＨＳ分類結果と異なる物があり、

現有の「国が行ったＧＨＳ分類結果」を基

に通知・表示対象義務化学物質を取捨選択

するのは、時期尚早と思われる。なお、ＧＨ

Ｓ分類を現在のJIS Z7252;2019をベースに

見直した後であれば、「ＧＨＳ分類結果から
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通知・表示対象物質の取捨選択を行う」こ

とを主旨する、提案された政令・省令案に

賛成できる。 

・省令案概要別表２の「フタル酸ジイソデ

シル」（別名 DIDP）について、リスト化した

論拠は、国のＧＨＳ分類の生殖毒性区分２

であると推察しているが、我々の団体では、

「国のＧＨＳ分類の引用文献ではラットに

混餌投与による F2 世代生殖試験において

F2世代での仔で生後１及び４日目の生存率

の低下が認められてはいるが、親動物での

肝臓及び腎臓の有意な増加などの一般毒性

が発現している事から、その二次的影響に

よるものの可能性が高いと考えられる。」こ

とを分類根拠に生殖毒性のＧＨＳ分類を

「区分に該当しない」と判定している。 

国外（欧米）での DIDP に対する毒性の位置

付け（状況）をみると、豪州 NICNAS（国家

工業化学物質届出・評価制度）、欧州 EFSA

（欧州食品安全機関）、米国 NTP-CERHR（米

国国家毒性プログラムーヒト生殖リスク評

価センター）が発行する安全性報告書では、

ヒトにおける生殖・発達毒性物質ではない

との結論が出されている。また、予防原則

に基づき厳しい判断をする欧州化学品庁

（ECHA）でさえ、DIDP の生殖毒性は「区分

に 該 当 し な い 」 に 相 当 す る 「 No 

classification」に分類している。また、米

国での化学物質の環境排出量モニター状況

をみても、現時点では DIDP は Toxics 

Release Inventory (TRI) Program の対象

化学物質（ヒトにおいて、がんまたは催奇

形性作用、あるいは重篤または不可逆的な

生殖機能障害、神経障害、遺伝的遺伝子変

異、またはその他の慢性的な健康影響を引

き起こすことが知られているか、または引

き起こすことが合理的に予測される化学物

質）ではない。 
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DIDP は、日本国内外において消費者製品と

して安全に使用されてきた実績があり、現

在では主要可塑剤になってきたフタル酸エ

ステルの一つである。主要な国や地域での

ハザード分類は、ほぼ共通の科学的なエビ

デンスを踏まえて no classification とさ

れている。我々の団体の分類根拠に加え、

規制に厳しい欧米当局の科学的判定結果も

鑑み、国によるＧＨＳ再分類と省令案概要

別表２からの取り下げを強く要望する。 

・省令案概要別表２の「フタル酸ジイソノ

ニル」（別名 DINP）について、DINP をリス

ト化した案の論拠は、国のＧＨＳ分類の生

殖毒性区分２であると推察しているが、

我々の団体では「ラットでは妊娠、或いは

授乳期の母獣に 555-1,129mg/kg/day を投

与しても雌雄の仔獣の妊性や生殖器の構造

に全く影響は認められなかった。また妊娠

ラットの器官形成期に強制経口投与した発

生毒性試験では、母動物性(体重増加抑制、

摂取量減少)がみられた 1,000mg/kg/day 

で、胎児に骨格異常の増加がみられたが、

これは母性毒性の二次的影響により発現し

た非特異変化の可能性が高いと推察され

る。」ことを分類根拠に生殖毒性のＧＨＳ分

類を「区分に該当しない」と判定している。 

国外（欧米）での DINP に対する毒性の位置

付け（状況）をみると、2017 年以降、米国

科学アカデミー (NAS)および欧州化学品庁

（ECHA）よる直近の系統的レビューで、DINP

はヒトにおける生殖・発達毒性物質ではな

いとの結論が出されている。 

また、米国での化学物質の環境排出量モニ

ター状況をみても、現時点では DINP は

Toxics Release Inventory (TRI) Program

の対象化学物質ではない。 

DINP は、日本国内外において消費者製品と

して安全に使用されてきた実績があり、現

在では主要可塑剤になってきたフタル酸エ
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ステルの一つである。主要な国や地域での

ハザード分類は、ほぼ共通の科学的なエビ

デンスを踏まえて no classification とさ

れている。我々の団体の分類根拠に加え、

規制に厳しい欧米当局の科学的判定結果も

鑑み、国によるＧＨＳ再分類と省令案概要

別表２からの取り下げを強く要望する。 

・硝酸亜鉛と硝酸亜鉛六水和物の特定標的

臓器毒性（単回ばく露）の区分の違いにつ

いて、同じ物質の結晶水の有無だけで異な

るＧＨＳ分類結果を充てるのは適切とは思

えない。こうした事例は他の結晶水の有無

やカチオンの違いに対しての類似性につい

ても、ある時は同等と見なして分類し、あ

る時は個々のデータで分類されている。こ

の様な一貫性のない分類基準で規制対象を

広げることに対してどの様に考えているの

か。 

・省令案概要別表１では 194「エチレンジア

ミン四酢酸」(以下、EDTA)が、省令案概要別

表２では 81「エチレンジアミン四酢酸四ナ

トリウム」(以下、EDTA-4Na)がそれぞれ掲載

されている。国のＧＨＳ分類結果を見ると、

EDTA と EDTA-4Na の特定標的臓器毒性（反

復暴露）の区分に整合がみられない。根拠

文書を精査し、指定のあり方を見直すべき。 

・アルキルベンゼンスルホン酸とその塩関

係について、省令案概要別表１の 886「ドデ

シルベンゼンスルホン酸」[C=12]、省令案概

要別表２の411「デシルベンゼンスルホン酸

及びそのナトリウム塩」[C=10]、59「ウンデ

シルベンゼンスルホン酸並びにそのアンモ

ニウム塩及びナトリウム塩」[C=11]、437「ド

デシルベンゼンスルホン酸のアンモニウム

塩及びナトリウム塩」[C=12]、457「トリデ

シルベンゼンスルホン酸及びそのナトリウ

ム塩」[C=13]、418「テトラデシルベンゼン

スルホン酸及びそのナトリウム塩」[C=14]

について、酸としては C=12 のみが指定され
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ているが、国のＧＨＳ分類の根拠を見ると、

ドデシルベンゼンスルホン酸の眼に対する

重篤な損傷性／眼刺激性の分類結果には疑

義がある。これらの一連の物質の根拠とし

て使われているデータなどから見ても、本

物質群は、「直鎖アルキルベンゼンスルホン

酸及びその塩（C=10～14）」として指定すべ

きではないか。 

・省令案概要別表１の 218「塩化カルシウ

ム」について、国によるＧＨＳ分類結果の

皮膚腐食性／刺激性と眼に対する重篤な損

傷性／眼刺激性の区分は、分類根拠を踏ま

えると矛盾している。他にもこうした問題

がないのか、規制をするにはこうした矛盾

したデータについての疑問を払拭してから

実施すべき。 

７ 【対象物質の規定方法】 

・省令案概要別表１、別表２の物質につい

て、今回の追加対象物質が「国が行う化学

品の分類の結果、危険性又は有害性がある

ものと令和３年３月 31 日までに区分され

た物」であることから、今後は非常に多く

の製剤が安衛法に該当する。その結果、液

性が中性で家庭用品としても使用されるよ

うな製剤（例として、食器用中性洗剤）を業

務用として供する場合に、「保護具の使用に

よる皮膚等障害化学物質等への直接接触の

防止（安衛則第 594 条の２第１項関係）」の

保護具着用の義務対象となることが起こり

える（例として、別表 1の 1281「ポリ（オ

キシエチレン）＝ドデシルエーテル硫酸エ

ステルナトリウム」は、家庭用や業務用を

問わず幅広く食器用中性洗剤に使用されて

いる）。このように、現に保護手袋や保護メ

ガネを着用せずに家庭で日常的に使用され

ている物質を根拠に、保護具着用の義務化

を要求するのは過剰である。 

以上を踏まえて、省令案概要別表１、２で

追加される対象物について、用途を考慮し

本改正案では、令和３年３月 31 日までに

実施された国によるＧＨＳ分類の結果に

おいて危険性又は健康有害性があると区

分された物をラベル・ＳＤＳ対象物質とし

ています。これらの物質については、事業

場によって様々な状態や用途で取り扱わ

れることが想定されることから、製剤中に

含有される状態や用途に関わらず、ラベル

表示・ＳＤＳ交付等の対象としています。

ただし、主として一般消費者の生活の用に

供するための製品としてアからカに該当

する物については、ラベル表示・ＳＤＳ交

付等の対象から除外されています。 

ア 医薬品、医療機器等の品質、有効性及

び安全性の確保等に関する法律（昭和 35

年法律第 145 号）に定められている医薬

品、医薬部外品及び化粧品 

イ 農薬取締法（昭和 23 年法律第 125 号）

に定められている農薬 

ウ 労働者による取扱いの過程において

固体以外の状態にならず、かつ、粉状又

は粒状にならない製品 
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た見直しを希望する。具体的には、「有害物

質を含有する家庭用品の規制に関する法

律」のように対象用途と物質の組み合わせ

で規制を行う、もしくは規制の対象除外を

定める等が考えられる。 

このような規制緩和が実施されない場合、

労働者の安全を守る目的からすると過剰な

負担が企業に課されると考える。 

・今回の追加対象物質は「国が行う化学品

の分類の結果、危険性又は有害性があるも

のと令和３年３月 31 日までに区分された

物」であり、洗剤の原料の多くが該当して

いるため、台所用合成洗剤であっても強ア

ルカリ性の洗浄剤であってもユーザーは同

じように対応を迫られるようになる。そう

なると、洗剤の危険性としては大きな差が

ある台所用合成洗剤と強アルカリ性洗浄剤

が、ユーザーから同じような危険有害性が

あると誤解を招いてしまう。エタノールや

プロピレングリコールを配合した台所用合

成洗剤と、水酸化ナトリウムを配合した強

アルカリ性洗浄剤でＧＨＳのシンボルは同

じになっているのが現状であり、さらに追

加対象物質を広げることで「何でもかんで

も安衛法に該当して危険」と間違った認識

を与えてしまう可能性が高い。これではユ

ーザーに本来の危険有害性を伝えることが

ますます難しくなり、本来の法律の意図と

はかけ離れた状況となるのではないか。こ

ういった実情を鑑み、対象物質の拡大を再

検討いただきたい。 

・省令案概要別表 1の 1171「プロピレング

リコール」について、ＧＨＳ分類の特定標

的臓器毒性の単回暴露および反復暴露の項

目で区分１に分類されているが、これらの

区分は、経口および蒸気での大量摂取が根

拠データとして挙げられている。プロピレ

ングリコールは幅広く様々な製剤（食器用

中性洗剤や食器洗浄機用乾燥仕上げ剤な

エ 表示対象物又は通知対象物が密閉さ

れた状態で取り扱われる製品 

オ 一般消費者のもとに提供される段階

の食品 

カ 家庭用品品質表示法（昭和 37 年法律

第 104 号）に基づく表示がなされている

製品、その他一般消費者が家庭等におい

て私的に使用することを目的として製

造又は輸入された製品 
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ど）に供されているが、その多くは経口お

よび蒸気での摂取は通常想定されていない

用途で使用される。このように、本来の用

途では想定されない摂取方法を根拠として

安衛法上の規制を行うのは、過剰な反応で

ある。また、エタノールが「労働安全衛生規

則第 577 条の２第３項の規定に基づきがん

原性がある物として厚生労働大臣が定める

もの（がん原性物質）」の対象から除外とな

る理由として「業務として大量のエタノー

ルを経口摂取することは通常想定されない

こと」が挙げられている。 

以上の点から、本改正の対象物質について

も、根拠となる摂取方法が業務として通常

想定されるかどうかを考慮した見直しを要

望する。対象物質の個別の見直しが難しい

場合は、有害性の根拠データが業務として

通常想定される摂取方法とは異なる場合は

除外できる等の例外規定を設ける検討をお

願いする。 

このような規制の緩和が実施されない場

合、労働者の安全を守る目的からすると過

剰な負担が企業に課されると考える。 

８ 【包括指定物質】 

政令案概要別表１の 30「マンガン及びその

無機化合物」について、一方で労働安全衛

生法施行令別表第三第二号 33では「マンガ

ン及びその化合物」とされている。マンガ

ンの有機化合物は、個別にラベル表示およ

びＳＤＳ交付の義務が課せられている物を

除いて、特定化学物質でありながらラベル

表示及びＳＤＳ交付の義務対象にはならな

いことが、現行はもとより改正後も継続す

ることになるが、合理的な理由があるのか。 

「マンガン及びその無機化合物」は、化合

物の種類を問わず有害性が認められると

いう情報に基づき包括的に米国産業衛生

専門家会議（ＡＣＧＩＨ）の職業ばく露限

界値が設定されているものであり、同様の

考え方でラベル・ＳＤＳ対象物質として従

来から規定しているものです。一方で、無

機化合物に該当しないマンガン化合物で

国によるＧＨＳ分類で危険性又は有害性

があるものと区分された物については、省

令案概要２（３）に記載のとおり、安衛則

で個別に規定することとしています。 

９ 【包括指定物質】 

危険性、有害性が把握されている化学物質

について、モデルラベルやモデルＳＤＳが

職場のあんぜんサイトに公開されている

政令案概要２（１）アの「元素及び当該元

素から構成される化合物であって、包括的

にラベル表示・ＳＤＳ交付等の義務対象物

質とする必要がある物」（以下「包括指定物
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が、政令案概要別表１「元素及び当該元素

から構成される化合物を包括的に対象とす

る物」にある各名称を検索しても上記サイ

トでは検索されない。検索されるのは当該

元素から構成される化合物であり、総称名

として括れるような共通した同じ危険有害

性を持つ化学物質はなく、それぞれ別の危

険有害性を持つ化学物質はあるかもしれな

いとしか読み取れない。厚生労働省は危険

性、有害性が把握されている化学物質は公

開しているのだから包括的に対象とする必

要はなく、政令案概要別表１での指定はや

め、厚生労働省が危険・有害性を把握して

いる化学物質のみとするのが科学的に妥当

である。 

総称名での規制を行うためには、当該元素

から構成される化合物に対し包括的な危険

有害性があることが前提であるが、無機化

合物、有機化合物、配位化合物、有機金属化

合物やポリマー等を含む共通する有害性が

示された例は職場のあんぜんサイトにはな

い。包括的に対象とするのであれば、その

根拠となる共通する有害性を示し、先のサ

イトに公開すべき。 

よって、厚生労働省が現に危険有害性を把

握している個別の化学物質を対象とする規

制に問題はないが、職場のあんぜんサイト

で当該元素から構成される化合物を包括的

に対象とした物の情報を公開することな

く、政令案概要別表１「元素及び当該元素

から構成される化合物を包括的に対象とす

る物」として規制するのは問題であり、取

り下げるべき。 

質」という。）については、特定の元素から

構成される化合物が共通の有害性を有す

ることを根拠に、米国産業衛生専門家会議

（ＡＣＧＩＨ）等の諸機関において職業ば

く露限界値を包括的に設定しているもの

です。このことを根拠に、従前から令別表

第９において包括的にラベル・ＳＤＳ対象

物質として規定しており、その取扱いは従

前と同じです。なお、ウラン及びその化合

物は、今回の改正で包括指定物質に追加し

ています。 

10 【包括指定物質】 

包括指定はシステムなどでのＣＡＳ番号に

よる対象物質の特定ができず、各製品の組

成を個別に確認する必要があり、対象製品

の特定に大きな負荷がかかるため、包括指

定であっても、わかる限りの対象物のＣＡ

包括指定物質については、多数の物質が包

含されるため、ＣＡＳ番号の特定はできま

せんが、従前から令別表第９において包括

的にラベル・ＳＤＳ対象物質として規定し

ており、その取扱いは従前のとおりです。
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Ｓ番号等を示していただき、それを対象と

するようにしていただきたい。 

なお、ウラン及びその化合物は今回の改正

で包括指定物質に追加しています。 

11 【粉じんに係る規定】 

政令案概要２（１）イ（ウ）「危険性がある

ものと区分されていない物であって、粉じ

んの吸入によりじん肺その他の呼吸器の健

康障害を生ずる有害性のみがあるものと区

分されたもの」は、ラベル表示・ＳＤＳ交付

等の義務対象物質としない改正について、

「職場における化学物質等の管理のあり方

に関する検討会報告書」１（１）趣旨 5 行

目以降にある、有機粉じんによる肺疾患の

発生という労働災害を防ぐためとする目的

と相反する改正と思われる。物質毎の指定

が難しいのであれば、ラベル表示・ＳＤＳ

交付等の義務対象を、物質でなく、単独ま

たは混合物の製品の形状でラベル表示・Ｓ

ＤＳ交付等の義務を課すことを提案する。

「製品の性状」もしくは「製品の状態」が粉

状態であることを基準に「粉じんの吸入に

よりじん肺その他の呼吸器の健康障害を生

ずる有害性のみがあるものと区分されたも

の」に、ラベル表示・ＳＤＳ交付等の義務を

課すよう改正することを求める。なお、粉

じんを発生させる製品の定義として、ある

程度の時間、空気中を浮遊できる大きさで

ある「おおむね 100μm以下の粒子」が１ｗ

ｔ％以上含有するものとすることをあわせ

て提案する。 

粉じんとしての有害性のみを有する物質

については、従来より、じん肺法（昭和 35

年法律第 30 号）や粉じん障害防止規則（昭

和 54 年労働省令第 18号。以下「粉じん則」

という。）において、粉じんとしての物理的

な作用による健康障害を防止するために

必要な規制を行っていることから、ラベ

ル・ＳＤＳ対象物質から除外したもので

す。国によるＧＨＳ分類の結果で、特定標

的臓器毒性（単回ばく露）又は特定標的臓

器毒性（反復ばく露）で呼吸器又は気道刺

激性のみに区分が付いているものがこれ

に該当し、発がん性など他の有害性の区分

がついているものは該当せず除外対象と

なりません。なお、除外対象となったもの

であっても、安衛則第 24 条の 14及び第 24

条の 15 に基づくラベル表示・ＳＤＳ交付

等の努力義務の対象となります。 

12 【裾切値】 

・対象物質の裾切値が告示されるのはいつ

か。 

・裾切値について則別表第２が削除される

ことになるが、今後はどのような形で設定

されるのか。これまでのように個々の対象

物質ごとに裾切値が設定されるのか、或い

は、包括的な表現（例えば、有害性が区分１

と区分された物の裾切値は一律○○％）で

の設定になるのか。 

政令案概要２（２）ウ及び省令案概要２

（２）に記載のとおり、ラベル・ＳＤＳ対

象物質の裾切値は告示で規定することと

しており、告示を定める際には別途パブリ

ックコメントを実施します。 
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・裾切値が確定しなければ原料調査や製品

ＳＤＳ改定に着手することが出来ないた

め、裾切値の告示は、省令公布と同時期ま

たはできる限り早期にお願いしたい。 

・今回の裾切値の変更はあるか。また、将来

的に裾切値の変更の廃止は検討されている

か。 

・告示で指定される裾切値も別途パブリッ

クコメントが実施されるのか。 

・対象物が多数にわたる場合には、事業者

は少しでも早い段階からラベル表示やＳＤ

Ｓの変更の対象となる製品を特定し、変更

を計画的に進める必要があるため、ラベル

表示・ＳＤＳ交付等の義務対象物案の公表

段階から、裾切値を同時に公表いただきた

い。 

13 【対象物質の削除】 

政令案概要別表２において、ラベル表示・

ＳＤＳ交付等の義務対象物質から７物質が

除外されると定めているが、除外されるこ

ととなった根拠や今回のタイミングで改正

する理由を示して頂きたい。また、根拠と

なった試験結果を入手する方法についてご

教授願いたい。 

政令案概要２（１）ア又はイに該当しない

７物質について対象から除外したもので

あり、①国が行うＧＨＳ分類で危険性又は

有害性があるものと令和３年３月 31 日ま

でに区分されなかったもの、②政令案概要

（１）イ（ウ）に該当するため除外したも

の、が含まれます。ここの「有害性」は、

労働安全衛生法令が労働者の健康障害防

止を目的とした規制であることに鑑み、環

境有害性のみを有する物は除外していま

す。各物質のＧＨＳ分類結果は、ＮＩＴＥ

のホームページで閲覧でき、分類の根拠と

なった文献も記載しています。 

14 【対象物質の削除】 

政令案概要別表２のラベル表示・ＳＤＳ交

付等の義務対象物質から除外される物質の

うち、ステアリン酸亜鉛は 2006 年度の政府

ＧＨＳ分類結果では皮膚腐食性区分３、眼

に対する重篤な損傷性／眼刺激性区分 2A

とされていたが、2014 年度の再分類でいず

れも区分外に修正された結果、どの物理化

学的危険性及び健康有害性にも区分がつい

ていないことにより除外されたという理解

「ステアリン酸亜鉛」については、令和３

年３月 31 日までに実施された国によるＧ

ＨＳ分類結果において、危険性又は健康有

害性があると区分された物に該当しない

ため、ラベル・ＳＤＳ対象物質から除外し

たものです。なお、今後の分類見直しによ

り危険性・健康有害性のいずれかの区分が

ついた場合には、ラベル・ＳＤＳ対象物質

に追加することがあります。 
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でよいか。また、2014 年度の再分類結果で

は生殖細胞変異原性、発がん性、生殖毒性

等いくつかの分類結果が「分類できない」

となっており、将来、再々分類でこれらの

分類に区分が付いた場合、再び通知／表示

対象物質に追加されるという理解でよい

か。 

15 【対象物質の削除】 

・ポルトランドセメントによる化学熱傷は

多数発生しており、厚生労働省職業病リス

トの「四 化学物質等による次に掲げる疾

病、３ すす、鉱物油、うるし、テレビン油、

タール、セメント、アミン系の樹脂硬化剤

等にさらされる業務による皮膚疾患」にも

記載されている。その発生機構は、接触し

た皮膚の水分と混合し、強アルカリ成分が

生成、皮膚腐食が生じるとされている。こ

れらの文献・事例報告があるにも関わらず、

政府ＧＨＳ分類結果では、「皮膚腐食性／刺

激性」「眼に対する重篤な損傷性／眼刺激

性」などは「データ不足のため分類できな

い」とされている。結果として、ポルトラン

ドセメントは政令案概要２（１）イ（ウ）「粉

じんの吸入によりじん肺その他の呼吸器の

健康障害を生ずる有害性のみがあるものと

区分されたもの」となり削除対象となって

おり、労働災害事例や厚生労働省職業病リ

ストにある皮膚腐食がある記述と矛盾が生

じている。本改正がなされた場合、化学熱

傷による皮膚疾患等の情報が伝達されない

ことになるため、「ポルトランドセメント」

はラベル表示・ＳＤＳ等交付の義務対象物

質から削除してはならないと考える。 

・市販のポルトランドセメントのＳＤＳに

は、政府ＧＨＳ分類にある特定標的臓器毒

性（単回暴露）区分３（気道刺激性）、特定

標的臓器毒性（反復暴露）区分１（呼吸器） 

に加え、皮膚腐食性／刺激性区分１、眼に

対する重篤な損傷性／眼刺激性区分１の健

ポルトランドセメントの粉末そのものに

は、国によるＧＨＳ分類では、皮膚刺激性

や眼腐食性等が区分されていないこと、ま

た、セメントの袋詰め作業等については、

粉じん則別表第１及び別表第２において、

粉じん作業及び特定粉じん発散源として、

粉じん障害防止対策を義務付けているこ

とから、ラベル・ＳＤＳ対象物質から除外

し、安衛則第 24 条の 14 及び第 24 条の 15

に基づくラベル表示・ＳＤＳ交付等の努力

義務の対象とすることとしたものです。た

だし、ご指摘のとおり、ポルトランドセメ

ント粉じんが皮膚や眼に付着した場合に、

水と反応して生成された水酸化カルシウ

ム等により、皮膚や眼に障害を与えること

が報告されていることから、ポルトランド

セメントが皮膚や眼に触れる状態で譲渡・

提供する場合は、ラベル表示及びＳＤＳに

おいて、皮膚や眼に触れた場合の水酸化カ

ルシウムとしての有害性について記載す

ることが望ましいことを通達等で明確に

することとします。 

なお、厚生労働省が作成したモデルＳＤＳ

においては、主成分名「クリンカー」、組成

及び成分情報「ケイ酸カルシウム」といっ

た記載はありません。 
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康有害性が記載されている。化学物質管理

者テキストにも強アルカリによる対策が紹

介されている。ポルトランドセメントは、

ラベル表示・ＳＤＳ交付等の義務対象物質

の除外に当たらないのではないか。 

・政令案概要別表２からポルトランドセメ

ントを削除、または、政令案概要別表１に

「カルシウム及びその化合物」追加を提案

する。ポルトランドセメントについて、国

が行ったＧＨＳ分類が H27 年度であり、皮

膚腐食性／刺激性および眼に対する重篤な

損傷性／眼刺激性が、メーカーでは「区分

１」、国では「データ不足のため分類できな

い」とある。また、政府向けＧＨＳ分類ガイ

ダンス図表 3.1.2 List1 情報源にある「1-

31 Opinion proposing harmonised 

classification and labelling at EU 

level」や INCHEM によれば、皮膚障害等の

可能性の記載がある。 

・ポルトランドセメントを使った製品等に

よる皮膚障害は良く知られた労働災害であ

り、それを防止するためにも、ラベル表示・

ＳＤＳ交付等の義務物質のままとした方が

良い。建設業労働災害防止協会がまとめ令

和５年３月に公表した「令和４年度建設業

における化学物質管理のあり方に関する検

討委員会報告書」にも明記されている。ポ

ルトランドセメントの国のＧＨＳ分類で皮

膚腐食性などの分類が「分類できない」に

なっていることが、労災情報を考慮してい

ないように思う。 

・平成 28年度第３回化学物質のリスク評価

に係る企画検討会議事録によれば、令別表

第９への追加対象としてポルトランドセメ

ントについて議論されており、厚生労働省

担当官からは「セメントを作るときの水溶

液による皮膚障害、喘息発生など、普通の

粉状物質とは違う有害性がある」との指摘

もあり、令別表第９への追加を決定してい
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る。今般の改正案ではポルトランドセメン

トの国のＧＨＳ分類結果を根拠とされてい

るが、当該分類結果は 2016 年 6月更新と検

討会開催時より古く、検討会での議論が反

映されておらず、ＧＨＳ分類結果を根拠に

令別表第９より取り下げるのは好ましくな

い。皮膚障害・喘息などの労働災害防止の

観点からも令別表第９への記載を継続すべ

き。 

・ポルトランドセメントのＳＤＳにおける

主成分名「クリンカー」の「組成及び成分情

報」において、物質名称が「ケイ酸カルシウ

ム」となっているが、実際の成分は「ケイ酸

三カルシウム」と「ケイ酸二カルシウム」で

あり、ＳＤＳにおける物質名称に疑念があ

る。従って、ポルトランドセメントのＳＤ

Ｓを再検討することが必要であり、ＳＤＳ

の再検討後に改めてラベル表示・ＳＤＳ交

付等の義務対象物質から除外するかどうか

を決めるべきであり、今回、ポルトランド

セメントを、ラベル表示・ＳＤＳ交付等の

義務対象物質から除外することに反対す

る。 

16 【対象物質の削除】 

JIS R5210 ポルトランドセメントでは、６

種類のセメント（普通ポルトランドセメン

ト、普通ポルトランドセメント（低アルカ

リ形）、早強ポルトランドセメント、早強ポ

ルトランドセメント（低アルカリ形）、超早

強ポルトランドセメント、超早強ポルトラ

ンドセメント（低アルカリ形））においては、

質量５％まで少量混合成分として「高炉ス

ラグ」、「シリカ質混合材」、「フライアッシ

ュ」、「石灰石」が認められている。政令案概

要別表 2 において、ラベル表示・ＳＤＳ交

付等の義務対象物質から「ポルトランドセ

メント」が除去されるということは、少量

混合成分として「高炉スラグ」、「シリカ質

混合材」、「フライアッシュ」、「石灰石」が

ラベル・ＳＤＳ対象物質は、国によるＧＨ

Ｓ分類の結果により選定しており、今般、

「ポルトランドセメント」としては、ラベ

ル・ＳＤＳ対象物質から除外します。ただ

し、他のラベル・ＳＤＳ対象物質が裾切値

以上混合されている場合は、それら物質の

混合物（製剤）としてラベル・ＳＤＳ対象

物質になります。なお、国によるＧＨＳ分

類の結果、区分がつかないものには、分類

を行うための十分な情報が得られず分類

できない場合が含まれており、区分がつか

ないことをもって有害性がないとはいえ

ません。 
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５％含まれる粉物であっても、発がん性な

どの他の有害性がないものと解釈してよい

か。 

17 【対象物質の削除】 

JIS R5210 ポルトランドセメントにおいて

は、ポルトランドセメントの種類として 12

種類を定めている。政令案概要別表２にお

いて、ラベル表示・ＳＤＳ交付等の義務対

象物質から除外される７物質の中に「ポル

トランドセメント」が記載されているが、

このポルトランドセメントとは、JIS R5210

で定められた 12 種類と理解してよいか。 

本改正案による改正前の令別表第９の規

定によるポルトランドセメントの範囲に

ついて、従来特段の定義はしておりません

が、一般的に JIS R5210 の規格に基づくポ

ルトランドセメントを指します。 

18 【施行期日・経過措置】 

政令案概要５経過措置の２段落目「新たに

ラベル表示・ＳＤＳ交付等の義務対象物質

に追加される約 1,550 物質について、ラベ

ル表示・ＳＤＳ交付等の義務対象物質に追

加後１年間はラベル表示に係る法第 57 条

第１項の規定を適用しないこととする。」に

ついて、対象は「施行日において現に存す

るもの」に限定されず新たに製造された物

ついても過措置対象となるという理解で良

いか。「約 1,550 物質」とあるが令別表９に

おいて既に規定されている物も経過措置対

象となるのか。 

政令案概要５．経過措置の２段落目のラベ

ル表示の規定の適用を猶予する経過措置

の対象となる物質は、新たにラベル・ＳＤ

Ｓ対象物質に追加される物質であって施

行日において現に存するもののみであり、

施行日以降に製造されたものは含まれま

せん。 

また、本改正案による改正前の令別表第９

において既に対象となっている物質につ

いては、経過措置の対象とはなりません。 

19 【施行期日・経過措置】 

改正の都度、数百、数千品目もの製品のＧ

ＨＳラベル・ＳＤＳを改訂する必要があり、

事業者負担が大きい。また、期間内の顧客

展開に対応することに時間がかかるケース

もありうるため、猶予期間の延長を希望す

る。 

事業者がラベル・ＳＤＳの改訂に要する

期間を考慮し、令和４年 12 月に（独）労

働者健康安全機構労働安全衛生総合研究

所ホームページで、今般の改正での追加

候補物質リストをＣＡＳ登録番号を併記

して公開した上で、今般の改正に係る初

回のパブリックコメント開始日（令和５

年４月 14日）から改正政令の施行日（令

和７年４月１日）までに約２年の準備期

間を設けています。さらに、ラベルの貼

替え等に係る事業者の負担を考慮し、改

正政令の施行日において現に存するもの

については、ラベル・ＳＤＳ対象物質に
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指定する施行日から１年間、名称等の表

示を猶予する経過措置を設けています。 

20 【施行期日・経過措置】 

・政令案概要２（２）において、ラベル表

示・ＳＤＳ交付等の義務対象物質からの７

物質の除外については、施行期日が改正令

の公布の日とされているが、除外された物

質についてはＳＤＳの 15 項の表記変更な

どの対応に期間を要するため、施行は、ラ

ベル表示・ＳＤＳ交付の義務対象に追加さ

れる物質と同様に、令和７年４月１日とし

ていただきたい。 

・省令案概要の４施行期日等から、２（１）

「名称等の表示又は通知すべき化学物質の

削除に伴う裾切値の規定の削除」は、改正

令の公布日に公布され、同日に施行される

ことになる。この場合、即日ラベル表示・Ｓ

ＤＳ交付の義務がなくなることになるが、

公布日にラベル表示・ＳＤＳ改訂を行うこ

とは非常に困難なため、適切な猶予期間を

設定していただきたい。 

当該７物質のラベル・ＳＤＳ対象物質及

び裾切値の規定の削除については、義務

付けの対象から除外するものであるた

め、公布日に施行することとしていま

す。ラベル表示・ＳＤＳの交付をする義

務がなくなるため、必ずしもＳＤＳの改

訂を行う必要はありません。義務対象で

ないものにラベル表示・ＳＤＳ交付を行

うことは差し支えありませんので、当該

物質のラベル表示・ＳＤＳについて公布

日に即日改訂を行う必要はありません。 

21 【個別の対象物質】 

省令案概要の別表２ラベル表示・ＳＤＳ交

付等の義務対象物質（令和８年４月１日追

加予定分）のうち、「非晶質シリカ（シリカ

ゲル及び沈降シリカに限る。）」について、

すべての非晶質シリカではなく（シリカゲ

ル及び沈降シリカ）に限定されている。あ

る非晶質シリカが（シリカゲル及び沈降シ

リカ）に該当するかどうかはどのように判

断するのか。製法による判断、つまり、湿式

法もしくはゾルゲル法で得られた非晶質シ

リカが「非晶質シリカ（シリカゲル及び沈

降シリカに限る。）」に該当するということ

になるのか。 

ラベル・ＳＤＳ対象物質に該当するか否

かについては、製法にかかわらず、物質

の名称で判断します。 

22 【個別の対象物質】 

ジメチル(1-フェニルエチル)ベンゼンに

は、オルト体、メタ体、パラ体の３種類の構

造異性体が存在する。 

本改正案では、令和３年３月 31 日までに

実施された国によるＧＨＳ分類の結果に

おいて、危険性又は健康有害性があると

区分された物をラベル・ＳＤＳ対象物質
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省令案概要別表２の 343 に CAS 番号 6165-

51-1 の「1，4-ジメチル-2-(1-フェニルエチ

ル)ベンゼン」が記載されているが、これは

ジメチル(1-フェニルエチル)ベンゼンのパ

ラ異性体となる。すでに化審法の優先評価

化学物質及び化管法の第一種指定化学物質

ではすべての異性体を含む CAS番号 40766-

31-2のジメチル(1-フェニルエチル）ベンゼ

ンが指定されている。 

今回の安衛法令の改正において、化学物質

に関する法令(化審法、化管法及び安衛法)

への手続きを簡素化する観点、使用者が規

制対象物質が一つの化合物にもかかわらず

二種類の化合物をラベル表示することによ

る混乱を防ぐ観点、更に今回の改正でより

広範囲に異性体をカバーするという観点か

らすべての異性体を含むジメチル(1-フェ

ニルエチル)ベンゼンを指定して頂きたい。 

としています。全ての異性体を含む「ジ

メチル(1-フェニルエチル)ベンゼン」

は、この対象に該当しませんので、基準

に該当する「1，4-ジメチル-2-(1-フェニ

ルエチル)ベンゼン」のみを対象としてい

ます。 

23 【個別の対象物質】 

・省令案概要別表１の 747「人造鉱物繊維」

について、人造鉱物繊維には多くの種類が

あるが、平成 12年３月 24日付け基発第 162

号「労働安全衛生法及び作業環境測定法の

一部を改正する法律の施行について」にお

いて、労働安全衛生法に基づくラベル表示

及びＳＤＳ交付義務対象物質として同法施

行令別表第９に掲載の「人造鉱物繊維」に

はガラス長繊維は含まれないものであるこ

と、とされている。 

省令案概要別表１の人造鉱物繊維の名称に

は、ガラス長繊維が含まれないことの但し

書きがないが、今回の改正でラベル表示・

ＳＤＳ交付等の義務対象物質名を則に列挙

する方法へと変更するに当たり、上記の基

発 162 号通達を踏まえ、人造鉱物繊維にガ

ラス長繊維が含まれない事の但し書きを追

記するのが適切ではないか。 

・省令案概要別表 1の 747「人造鉱物繊維」

には区分レベルの異なるものが混在してお

本改正案では、令和３年３月 31 日までに

実施された国によるＧＨＳ分類の結果に

おいて危険性又は健康有害性があると区

分された物をラベル・ＳＤＳ対象物質とし

ています。人造鉱物繊維については、本改

正案による改正前の令別表第９の「人造鉱

物繊維」と変更ありません。 

なお、「人造鉱物繊維」の範囲については、

従来と同様に「ガラス長繊維」は含まれな

いものとし、その旨を通達で示すこととし

ます。 
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り、一般の方から見て誤解を招く恐れがあ

る。例えば、 

・人造鉱物繊維（グラスウール・ロックウ

ール・スラグウール） 

・人造鉱物繊維（上記を除くもの） 

のように分ければ、区分レベルもまとまり、

誤解を招くことは避けられると思われる。 

24 【個別の対象物質】 

下記の３物質については、ＧＨＳ分類の妥

当性について確認、相談等を予定している

ため、検討結果が確定するまでの間は、当

該物質の表示・通知義務対象物質への追加

は、一旦、見送ることとしていただきたい。 

・ビスフェノール A ジグリシジルエーテル

(CAS No. 1675-54-3) 

・4,4'-イソプロピリデンジフェノールと

1-クロロ-2,3-エポキシプロパンの重縮合

物（液状のものに限る。）(CAS No. 25068-

38-6) 

・4,4'-ビス（2,3-エポキシプロポキシ）-

3,3',5,5'-テトラメチルビフェニル(CAS 

No. 85954-11-6) 

本改正案では、令和３年３月 31 日までに

実施された国によるＧＨＳ分類の結果に

おいて危険性又は健康有害性があると区

分された物をラベル・ＳＤＳ対象物質とし

ています。「２，２－ビス［４－（オキシラ

ン－２－イルメトキシ）フェニル］プロパ

ン」「４，４’－イソプロピリデンジフェノ

ールと１－クロロ－２，３－エポキシプロ

パンの重縮合物（液状のものに限る。）」

「４，４’－ビス［（２，３－エポキシプロ

ピル）オキシ］－３，３’，５，５’－テト

ラメチルビフェニル」については、いずれ

も令和７年４月１日施行予定の対象物質

に該当します。 

25 【個別の対象物質】 

カーボンブラック(CAS 1333-86-4)、シリカ

（結晶質、非晶質を包含した二酸化ケイ素）

(CAS 7631-86-9)、非晶質シリカ（シリカゲ

ル、沈降シリカ）(CAS 112926-00-8)などは、

粉体状態での吸引による発がん性、特定標

的臓器毒性（反復暴露）による気管支系（肺

など）に影響があると考えられ、接着剤や

塗料などでは樹脂に分散されている状態で

提供されるため粉じんとなる可能性はな

い。令和８年４月１日施行予定のチタン（粉

末）(CAS 7440-32-6)と同様に粉末状態のみ

を対象とすることで適切な取り扱いにつな

がると考える。「粉末」と規定するか「皮膚

に損傷を与える有害性があるものと区分さ

れていない金属であって粉状以外の状態に

おいて危険性があるものと区分されていな

本改正案では、令和３年３月 31 日までに

実施された国によるＧＨＳ分類の結果に

おいて危険性又は健康有害性があると区

分された物をラベル・ＳＤＳ対象物質とし

ています。カーボンブラック及び結晶質シ

リカについては、現行の令別表第９でラベ

ル・ＳＤＳ対象物質として規定されてお

り、国によるＧＨＳ分類においても状態は

限定されていないため、粉状のものに限定

はしておりません。非晶質シリカについて

は、国によるＧＨＳ分類においてシリカゲ

ル、沈降シリカに状態が限定されているた

め、同様の範囲に限定したものです。 
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いものにあっては粉状のものに限る。」のよ

うに記載を行うことで除外を希望する。 

26 【個別の対象物質】 

炭化けい素は、政府による平成 18年度のＧ

ＨＳ分類で発がん性区分 1B とされている。

一方、政府による令和２年度の再分類で「炭

化けい素ウィスカー」は発がん性区分 1B と

されている。しかし「炭化けい素ウィスカ

ー以外」については再分類されていないた

め、そのＧＨＳ分類は、平成 18 年度のＧＨ

Ｓ分類が継続している。 

平成 18 年度のＧＨＳ分類で発がん性を区

分 1B にしている分類根拠や、2003 年に許

容濃度の改訂が行われた際に、人体への影

響を「上気道への刺激」として設定された

許容濃度は、じん肺以外の有害性がない粒

子状物質の許容濃度と同じ値が設定されて

いることから、「炭化けい素ウィスカー以

外」まで発がん性区分を 1B と評価する事は

適切な評価とは思われない。「炭化けい素ウ

ィスカー以外」については、政府によるＧ

ＨＳ分類はされていないが、平成 18年度の

ＧＨＳ分類から「発がん性」を除くと、「特

定標的臓器毒性（単回暴露）：区分１（呼吸

器系）」と「特定標的臓器毒性（反復暴露）：

区分１（肺）」のみであり、物理化学的危険

性も無いことから、政令案概要の２（１）

(ウ)に該当し、ラベル表示・ＳＤＳ交付等

の義務対象物質にはならない。 

よって、省令案概要別表１の 789「炭化けい

素」は「炭化けい素（繊維状に限る）」等の

表現へ変更することが妥当である。 

現在一般的に利用されているけい酸カルシ

ウム保温材には粒子状の炭化けい素が含ま

れており、ラベルやＳＤＳに発がん性と記

載することにより顧客に不要な不安を与え

ているので、品質表示管理の過負担も含め

見直しをお願いしたい。 

炭化けい素は、国によるＧＨＳ分類で発が

ん性の区分があることから、政令案概要２

（１）イ（ウ）には該当せず、省令案にお

いて対象物質としています。なお、国によ

るＧＨＳ分類は、複数の専門家が分類を実

施した時点での最新の基準に従って行い、

この結果を踏まえてラベル・ＳＤＳ対象物

質を規定しています。個別物質のＧＨＳ分

類結果について疑義がある場合は、文献等

で明確な根拠があれば、今後のＧＨＳ分類

の再分類で検討対象にすることがありま

す。ＧＨＳ分類に当たっての情報収集につ

いては、ＮＩＴＥの官民連携ＧＨＳ分類情

報収集プロジェクトで受付期間を定めて

募集していますので、対象となる物質、情

報があれば、こちらへの提出をご検討くだ

さい。 
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27 【個別の対象物質】 

・炭化水素鎖の炭素数が指定されておらず

（「アルキル」「アルカノール」等）、炭素数

の範囲が示されていない場合は、合理的に

考えられうるすべての炭素数および異性体

の化学物質が対象となるのか。そうでない

場合は明記をお願いしたい。 

・性状（主に液性）の異なる物質を併記して

いるもの（「化学物質名とそのアンモニウム

塩」「化学物質名とそのナトリウム塩等」）

が散見される。性状の誤認による誤ったリ

スクアセスメントや労働者の労働災害に繋

がるリスクとなるため、性状の異なる物質

を併記すべきでないと考える。 

ラベル・ＳＤＳ対象物質の範囲に係る解釈

の詳細については、施行通達において示す

こととしています。なお、「○○及びその

塩」等については、その名称の統一性から

まとめて規定したものです。 

28 【個別の対象物質】 

・硫酸亜鉛のように無水物と水和物とが存

在し、かつ無水物と水和物の両方が義務対

象物質である場合には「硫酸亜鉛並びにそ

の一水和物及び七水和物」のように無水物

と水和物とを含んだ省令案名称になってい

る。炭酸ナトリウムは、無水物（CAS RN497-

19-8）の他、一水和物（CAS RN5968-11-6）、

十水和物（CAS RN6132-02-1）が存在するが、

省令案名称は「炭酸ナトリウム」となって

いる。また、酢酸亜鉛（Ⅱ）は、二水和物（CAS 

RN5970-45-6）の他、無水物（CAS RN557-34-

6）が存在するが、省令案名称は「酢酸亜鉛

（Ⅱ）二水和物」となっている。このよう

に、省令案名称が無水物の形で表記されて

いる場合は無水物のみが義務対象物質で、

水和物は対象ではなく、同様に省令案名称

が水和物の形で表記されている場合は水和

物のみが義務対象物質で、無水物は対象で

はないと理解して差し支えないか。 

・水和物について、従前の取扱いとしては、

無水物が通知・表示対象物である場合、そ

の水和物も通知・表示対象物として扱われ

ていたと考えるが、省令案概要別表１の284

「過ほう酸ナトリウム並びにその一水和物

ラベル・ＳＤＳ対象物質においては、本改

正案による改正前の令別表第９で「ヒドラ

ジン」「ヒドラジン一水和物」を別に規定し

ているように、無水物と水和物は原則とし

て別に規定しています。ただし、通達等で

水和物を含むと明記されたものについて

は、水和物を含みます。 
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及び四水和物」、1313「メタけい酸ナトリウ

ム並びにその五水和物及び九水和物」、743

「硝酸マグネシウム及びその六水和物」、

1462「硫酸亜鉛並びにその一水和物及び七

水和物」、省令案概要別表２の 186「酢酸亜

鉛二水和物」、365「硝酸亜鉛（Ⅱ）六水和

物」、417「4-(2H-テトラゾール-5-イル)テト

ラアザ-3-エン-2-カルボキシミドアミド一

水和物」の７物質については、水和物の種

類が特定されている。これは、従来の水和

物は無水物の物質に包含されるという解釈

とは異なり、どう理解すべきか。水和物に

ついての安衛法上の扱いについて、場合分

けを行い、告示等で明確化する必要がある

と考える。 

29 【個別の対象物質】 

非晶質シリカについて、平成 28 年度第３回

化学物質のリスク評価に係る企画検討会で

議論されており、非晶質シリカは産衛学会、

ACGIH における許容濃度等の設定がなくな

っている状況を鑑み、令別表第９に追加し

ないと結論付けられている。今般の改正案

では、国のＧＨＳ分類結果を根拠に判断さ

れたようだが、非晶質シリカは政令案概要

２（１）イ(ウ)に該当する物であり（非晶質

シリカ（石英ガラス）(CAS 60676-86-0)や

非晶質シリカ（シリカゲル、沈降シリカ）

(CAS 112926-00-8)の分類結果参照）、平成

28年度第３回化学物質のリスク評価に係る

企画検討会の議事録をみても、省令案概要

別表２に記載すべきではないと考える。 

本改正案では、令和３年３月 31 日までに

実施された国によるＧＨＳ分類の結果に

おいて危険性又は健康有害性があると区

分された物をラベル・ＳＤＳ対象物質とし

ています。非晶質シリカ（石英ガラス）に

ついては、当該分類結果で危険性・有害性

が区分されていないため、ラベル・ＳＤＳ

対象物質としておりませんが、非晶質シリ

カ（シリカゲル、沈降シリカ）については、

眼刺激性が区分２B と区分されており、政

令案概要２（１）イ（ウ）には該当しない

ため、ラベル・ＳＤＳ対象物質としていま

す。 

30 【個別の対象物質】 

現行の安衛法施行令別表９第 400 号トリフ

ェニルアミンについて、政令案概要別表２

「ラベル表示・ＳＤＳ交付等の義務対象物

質から除外される７物質」に掲載されてお

らず、令和７年４月１日施行予定の省令案

概要別表１にも掲載が無い。この省令案の

施行と同時に「トリフェニルアミン」につ

トリフェニルアミンについては、国による

ＧＨＳ分類の結果で急性毒性区分５と区

分されていますが、当該区分は JIS Z7252 : 

2019 で採用されておらず、他の危険性・有

害性についても区分されていないことか

ら、省令案において対象物質として規定し

ないこととしたものです。 
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いては、規制対象から外れるという理解で

良いか。 

31 【個別の対象物質】 

省令案概要別表１の 1415「1,1'-メチレン

ビス（イソシアナトベンゼン）」（CAS 登録番

号 26447-40-5）は、既にラベル表示・ＳＤ

Ｓ等交付の義務対象物質とされているメチ

レンビス（4,1-フェニレン）＝ジイソシアネ

ート（別名ＭＤＩ、CAS 登録番号 101-68-8、

令別表第９の599）と今回追加対象には挙が

っていない 2,4’-ジフェニルメタンジイソ

シアネート（CAS 登録番号 5873-54-1）を主

成分とするＭＤＩ（ジフェニルメタンジイ

ソシアネート）の異性体を包含する物質に

対しCAS登録番号26447-40-5が附番された

物質と見なされている。 

1,1’-メチレンビス（イソシアナトベンゼ

ン）をラベル表示・ＳＤＳ等交付の義務対

象に追加すると、既にラベル表示・ＳＤＳ

等交付の義務対象物質であるメチレンビス

（4,1-フェニレン）＝ジイソシアネート（別

名ＭＤＩ）との間で、ＳＤＳの「組成、成分

情報」の重複が生じ、当該物質を取り扱う

事業者に混乱を招くと考える。 

このため、1,1’-メチレンビス（イソシアナ

トベンゼン）を追加するのではなく、2,4’

-ジフェニルメタンジイソシアネートをラ

ベル表示・ＳＤＳ等交付の義務対象に追加

すべき。もし 1,1’-メチレンビス（イソシ

アナトベンゼン）を追加するのであれば、

既にラベル表示・ＳＤＳ等交付の義務対象

物質であるメチレンビス（4,1-フェニレン）

＝ジイソシアネート（別名ＭＤＩ）を削除

し、事業者の混乱を回避すべき。 

「1,1'-メチレンビス（イソシアナトベン

ゼン）」については、脚注＊５に記載したと

おり、既にラベル・ＳＤＳ対象物質となっ

ているメチレンビス（4,1-フェニレン）＝

ジイソシアネート（別名ＭＤＩ）を含んで

おり、メチレンビス（4,1-フェニレン）＝

ジイソシアネート（別名ＭＤＩ）は省令案

概要別表３及び別表４には掲げておりま

せん。また、異性体である 2,4’-ジフェニ

ルメタンジイソシアネートについては、

1,1'-メチレンビス（イソシアナトベンゼ

ン）に含まれます。 

32 【個別の対象物質】 

現行の令別表９第 396 号トリシクロヘキシ

ルすず＝ヒドロキシドについて、現在令別

表第９では「すず及びその化合物」と別に

指定されているが、省令案概要別表１で個

トリシクロヘキシルすず＝ヒドロキシド

については、個別列挙はせず「すず及びそ

の化合物」に含まれることとしています。

なお、ラベル・ＳＤＳ対象物質の裾切値は

告示で規定することとしており、告示を定
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別指定はされていない。これは、「トリシク

ロヘキシルすず＝ヒドロキシド」が規制対

象から外れるという事か、それとも政令案

概要別表１で掲げられる「すず及びその化

合物」に包含されるという理解で良いか。

包含されるのであれば、現在通知対象物質

の裾切値は「すず及びその化合物」の方が

厳しい値が示されているが、告示で規定さ

れる予定の「すず及びその化合物」の裾切

値が適用されることになるのか。 

める際には別途パブリックコメントを実

施します。 

33 【個別の対象物質】 

・異性体について、ブテンに関しては、平成

28 年３月 29 日付け基発 0329 第５号で、１

-ブテン、cis-２-ブテン、trans-２-ブテン、

イソブテンが含まれるとされている。オク

タン、ノナン、ブタン、ブテン、ヘキサン、

ヘプタン、ペンタン等は、省令案概要別表

１の CAS RN に「他」が付いており、異性体

全てが含まれるという理解でよいか。一方、

ヘプテンは、省令案概要別表１のCAS RNに”

他”が付いていないが、異性体全てが含ま

れるのか、直鎖か分岐、二重結合の位置が

特定しているのか明確にしていただきた

い。 

・ウンデカン、２-オクチル-４-イソチアゾ

リン-３-オン、デカン、デカン酸、ドデカ

ン、ドデカン-１-チオール、ドデシルベン

ゼンスルホン酸、ドデシル硫酸ナトリウム、

ヘキサン酸、ヘプタン酸等は、前回のパブ

コメ時には名称に構造を示す接頭語「ノル

マル」が付いていたが、今回のパブコメで

「ノルマル」が削除されており、省令案概

要別表１の CAS RN に「他」は付いていない。

「ノルマル」のみなのか、異性体全てが含

まれるのか明確にしていただきたい。 

・プロピル、ブチル、ペンチル等の脂肪族炭

化水素鎖でノルマル、イソ、セカンダリ等

の構造を示す接頭語が付いている名称と付

いていない名称のものがある。ノルマル、

今回の改正で新たにラベル・ＳＤＳ対象物

質に追加される物質については、現在のＩ

ＵＰＡＣ命名法の原則にあわせて、構造を

示す接頭辞がない場合は直鎖アルキル基

を指しています。一方、本改正案による改

正前の令別表第９で規定されているラベ

ル・ＳＤＳ対象物質については、今回の改

正で名称の変更は行っておらず、従前通

り、「ノルマル」が付された物質は直鎖アル

キル基のみを指し、構造を示す接頭辞のな

い場合は構造を限定せずすべての異性体

の総称としています。構造異性体を含むか

否かについては、施行通達において示すこ

ととしています。 
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イソ、セカンダリ等の特定の構造なのか、

異性体全てが含まれるのか明確にしていた

だきたい。例えば、酢酸プロピル、エチレン

グリコールモノブチルエーテルアセター

ト、ジエチレングリコールモノブチルエー

テル、ブチルエーテル、フタル酸ジペンチ

ル、フタル酸ジヘキシル等。 

・炭化水素鎖の炭素数が指定されており

（「プロピル」「ブチル」「ペンチル」「ヘキシ

ル」「ヘプチル」「オクチル」「ノニル」「デシ

ル」「ウンデシル」「ドデシル」「トリデシル」

「テトラデシル」等）、構造を示す接頭語

(「イソ」「ノルマル」等)がない場合はすべ

ての異性体（「直鎖」、「分岐鎖」等)）が対象

となるのか。そうでない場合は明記をお願

いしたい。 

・省令案概要別表１の 886「ドデシルベンゼ

ンスルホン酸」、別表２の 59「ウンデシルベ

ンゼンスルホン酸並びにそのアンモニウム

塩及びナトリウム塩」、411「デシルベンゼ

ンスルホン酸及びそのナトリウム塩」、418

「テトラデシルベンゼンスルホン酸及びそ

のナトリウム塩」、437「ドデシルベンゼン

スルホン酸のアンモニウム塩及びナトリウ

ム塩」、457「トリデシルベンゼンスルホン

酸及びそのナトリウム塩」が対象物質とな

っているが、ベンゼンスルホン酸のアルキ

ル（C=9～17、分岐型）誘導体（CAS 番号：

6885-25-4）は対象物質となるのか。また義

務対象物質の直鎖及び分岐型の明記をお願

いしたい。 

34 【個別の対象物質】 

省令案概要別表１の 302 から 304 は、それ

ぞれ、金属「カリウム」、金属「ナトリウム」、

金属「リチウム」となっているが、「金属」

は物質の状態であって物質名称ではないの

で、それぞれ、カリウム（金属）、ナトリウ

ム（金属）、リチウム（金属）とすべき。も

し、本記述が適正ということであれば、省

金属「カリウム」、金属「ナトリウム」、金

属「リチウム」については、令別表第１第

２号１から３までの名称にあわせて当該

名称としたものです。 
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令案概要別表２の No.39，100，101，158，

197，407，638、647，648，670，1048 の「高

圧のガスの状態のものに限る。」とされてい

るものは、高圧ガス「アルゴン」という様な

記載にすべき。状態と物質名の記載方法は

リスト全体を通じて統一化すべき。 

35 【個別の対象物質】 

・省令案概要別表１の 886「ドデシルベンゼ

ンスルホン酸」、別表２の 59「ウンデシルベ

ンゼンスルホン酸並びにそのアンモニウム

塩及びナトリウム塩」、411「デシルベンゼ

ンスルホン酸及びそのナトリウム塩」、418

「テトラデシルベンゼンスルホン酸及びそ

のナトリウム塩」、437「ドデシルベンゼン

スルホン酸のアンモニウム塩及びナトリウ

ム塩」、457「トリデシルベンゼンスルホン

酸及びそのナトリウム塩」が対象物質とな

っているが、これらを含む混合物は対象物

質となるのか。 

・アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩

は、アルキル基の炭素数が異なるベンゼン

スルホン酸の混合物が一般的である。省令

案概要別表１の 1281「ポリ（オキシエチレ

ン）＝アルキルエーテル（アルキル基の炭

素数が 12 から 15 までのもの及びその混合

物に限る。）」のようにアルキルベンゼンス

ルホン酸もアルキル基の炭素数に幅を持た

せた表記をお願いしたい。 

ラベル・ＳＤＳ対象物質を含む混合物につ

いては、対象物を含有する製剤その他の物

としてラベル表示・ＳＤＳ交付等の対象と

なっており、その裾切値については、別途

告示で規定することとしています。 

本改正案では、令和３年３月 31 日までに

実施された国によるＧＨＳ分類の結果に

おいて、危険性又は健康有害性があると区

分された物をラベル・ＳＤＳ対象物質とし

ています。 

36 【個別の対象物質】 

塩素が官能基として入っている場合、基本

的には「クロロ」となっているが、一部で

「クロル」となっており、統一することは

出来ないのか。別名として記載されている

物は良いとしても、基本名称では記載方法

は統一すべき。 

対象物質に塩素が官能基として入ってい

る場合の名称としては、原則として「クロ

ロ」を用いていますが、他法令の既存の名

称で「クロル」となっている場合は、「クロ

ル」を用いています。なお、一般的に用い

られる慣用名等がある場合は、当該名称を

用いているものがあります。 

37 【個別の対象物質】 

「りん酸」「リン酸」「ホスファート」につい

て、基本的に「りん酸」となっているが、 

ご意見を踏まえ、省令案概要別表１の 605

の名称は「ジチオりん酸Ｓ－［２－クロロ

－１－（１，３－ジオキソイソインドリン

－２－イル）エチル］－Ｏ，Ｏ－ジエチル」
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省令案概要別表１の 605 のみ「リン酸」、省

令案概要別表２の 453 のみ「ホスファート」

となっているので、統一をお願いしたい。 

に修正します。また、省令案概要別表２の

453 の名称は「りん酸トリス（２－クロロ

－１－メチルエチル）」に修正します。 

38 【個別の対象物質】 

省令案概要別表１の401「ココアルキルアミ

ン」は、化管法（特定化学物質の環境への排

出量の把握等及び管理の改善の促進に関す

る法律）では当該物質とほぼ重複するもの

として、「アルカン-1-アミン（アルカンの

構造が直鎖であり、かつ、当該アルカンの

炭素数が８、10、12、14、16 又は 18のもの

及びその混合物に限る。）、（Ｚ）-オクタデ

カ-9-エン-1-アミン及び（９Ｚ，12Ｚ）-オ

クタデカ-９，12-ジエン-1-アミン並びにこ

れらの混合物」を指定している。安衛法に

おける違いとしては、当該物質は原料油脂

が「ココ」すなわちヤシ油由来のものだけ

を指定する形になっている。 

法令の趣旨は、各法令に依る所であるが、

物質として重複するものを原料の違いで規

制の網から敢えて外すべき理由があるの

か。物質そのものを規制するのが目的であ

れば、化管法と同様に、原料を指定しない

名称とすべきではないか。 

当該物質には、省令案概要別表１の 253

「（Ｚ）-オクタデカ-9-エン-1-アミン」と

省令案別表２の 97「オクタデカン-1-アミ

ン」、令和６年４月からラベル・ＳＤＳ対象

物質に追加される「オクチルアミン（別名

モノオクチルアミン）」が成分的に重複して

おり、ＳＤＳにおける表記をどの様にすべ

きかを明確にしていただきたい。 

本改正案では、令和３年３月 31 日までに

実施された国によるＧＨＳ分類の結果に

おいて、危険性又は健康有害性があると区

分された物をラベル・ＳＤＳ対象物質とし

ています。このため、「ココアルキルアミ

ン」すなわち原料がヤシ油由来のもののみ

を対象としています。「ココアルキルアミ

ン」に該当するものについては「ココアル

キルアミン」としてラベル表示・ＳＤＳ交

付等を行えばよく、「ココアルキルアミン」

に該当せず他のラベル・ＳＤＳ対象物質に

該当するものについてはそれぞれの物質

としてラベル表示・ＳＤＳ交付等を行うこ

ととなります。なお、対象物質の範囲に係

る解釈の詳細については、施行通達におい

て示すこととしています。 

39 【個別の対象物質】 

酸化バナジウム（Ⅲ）の名称について、既に

五酸化バナジウムが令別表第９に登録され

ており、命名の統一性という面で、当該物

質は三酸化バナジウムにすべき。あるいは

既存の五酸化バナジウムの方を酸化バナジ

ウム（Ⅴ）とすべき。 

ご意見を踏まえ、省令案概要別表１の 430

の名称は「三酸化バナジウム」に修正しま

す。 
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40 【個別の対象物質】 

省令案概要別表１の665「ジペンテン」、1452

「d-リモネン」について、ジペンテンは d-

リモネンと l-リモネンのラセミ体であり、

ジペンテンには半量のd-リモネンが含まれ

ている。この場合の成分表示はどのように

すべきか、明確にしていただきたい。 

ラセミ体については「ジペンテン」、d 体に

ついては「d-リモネン」に該当します。な

お、対象物質の範囲に係る解釈の詳細につ

いては、施行通達において示すこととして

います。 

41 【個別の対象物質】 

省令案概要別表１の 744「硝酸リチウム」に

ついて、国によるＧＨＳ分類結果の生殖毒

性の分類根拠を踏まえると、女性労働基準

規則において対応するのが適切ではない

か。また、根拠が適切であるならば、規制の

対象を「リチウムおよびその化合物」全般

に拡げ網羅的に規制を行うべき。ただし、

生殖毒性以外での有害性を示している物質

もあるので、労働安全衛生法施行令と女性

労働基準規則を使い分けての規制体系を設

けるのが適切と考える。 

省令案概要別表２にも、塩化リチウム、臭

化リチウム、硫酸リチウムの３物質が掲載

されているが、硝酸リチウムの分類結果と

の整合性に欠けると考えられる。類似物質

（リチウム化合物）が異なる区分（令和７

年度と令和８年度）で指定が掛かるのは、

おかしいのではないか。規制の対象になる

か否かについては、国によるＧＨＳ分類結

果によるので、その妥当性についてはしっ

かりと確認を行っていただく必要がある。 

国によるＧＨＳ分類は、複数の専門家が分

類を実施した時点での最新の基準に従っ

て行い、この結果を踏まえてラベル・ＳＤ

Ｓ対象物質を規定しています。なお、ＧＨ

Ｓ分類に当たっての情報収集については、

ＮＩＴＥの官民連携ＧＨＳ分類情報収集

プロジェクトで受付期間を定めて募集し

ていますので、対象となる物質、情報があ

れば、こちらへの提出をご検討ください。 

なお、他法令において規制されるべき有害

性を有する物であっても、法第 57 条及び

第 57 条の２に基づくラベル・ＳＤＳ対象

物質並びに法第 57 条の３に基づくリスク

アセスメント対象物となります。 

42 【前回のパブリックコメント結果】 

・前回実施したパブリックコメントについ

ても回答を示してほしい。 

・省令案概要別表２の「アルカノール（炭素

数が 10 から 16 までのもの及びその混合物

に限る。）」について、本年４月 14日～５月

13日にかけて行われたパブリックコメント

では、令和８年分として、アルコール（Ｃ＝

10～16）という指定があり、ここに包含さ

れる「デカン-1-オール［Ｃ＝10］」「デシル

パブリックコメントを実施したものの命

令等を制定しないこととした場合は、制定

しない旨を公示することとされており、令

和５年４月 14 日から令和５年５月 13 日ま

での間に実施した、「労働安全衛生法施行

令の一部を改正する政令案及び労働安全

衛生規則及び労働安全衛生規則及び特定

化学物質障害予防規則の一部を改正する

省令の一部を改正する省令案に関する意

見募集」については、新たに修正案を立案
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アルコール［Ｃ＝10］（イソデシルアルコー

ル）」「ウンデカン-1-オール［Ｃ＝11］」「テ

トラデカン-1-オール［Ｃ＝14］」といった

物質も個別に指定されていた。しかし今般

の案では、令和８年の 37「アルカノール（炭

素数が 10 から 16 までのもの及びその混合

物に限る。）」と、令和７年での指定として

882「1-ドデカノール（別名ノルマル-ドデ

シルアルコール）」がある。本変更案に至っ

た、前回のパブリックコメントに対する回

答を公表した上で、今回のパブリックコメ

ント案への変更点も説明し、今回パブリッ

クコメント結果を公表の後、それらを踏ま

えて、再々度パブリックコメントを実施す

べき。 

し本件意見募集を開始したことに伴い、当

該政令案及び省令案を制定しないことと

したため、その旨を令和５年６月 21 日に

公示しております。前回の意見募集におい

ては、個別の対象物質は官報で告示するこ

ととする案であったため、定めようとする

命令などの案ではなく参考資料として対

象物質を示していましたが、本件意見募集

においては厚生労働省令で定めることと

する案に修正したため、定めようとする命

令などの案として意見募集しています。そ

の際、法令上の名称を整理し修正を行った

ものがあります。 

 

○ 本改正省令案とは直接関係の無い御意見 

番

号 
御意見の要旨 御意見に対する考え方 

１ ・化学物質規制全体について分かりやす

い資料を示してほしいとの要望 

・ＳＤＳの記載例を示してほしいとの要

望 

・化学物質管理者の選任対象となる事業

場についての質問 

・特定の業務について製造又は取扱いの

いずれに該当するかの質問 

・包括指定物質について該否が特定でき

る仕組みを整えてほしい、Q＆A を公表

してほしいとの要望 

・加工しやすい形式でデータを提供して

ほしいとの要望 

・ポルトランドセメントがラベル・ＳＤＳ

対象物質となった当時の理由について

の質問 

・ラベル・ＳＤＳに関する現行の法令につ

いての質問 

・省令案概要別表の CAS 番号の修正意見 

・気体のリスクアセスメント手法の質問 

いただいたご意見は、今後の制度改正にお

ける参考とさせていただきます。 
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・国が行うＧＨＳ分類の方法及びデータ

提供の方法に関する意見・質問 

・ラベル・ＳＤＳ対象物質の構造類似物質

で国がＧＨＳ分類を行っていない物質

が義務対象外となっていることについ

ての質問 

・ラベル・ＳＤＳ対象物質に含まれる異性

体の混合物の裾切値についての質問 

・個別の製品についてラベル表示の適用

除外を求める意見 

・安衛則第 594 条の２第１項の皮膚等障

害化学物質の対象物質の範囲及び施行

時期に関する意見 

・安衛則第 594 条の２第１項の保護具着用

の義務化についての条件緩和の要望 
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